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●❷地域の祭りや観光物産展などで出店。「うどんコロッ
ケ」や「うどんバーガー」は、吉田のうどんを手軽に
楽しんでもらいたいと、うどん部が開発した商品だ。

●❶うどんの手打ち体験で
子どもたちを指導。自分で
打ったうどんを食べて、そ
のおいしさを実感してもら
い、家族や友だちに吉田の
うどんの魅力を伝えていっ
てほしいと始めた活動。

●❸道の駅に「うどん案内所」を開設。観光
客の好みに合った店を紹介できるのも、市
内すべての吉田のうどん店を取材したから
こそできること。●❹フリーペーパー「うど
んなび」（年 1回発行）は、取材依頼、取材・
撮影、誌面作成など、すべて生徒が行う。

●❺知名度アップを目指そ
うと、全国のご当地うど
んを広める学生たちとも
交流。三重県伊勢市のう
どん大使や東京大学のう
どん部などが集まり、互
いのうどんを作って試食。

●❻うどん部の活動は、新聞やテレビで取
り上げられることも多く、取材の数はこれ
まで50件以上にもなる。吉田のうどんの
魅力を伝える表現力もレベルアップした。

●❼商業高校の研究発表大会やホーム
ページのコンクールなどにも積極的
に参加・応募し、うどん部の活動を
紹介。上位入賞も果たしている。

生徒のインタビューは P.20
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うどんを通した
学校外の人との交流は
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人々との触れ合いを
大切にしながら
おいしさを伝える

山
梨
の
名
物
と
言
え
ば
「
吉
田
の
う
ど
ん
」

誰
か
ら
も
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
日
を
目
指
し
て

Q6-323-10 2016 年度VIEW21高校版 2月号web用 PDF作成
28年度VIEW21高校版 2月号　表 2流用 表 2 ＣＭ

ＹＫ
新
組
02/06
河内 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-

hy2_view21koukou-2g_web.indd   1 17/02/06   18:50



V o l u m e 6
2 0 1 7

F e b r u a r y

2

高校版

月

http://berd.benesse.jp 本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます
＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます　＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます

4

6

10

14

現状把握 中高連携の現状と真に求められるかたち
実践事例１ 公立普通科3校と市内全中学校が
 学力向上の課題や教育への思いを共有
 「松江市内三校教科・進路指導協議会」（島根県立松江北・松江南・松江東高校）

実践事例２ 中高連携で、学びに連続性を持たせ
 中高の指導改善につなげる
 熊本県立宇土中学校・高校

これからの「中高連携」のあり方を語る 
 中高と地域が連携し、生徒がこれからの時代を生きる力を豊かに育む
 古河市立総和北中学校　校長　森田泰司　／　茨城県立古河第三高校　校長　福島克郎　　
 古河市立総和北中学校　ＰＴＡ会長　篠崎克佳　／　古河市ＰＴＡ連絡協議会　前会長　鶴見尚司

学びと指導の連続性を深める　
中高連携

C O N T E N T S

2

山梨県立ひばりが丘高校　うどん部　うどんを打って、売って、おいしさを伝えたい

ハートをこがせ！20

育てたい生徒像と個々の行事を往還的に吟味し、指導の全体像を描く
「探究学習」開発・推進　追跡リポート18

特集

〈ビュー21〉

3年生 0 学期　出願書類作成用　調査用紙

大阪府・私立香ヶ丘リベルテ高校
進学指導◎生徒目線の指導を徹底し、表現教育科新設４年目で公立大学合格者が誕生

広島県立安古市高校
進路指導改革◎組織的な進路指導で生徒の志望を高め、主体的な学びに導く

26 指導変革の軌跡

34 改良！　指導ツール　ビフォーアフター

地域社会を牽引するグローカルリーダーの育成を目指す地方私立大学の改革
共愛学園前橋国際大学◎グローカルプロジェクト

38 大学Evolution　大学が拓く新しい学び

関西大学が高校教員対象のアクティブ・ラーニングのセミナーを開催
アクティブ・ラーニングの効果的な手法を理論と実践の両面で学ぶ

52 Reader’s VIEW

協働をベースとした論述指導を通して、自らの言葉で歴史を語り、世界史の本質に迫る
世界史◎静岡県立韮山高校　美那川雄一

授業を進化！　思考を深化！　実践　アクティブ・ラーニング22

◎「３現主義」（現場に行く・
現物に触れる・現実を知る）
という言葉があります。これは、
ものづくりの世界で生まれた、
問題解決に向かう時の姿勢を
示した言葉で、生産分野だけ
ではなく、あらゆる領域で活用
できる考え方と言われていま
す。そして、その姿勢・考え方
は、問題や課題が見あたらな
い時こそ求められるものかもし
れません。今号の特集テーマ
「中高連携」の現状を見た時、
改めてそう思いました。先生方
はどのように感じられるでしょ
うか。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

現場を知る
今月の表紙メッセージ

英語力、思考力、精神力が鍛えられると出場者が実感
埼玉県の公立高校2校が英語ディベートの国際大会に出場！

42 VIEW’S REPORT
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◎変化の激しい社会を生きる上で必要な力を育成するため、幼小、小中、中高、高大の学びの連携がこれまで
以上に重要になってきている。
◎学校段階を超えた連携・接続について、小学校、中学校、高校のいずれにおいても、大半の教師は「うまくいっ
ており、課題はない」と現状を評価している。
◎しかし、連携の取り組み内容を詳しく見ていくと、中学生が高校を見学する機会を設けたり、中学生に関する
情報を高校に共有したりする取り組みは比較的多く行われている一方、教師がお互いの授業を見学したり、合
同研修を行ったりするなどの、指導内容にまで踏み込んだ取り組みができているところは少ない。
◎そうした現状の背景として、中高での指導観の違いや、違いを認め合い、ともに考える姿勢の不足が連携の
壁となっている。
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本号のテーマ

「中高連携」の現状と課題を踏まえて、その進め方と価値、
これからの「中高連携」のあり方を考える

中高連携の現状と課題
現状把握【P.4～5】

中高連携の概要
◎県全体の学力向上を牽引すべく、松江市の公立普通科高校３校と市内の全中学校が、研修会を年１回開催。
◎学力や学習状況、教育環境の変化など、幅広い視点での情報共有を進めるとともに、テーマを設けた意
見交換等も行う中で、双方の指導に関する課題や思いへの理解が深まり、ともに解決策を考えていける関
係が構築されている。

◎今後は、若い世代に引き継ぎ、継続・発展させていくことが課題。
連携のポイントと、そこから生まれている価値
◎互いの指導の成果やよいところを尊重しながら、情報共有を進めることが重要。その中で、中高で共通の
課題や目標が明確になり、県や市全体として抱えている教育課題の解決につなげることができる。

「中高連携」の進め方と価値を考える

実践事例1

島根県立松江北高校
同松江南高校
同松江東高校
松江市全中学校
【P.6～9】

これからの「中高連携」のあり方を考える

これからの
「中高連携」のあり方を

語る
【P.14～17】

中高連携の概要
◎少子化が進み、学区再編に伴い市街地への生徒流出が懸念される中、地域の拠点校としての求心力を高
めるべく、中高一貫校となった。

◎高校籍の教師が中学校で授業を行ったり参観したりすることで、中学校と高校の指導の違いを実感し、中
学校での学びの実態を踏まえた指導改善に結びつけている。

連携のポイントと、そこから生まれている価値
◎互いの指導を実体験することが重要。その中で、目の前の生徒に関する課題の背景や理由が明確になると
ともに、中学校での指導の流れをくんだ高校での指導を実践することにつながり、６年間を通して、生徒
の力を最大限に伸ばしていくことができる。

実践事例2

中学校、高校
校長

熊本県立
宇土中学校・高校
【P.10～13】

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは 2016 年 12 月にウェブとファクスで実施。回答数は 42）

Q. 普段のご指導の中で、「中高連携」の
　　必要性を感じられることはありますか。

よくある

57.1%
時々ある
35.7%

全くない2.4%

中高連携に対する高校教師の意識

よくある・時々ある理由

◎小中、中高、高大の接続が、今後の教
育改革の鍵であると感じるため。

（東京都）

◎生徒は、中学校までにアクティブ・ラ
ーニングの視点による主体的・対話的
で深い学びを経験して高校に入学してく
るが、高校では授業がなかなか変わって
いかない現状がある。　　 　 （福島県）

◎企業の各部署が連携して常識を超え
るようなことを生み出し、競争力を維持
しているのと同じように、中高が連携し、
学習・スポーツ・文化などの活動を展
開する利点は多いと考える。　 （徳島県）

あまりない・全くない理由

◎何をどうすれば連携できるのか、全く
分からない。　　　　　　　　（青森県）

◎義務教育である中学校の教員と高校
の教員では、教育に対する価値観が全
く異なり、そのベクトルの方向を一致さ
せることは難しいと思う。　　（静岡県）

◎本校に入学予定の生徒に対してのみ、
本校の教育と連続する内容で指導でき
れば、中学校、高校、そして生徒も得
るところが大きいと思うが、様々な生徒
が同じ教室で授業を受けなければなら
ない今の中学校にそれを望むのは無理
だと考えている。　　　　　　（茨城県）

中高と地域が連携し、生徒がこれからの時代を生きる力を豊かに育む

茨城県立
古河第三高校　校長　

福島克郎

古河市立
総和北中学校　校長　

森田泰司

保護者

古河市立
総和北中学校
ＰＴＡ会長　

篠崎克佳

古河市ＰＴＡ連絡協議会
前会長　

鶴見尚司

あまりない4.8%
かつ お

たか じ
かつ よし

う と
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◎変化の激しい社会を生きる上で必要な力を育成するため、幼小、小中、中高、高大の学びの連携がこれまで
以上に重要になってきている。
◎学校段階を超えた連携・接続について、小学校、中学校、高校のいずれにおいても、大半の教師は「うまくいっ
ており、課題はない」と現状を評価している。
◎しかし、連携の取り組み内容を詳しく見ていくと、中学生が高校を見学する機会を設けたり、中学生に関する
情報を高校に共有したりする取り組みは比較的多く行われている一方、教師がお互いの授業を見学したり、合
同研修を行ったりするなどの、指導内容にまで踏み込んだ取り組みができているところは少ない。
◎そうした現状の背景として、中高での指導観の違いや、その違いを認め合い、ともに考える姿勢の不足が連
携の壁となっている。

特

　
集

2
0
1
6
年
末
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
公
表
さ
れ
た
次
期
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
答
申
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

各
学
校
段
階
で
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
く
べ
き
力
を
相
互
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
校
現
場
で
は
、「
中
高
連
携
」
の
必
要
性
を
感
じ
つ
つ
も
、
ま
だ
十
分
な
連
携
が
で
き
て
い
る
と
は

言
え
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
の
か
。

今
号
は
、「
中
高
連
携
」
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

中
学
校
と
高
校
で
の
学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
よ
り
深
め
て
い
く
た
め
の
「
中
高
連
携
」
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

学
び
と
指
導
の

連
続
性
を
深
め
る

　

中
高
連
携

本号のテーマ

「中高連携」の現状と課題を踏まえて、その進め方と価値、
これからの「中高連携」のあり方を考える

中高連携の現状と課題
現状把握【P.4～5】

中高連携の概要
◎県全体の学力向上を牽引すべく、松江市の公立普通科高校３校と市内の全中学校が、研修会を年１回開催。
◎学力や学習状況、教育環境の変化など、幅広い視点での情報共有を進めるとともに、テーマを設けた意
見交換等も行う中で、双方の指導に関する課題や思いへの理解が深まり、ともに解決策を考えていける関
係が構築されている。
◎今後は、若い世代に引き継ぎ、継続・発展させていくことが課題。
連携のポイントと、そこから生まれている価値
◎互いの指導の成果やよい点を尊重しながら、情報共有を進めることが重要。その中で、中高で共通の課題
や目標が明確になり、県や市全体として抱えている教育課題の解決につなげることができる。

「中高連携」の進め方と価値を考える

実践事例1

島根県立松江北高校
同松江南高校
同松江東高校
松江市全中学校
【P.6～9】

これからの「中高連携」のあり方を考える

これからの
「中高連携」のあり方を

語る
【P.14～17】

中高連携の概要
◎少子化が進み、学区再編に伴い市街地への生徒流出が懸念される中、地域の拠点校としての求心力を高
めるべく、中高一貫教育校となった。
◎高校籍の教師が中学校で授業を行ったり参観したりすることで、中学校と高校の指導の違いを実感し、中
学校での学びの実態を踏まえた指導改善に結びつけている。
連携のポイントと、そこから生まれている価値
◎互いの指導を実体験することが重要。その中で、目の前の生徒に関する課題の背景や理由が明確になると
ともに、中学校での指導の流れをくんだ高校での指導を実践することにつながり、６年間を通して、生徒
の力を最大限に伸ばしていくことができる。

実践事例2

中学校、高校
校長

熊本県立
宇土中学校・高校
【P.10～13】

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは 2016 年 12 月にウェブとファクスで実施。回答数は 42）

Q. 普段のご指導の中で、「中高連携」の
　　必要性を感じられることはありますか。

よくある

57.1%
時々ある
35.7%

全くない2.4%

中高連携に対する高校教師の意識

よくある・時々ある理由

◎小中、中高、高大の接続が、今後の教
育改革の鍵であると感じるため。

（東京都）

◎生徒は、中学校までにアクティブ・ラ
ーニングの視点による主体的・対話的
で深い学びを経験して高校に入学してく
るが、高校では授業がなかなか変わって
いかない現状がある。　　 　 （福島県）

◎企業の各部署が連携して常識を超え
るようなことを生み出し、競争力を維持
しているのと同じように、中高が連携し、
学習・スポーツ・文化などの活動を展
開する利点は多いと考える。　 （徳島県）

あまりない・全くない理由

◎何をどうすれば連携できるのか、全く
分からない。　　　　　　　　（青森県）

◎義務教育である中学校の教員と高校
の教員では、教育に対する価値観が全
く異なり、そのベクトルの方向を一致さ
せることは難しいと思う。　　（静岡県）

◎本校に入学予定の生徒に対してのみ、
本校の教育と連続する内容で指導でき
れば、中学校、高校、そして生徒も得
るところが大きいと思うが、様々な生徒
が同じ教室で授業を受けなければなら
ない今の中学校にそれを望むのは無理
だと考えている。　　　　　　（茨城県）

中高と地域が連携し、生徒がこれからの時代を生きる力を豊かに育む

茨城県立
古河第三高校　校長　

福島克郎

古河市立
総和北中学校　校長　

森田泰司

保護者

古河市立
総和北中学校
ＰＴＡ会長　

篠崎克佳

古河市ＰＴＡ連絡協議会
前会長　

鶴見尚司

あまりない4.8%
かつ お

たか じ
かつ よし

う と

茨城県立
古河第三高校

福島克郎
校長

古河市ＰＴＡ連絡協議会
前会長

中高と地域が連携し、生徒がこれからの時代を生きる力を豊かに育む

古河市立
総和北中学校

森田泰司

古河市立
総和北中学校
ＰＴＡ会長

篠崎克佳

古河市立
総和北中学校 前会長

鶴見尚司

古河市ＰＴＡ連絡協議会
前会長
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変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
る
上
で
必

要
な
力
を
育
成
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
学

校
段
階
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

導
入
な
ど
の
教
育
改
革
が
進
む
中
、
幼
小
、

小
中
、
中
高
、
高
大
の
学
び
の
連
携
・
接

続
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
高
校
現
場
の
教
師
も
、
学
校
段

階
ご
と
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
学
び
の
連
続

性
の
確
保
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
持
っ
て

い
る
よ
う
だ
。（
Ｐ
．２
）

　
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
が
各
学
校

段
階
の
教
師
に
、
下
の
学
校
段
階
と
の
連

携
・
接
続
の
状
況
（
高
校
の
場
合
で
あ
れ

ば
中
学
校
と
の
連
携
・
接
続
）
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、
大
半
の
教
師
が
「
と
て

も
う
ま
く
い
っ
て
お
り
、
課
題
は
な
い
」

「
ま
あ
う
ま
く
い
っ
て
お
り
、
課
題
は
少

な
い
」と
現
状
を
評
価
し
て
い
る（
図
１
）。

し
か
し
、「
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
お
ら

ず
、
課
題
が
あ
る
」
と
い
う
評
価
も
学
校

段
階
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
る

こ
と
や
、
中
学
校
教
師
が
高
校
と
の
交
流

に
関
し
て
「
盛
ん
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い

る
割
合
は
低
い
（
図
２
）
と
い
う
こ
と
か

ら
、
中
高
連
携
に
お
い
て
何
ら
か
の
課
題

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
の
読
者
の
声
や

ほ
か
の
調
査
デ
ー
タ
を
見
て
い
く
中
で
、

そ
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
た
。

　
図
３
を
見
る
と
、
中
学
生
の
高
校
見
学

や
中
学
校
か
ら
の
生
徒
情
報
の
共
有
は
比

較
的
多
く
の
中
学
校
・
高
校
間
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
互
い
の
指
導
内
容
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
は
ま
だ
少
な
い
よ
う
だ
。特
に
、高
校
教

師
が
中
学
校
の
授
業
に
乗
り
入
れ
た
り
、

授
業
を
見
学
し
た
り
す
る
機
会
は
多
く
は

な
い
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
課
題
を
感

じ
て
い
る
声
も
あ
る
。（
以
下
、太
字
は『
Ｖ

Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
読
者
モ
ニ
タ
ー
の
声
）

●
高
校
教
師
は
、
高
校
以
外
の
教
育
の

実
態
に
つ
い
て
知
ら
な
い
の
が
現
状
。
教

科
指
導
に
注
目
し
て
も
、
絶
対
評
価
が
ど

の
よ
う
な
影
響
を
生
徒
に
与
え
て
い
る
の

か
、
発
展
内
容
に
つ
い
て
の
扱
い
は
ど
の

程
度
行
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
答
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
。  （
広
島
県
・
公
立
）

●
高
校
の
教
師
は
、
学
習
面
を
中
心
に
、

現

状

把

握

中
高
連
携
の
現
状
と

真
に
求
め
ら
れ
る
か
た
ち

生
徒
の
学
び
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の
中
高
連
携
の
必
要
性
が
今
、注
目
さ
れ
て
い
る
。

中
高
連
携
の
目
的
、難
し
さ
、そ
し
て
求
め
ら
れ
る
か
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、調
査
デ
ー
タ
と
読
者
の
声
か
ら
考
え
る
。

図１ 下の学校段階との接続・連携の状況について（2016年）

中学校
（725）

小学校
（637）

高校
（公立）
（1,110）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

■とてもうまくいっており、課題はない　■まあうまくいっており、課題は少ない
■あまりうまくいっておらず、課題がある　■まったくうまくいっておらず、課題が多い
■やっていない・わからない　■無答・不明（％）

6.8 74.8 15.4

11.179.06.4

1.5

0.1

4.7 67.2 22.1

1.4

1.1
0.6 1.7

0.7 3.8

1.5

※それぞれ下の学校段階との連携（高校の場合は中学校との連携）に関する評価を表す

学
び
の
連
続
性
が

一
層
求
め
ら
れ
る
時
代
に

連
携
が
進
む
一
方
で

そ
の
中
身
に
課
題
が

出典／ベネッセ教育総合研究所「第６回学習指導基本調査」（2016 年）
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特
集
　
　
学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

中
学
校
で
ど
の
よ
う
な
内
容
を
ど
の
程
度

学
ん
で
い
る
の
か
を
、
も
っ
と
知
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　（埼
玉
県
・
公
立
）

●
中
高
間
で
の
学
習
の
積
み
上
げ
、
体
系

化
が
難
し
い
。

　
　
　
　（愛
知
県
・
公
立
）

●
中
学
校
で
の
学
び
の
実
態
に
つ
い
て
よ

く
知
ら
な
い
。

　
　
　（神
奈
川
県
・
公
立
）

　
指
導
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
連
携
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
中
高
が
連

携
し
て
教
科
指
導
な
ど
に
つ
い
て
学
び
合

う
た
め
の
時
間
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
中
学
校
と
の
指
導
観
の
違

い
や
、
そ
の
違
い
を
認
め
合
い
、
と
も
に

考
え
る
姿
勢
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
挙
げ
る
高
校
教
師
も
少
な
く
な
い
。

●
中
高
連
携
の
研
修
会
を
行
う
が
、「
指

導
方
法
」
に
つ
い
て
議
論
が
か
み
合
わ
な

い
。「
指
導
内
容
」
を
話
し
合
う
場
合
も
、

高
校
側
は
「
中
学
校
段
階
で
こ
こ
ま
で
は

定
着
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
学
力
不

足
の
原
因
を
中
学
校
で
の
指
導
に
探
し
が

ち
だ
。
た
だ
、
そ
れ
は
大
学
と
の
関
係
で

高
校
が
置
か
れ
る
立
場
と
同
じ
だ
。
生
徒

の
た
め
に
な
る
中
高
連
携
の
あ
り
方
を
模

索
し
た
い
と
い
う
の
が
本
心
だ
。

（
鹿
児
島
県
・
公
立
）

●
中
学
校
と
高
校
は
別
世
界
と
言
っ
て
も

よ
い
。
そ
れ
で
も
中
学
校
と
高
校
が
違
い

を
認
め
合
い
、
よ
い
部
分
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
校
の
指
導
の
質
は

上
が
っ
て
い
く
と
思
う
。（
岡
山
県
・
公
立
）

　
ま
ず
は
、
中
高
の
違
い
を
認
識
し
、
認

め
合
う
こ
と
か
ら
、
中
高
連
携
は
始
ま
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
違
い
の

壁
を
乗
り
越
え
、
と
も
に
生
徒
を
育
て
て

い
く
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
価
値
は
大
き
い

は
ず
だ
。

●
学
力
と
生
徒
指
導
に
関
し
て
ス
ム
ー
ズ

な
連
携
が
行
わ
れ
、
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
意
識
が
醸
成
で
き
る
こ
と
に
大
き
な

価
値
が
あ
る
。

　
　
　
　（北
海
道
・
公
立
）

●
生
徒
が
１
人
の
人
間
と
し
て
成
長
す
る

た
め
に
、
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
連
続
性
の

あ
る
指
導
が
必
要
だ
。

　（広
島
県
・
公
立
）

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
試
行
錯
誤
を
経
な

が
ら
も
、
学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め

る
中
高
連
携
の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い

る
事
例
を
紹
介
す
る
。

図３ 高校における中学校との連携・接続状況
（2016年）

図２ 中学校の学校段階を超えた連携・接続状況
（2016年）

様
々
な
違
い
の
壁
を
乗
り
越
え

６
年
間
の
学
び
を
つ
な
ぐ

小学校との交流がさかんである

高校との交流がさかんである

地域との交流がさかんである

PTA 活動がさかんである

0 20 40 6010 30 50 70 80
（％）

■とてもあてはまる　■まああてはまる

24.1 53.2

22.5

83.8

79.6

3.9 18.6

27.7 56.1

19.2 60.4

0 20 40 60 80
（％）

入学後の接続のための
プログラム（初期指導）
中学校の教員との
交流・情報交換

中学校の授業の見学

中学校の教員による
高校の授業見学
中学校での
乗り入れ授業
中学校の教員との
合同研修
中学生と高校生の
交流の機会を設ける
中学生の高校見学の
機会を設ける
新入生の生活や学習状況、
意識などの実態把握調査
中学校からの生徒に
関する情報提供

カリキュラムの連携

その他

25.9

55.5
77.3

30.4

46.8

12.5

11.0

37.5

82.5

52.2

67.6

2.2

3.1

出典／ベネッセ教育総合研究所「第６回学習指導基本調査」（2016年）

出典／ベネッセ教育総合研究所「第６回学習指導基本調査」（2016年）
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島
根
県
松
江
市
で
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
毎
年
６
月
、
島
根
県
立
松
江
北
高
校
、

同
松
江
南
高
校
、
同
松
江
東
高
校
の
普
通

科
を
持
つ
３
校
（
以
下
、３
校
）
と
、公
立
・

私
立
の
全
中
学
校
が
一
堂
に
会
し
て
、「
松

江
市
内
中
高
教
科
・
進
路
指
導
研
修
会
」（
以

下
、
研
修
会
。
松
江
市
内
三
校
教
科
・
進

路
指
導
協
議
会
が
主
催
）
を
実
施
し
て
い

る
。
３
校
で
行
わ
れ
た
ベ
ネ
ッ
セ
の
進
研

模
試
や
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
を

基
に
、
３
校
に
進
学
し
た
生
徒
の
現
状
や

課
題
を
中
学
校
側
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
中
学
校
の
取
り
組
み
を
高
校
側
が

把
握
す
る
こ
と
で
、
中
・
高
の
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
を
目
指
し
て
い
る
。

　
研
修
会
を
提
案
し
た
の
は
、
当
時
松
江

東
高
校
の
進
路
指
導
部
長
を
務
め
て
い
た

永
瀬
嘉
之
松
江
東
高
校
校
長
だ
。
松
江
市

で
は
、
以
前
か
ら
中
高
連
絡
会
が
開
か
れ

て
い
た
が
、
そ
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
た
の

は
高
校
入
試
や
高
校
１
年
生
の
生
徒
指
導

に
関
す
る
情
報
が
主
で
あ
り
、
学
力
や
学

習
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
あ
る
年
の

会
で
永
瀬
校
長
が
自
校
の
模
試
の
結
果
を

示
し
た
と
こ
ろ
、
中
学
校
側
か
ら
「
高
校

生
の
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
中
学
校
時
代
の
指
導
が
重
要
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。「
学
校
種
や
学
区
を
超
え
た
情

報
交
換
の
場
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
市
全

体
で
学
力
向
上
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
が
、
３
校

に
よ
る
中
高
連
携
の
取
り
組
み
に
結
実
し

た
。
永
瀬
校
長
は
、
研
修
会
の
ね
ら
い
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
県
全
体
の
学
力
向
上
を
考
え
た
時
、
県

の
中
心
と
な
る
松
江
市
が
課
題
意
識
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
３
校
の
生
徒
の

大
半
が
大
学
進
学
を
希
望
し
て
お
り
、
中

学
校
で
も
、
そ
う
し
た
生
徒
の
将
来
を
見

通
し
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
中
高
連
携
が
す
ぐ
に
指
導
改
善

に
つ
な
が
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

少
な
く
と
も
高
校
生
の
現
状
を
中
高
で
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
認
識
の
下
、
09
年
６
月
、

松
江
南
高
校
を
幹
事
校
と
す
る
「
三
校
会
」

（
松
江
市
内
三
校
教
科
・
進
路
指
導
協
議

会
）
が
発
足
し
、
市
内
全
中
学
校
と
の
連

携
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　
研
修
会
の
参
加
者
は
、
中
学
校
は
管
理

職
ま
た
は
前
年
度
３
学
年
の
担
当
教
師
、

高
校
は
管
理
職
・
進
路
指
導
部
・
１
学
年

実
践
事
例
●

「
松
江
市
内
三
校
教
科・進
路
指
導
協
議
会
」（
島
根
県
立
松
江
北・松
江
南・松
江
東
高
校
）

公
立
普
通
科
３
校
と
市
内
全
中
学
校
が

学
力
向
上
の
課
題
や
教
育
へ
の
思
い
を
共
有

島
根
県
松
江
市
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
、
市
を
代
表
す
る
公
立
普
通
科
高
校
３
校
が
中
心
と
な
り
、

市
内
に
あ
る
公
立
・
私
立
の
全
中
学
校
と
の
中
高
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

模
試
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
学
力
・
学
習
意
識
の
課
題
か
ら
、
大
学
入
試
改
革
に
伴
う
環
境
変
化
ま
で
幅
広
く
情
報
を
共
有
。

中
学
校
と
高
校
間
の
「
壁
」
を
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
連
携
を
深
め
て
き
た
「
三
校
会
」
の
軌
跡
を
追
う
。

生
徒
の
現
状
把
握
・
共
有
を

目
的
と
し
て
「
三
校
会
」
が
発
足

高
校
で
の
模
試
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
を
中
学
校
の
指
導
に
活
用
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　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

せ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

内
容
が
研
修
会
で
共
有
さ
れ
、
中
学
校
は

指
導
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

　
今
で
は
中
学
校
の
管
理
職
も
積
極
的
に

参
加
し
、
前
向
き
な
意
見
交
換
が
さ
れ
て

い
る
が
、
初
期
の
頃
は
一
般
の
教
師
の
み

が
参
加
す
る
中
学
校
も
あ
り
、
研
修
会
の

雰
囲
気
は
重
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
。
県
の

校
長
会
会
長
も
務
め
る
松
江
北
高
校
の
泉

雄
二
郎
校
長
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

　「
中
学
校
の
先
生
方
は
模
試
の
活
用
に

慣
れ
て
お
ら
ず
、
教
育
に
数
字
を
持
ち
込

む
こ
と
へ
の
嫌
悪
感
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
側
と
し
て
は
現
状
を
共
有
し
た
い
だ

け
な
の
で
す
が
、
家
庭
学
習
時
間
の
不
足

や
基
礎
学
力
の
低
下
な
ど
の
話
が
出
る
度

に
、
中
学
校
批
判
と
受
け
止
め
ら
れ
、
反

論
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
」

　
中
学
校
側
が
消
極
的
だ
っ
た
理
由
は
、

普
通
科
高
校
進
学
者
は
全
体
の
３
分
の
１

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
た
め
だ
け
に
集
ま
る
意

義
を
見
い
だ
し
に
く
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

　「
専
門
高
校
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
普
通

科
高
校
と
だ
け
連
携
す
る
の
か
と
い
っ
た

思
い
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

意
識
は
今
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
こ
の
点

を
克
服
す
る
こ
と
が
、
中
高
連
携
の
成
否

を
分
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
泉
校
長
）

　
そ
う
し
た
中
高
の
意
識
の
違
い
も
、
話

題
が
学
力
一
辺
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫

す
る
こ
と
で
、
次
第
に
解
消
し
て
い
っ
た
。

泉
校
長
は
、
中
学
校
の
取
り
組
み
を
尊
重

す
る
大
切
さ
を
指
摘
す
る
。

　「
以
前
は
、
模
試
の
偏
差
値
推
移
を
示

習
慣
の
関
係
（
Ｐ
．８
図
２
）
だ
。
そ
の
結

果
分
析
に
よ
る
と
、
松
江
市
内
の
高
校
１

年
生
に
は
「
学
習
は
そ
こ
そ
こ
す
る
け
れ

ど
も
、
成
績
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
生
徒
」

が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
そ
う
し
た
生
徒
に

は
ま
ず
、
学
習
法
の
改
善
指
導
が
必
要
と

な
る
。
一
方
、「
あ
ま
り
勉
強
は
し
な
い

け
れ
ど
も
、
成
績
は
よ
い
生
徒
」
も
比
較

的
多
く
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
そ
の
後
の

成
績
が
下
が
り
や
す
い
た
め
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
手
を
か
け
て
、
学
力
を
維
持
さ

担
任
。
さ
ら
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、

島
根
県
教
育
委
員
会
の
学
力
向
上
事
業
の

担
当
者
が
加
わ
る
（
Ｐ
．８
図
１
）。

　
研
修
会
の
目
的
は
高
校
１
年
生
の
学
力

や
学
習
状
況
の
把
握
で
あ
る
た
め
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
営
業
担
当
者
も
参
加
し
、
進
研

模
試
や
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
を

基
に
し
た
学
力
や
家
庭
学
習
時
間
、
学
習

意
欲
な
ど
の
現
状
が
報
告
さ
れ
る
。
毎
回

中
学
校
側
が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
分
か
る
学
力
と
学
習

島
根
県
立
松
江
北
高
校

◎
２
０
１
７
年
に
創
立
１
４
１
周
年
を
迎
え
る
。
旧

制
松
江
中
学
校
を
前
身
と
す
る
進
学
校
。
創
立
以
来
、

４
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
が
行
政
・
医
療
・
経
済
・
芸

術
な
ど
幅
広
い
分
野
を
牽
引
し
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪

大
、
鳥
取
大
、
島
根
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
九
州
大
、

島
根
県
立
大
な
ど
に
１
８
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
２
９
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.m

atsuekita.ed.jp

島
根
県
立
松
江
南
高
校

◎
１
９
６
１
年
、
県
立
松
江
高
校
が
南
北
に
分
か
れ
て

創
立
さ
れ
た
。
校
訓
は
「
質
実
剛
健
」「
創
造
進
取
」「
和

敬
共
栄
」。「
文
武
両
道
」
を
校
是
と
し
て
、
部
活
動
に

お
い
て
も
活
発
に
中
高
連
携
を
進
め
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
京
大
、大
阪
大
、鳥
取
大
、

島
根
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
九
州
大
、
鳥
取
環
境

大
な
ど
に
２
０
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西

大
な
ど
に
延
べ
２
３
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://m
atsue-m

inam
i.ed.jp

島
根
県
立
松
江
東
高
校

◎
２
０
１
７
年
度
に
創
立
34
周
年
を
迎
え
る
。
モ
ッ

ト
ー
は
「
師
弟
同
行
」。「
松
江
東
高
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
を
策
定
し
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
を
図
る
。

授
業
・
集
会
・
行
事
前
の
「
黙
想
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
鳥
取
大
、
島
根
大
、

岡
山
大
、
広
島
大
、
山
口
大
、
県
立
広
島
大
な
ど
に

１
０
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な

ど
に
延
べ
２
４
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.m

atsuehigashi.ed.jp

島
根
県
立
松
江
北
高
校
校
長

泉
　雄
二
郎
　い
ず
み
・
ゆ
う
じ
ろ
う

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。「
社
会
貢
献
意
識
と
学
問
へ
の
憧
れ

を
取
り
に
行
く
学
び
に
つ
な
げ
た
い
」

島
根
県
立
松
江
南
高
校
校
長

長
野
　博
　な
が
の
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。「
困
難
か
ら
逃
げ
ず
、
生
徒
に
正
対

し
て
、
多
く
を
語
っ
て
い
き
た
い
」

島
根
県
立
松
江
東
高
校
校
長

永
瀬
嘉
之
　な
が
せ
・
よ
し
ゆ
き

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

「
自
立
し
た
18
歳
に
し
て
卒
業
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、バ
ラ
ンス
感
覚
が
あ
る
指
導
を
」

中
学
校
の
取
り
組
み
を

評
価
し
つ
つ
課
題
も
伝
え
る
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し
て
『
進
学
実
績
が
よ
く
な
い
学
年
は
、

入
学
時
の
学
力
が
低
い
の
で
、
中
学
校
卒

業
時
ま
で
に
学
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ

る
』
と
い
っ
た
論
調
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
で
き
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る

だ
け
で
は
、
中
学
校
側
が
反
発
す
る
の
は

当
然
で
す
。『
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

結
果
を
見
る
と
、
高
校
１
年
生
の
多
く
は

中
学
校
段
階
で
学
習
習
慣
は
身
に
つ
い
て

い
る
。
そ
れ
を
学
力
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
』
と
い
っ
た
よ

う
に
、
中
学
校
の
指
導
の
成
果
や
よ
い
点

を
伝
え
た
上
で
、
課
題
や
解
決
策
を
一
緒

に
考
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
共
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
、
中
高
連
携

の
第
一
歩
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
国
や
県
が
進
め
る
学
力
向
上
に
関
す
る

施
策
も
共
有
す
る
。
15
年
度
の
研
修
会
で

は
、
大
学
入
試
で
の
英
語
の
外
部
検
定
試

験
の
活
用
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
導

入
な
ど
、
大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て
英
語

を
中
心
に
説
明
し
、
そ
れ
に
直
面
す
る
現

中
学
１
・
２
年
生
で
は
英
語
４
技
能
の
指
導

の
強
化
が
重
要
に
な
る
と
中
学
校
側
に
訴

え
た
。松
江
南
高
校
の
長
野
博
校
長
は
、「
中

学
校
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
は
視
野

に
入
れ
て
も
、
大
学
が
個
別
に
行
う
入
試

は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
学

の
個
別
入
試
で
英
語
の
外
部
検
定
試
験
の

活
用
が
進
ん
で
い
る
現
状
な
ど
は
、
中
学

校
の
先
生
方
に
と
っ
て
驚
き
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
手
応
え
を
語
る
。

　
16
年
度
の
研
修
会
で
は
、
県
の
高
校
数

学
研
究
会
の
会
長
も
務
め
る
永
瀬
校
長

が
、算
数
・
数
学
を
テ
ー
マ
に
講
演
。島
根

県
は
算
数
が
好
き
と
い
う
小
学
生
が
全
国

で
最
も
少
な
い
県
と
い
っ
た
調
査
結
果
な

ど
を
伝
え
た
。
そ
こ
に
は
小
中
連
携
も
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
て
い
た
と
、
永
瀬
校
長
は
語
る
。

　「
小
学
校
で
の
つ
ま
ず
き
が
、
中
学
校

で
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
校
に
持
ち
越

さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
講

演
で
は
、
私
が
見
て
き
た
小
学
校
の
実
態

を
語
り
、
小
中
、
中
高
の
連
携
を
、
一
貫

性
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
性
を
伝
え

ま
し
た
。
小
中
高
の
学
び
が
連
続
し
て
こ

そ
、
松
江
市
全
体
の
学
力
の
底
上
げ
が
図

ら
れ
、
３
者
が
W
Ｉ
Ｎ
─

W
Ｉ
Ｎ
の
関
係

に
な
る
こ
と
を
、
皆
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
研
修
会
で
は
意
見
交
換
も
行
う
。
16
年

度
は
、
参
加
者
が
１
グ
ル
ー
プ
７
～
８
人

ず
つ
に
分
か
れ
、「
学
力
向
上
」
を
テ
ー

マ
に
各
校
の
取
り
組
み
や
教
育
へ
の
思
い

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　「
率
直
に
語
り
合
っ
た
こ
と
で
、
中
学

校
の
先
生
方
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
さ
れ

て
い
る
の
か
や
、
抱
え
て
い
る
課
題
、
悩

み
な
ど
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
双
方
の

中
高
が
刺
激
を
与
え
合
う

意
見
交
換

大
学
入
試
改
革
の
動
向
や

小
中
連
携
に
も
言
及 図２ 学力と学習習慣のバランスによる４象限

◎プログラム
❶「松江 3 校の現状の報告」　
　ベネッセコーポレーション営業担当
❷「小学生・中学生の学力の現状と今後求められる学力について」
島根県教育委員会教育指導課学力育成スタッフ上席調整監

❸「算数授業改善ＰＴからみえるもの」
島根県立松江東高校校長　永瀬嘉之

❹グループ別意見交換

◎参加校・人数
島根県教育委員会3人／島根県教育センター２人／島根県立
松江北高校７人／島根県立松江南高校７人／島根県立松江東
高校５人／松江市立女子高校２人／松江市立第一中学校1人
／松江市立第二中学校1人／松江市立第三中学校1人／松江
市立第四中学校1人／松江市立湖南中学校２人／松江市立湖
東中学校1人／松江市立湖北中学校1人／松江市立島根中学
校1人／松江市立美保関中学校1人／松江市立八雲中学校1
人／松江市立玉湯中学校1人／松江市立宍道中学校1人／松
江市立東出雲中学校1人／私立開星中学校３人

＊「松江市内中高教科・進路指導研修会」の資料を基に編集部で作成

図１ 2016年度「松江市内中高教科・進路指導研修会」概要

学
力
の
到
達
度

S1
S2
S3
A1
A2
A3
B1
B2
B3
C1
C2
C3
D1
D2
D3
D3 D2 D1 C3 C2 C1 B3 B2 B1 A3 A2 A1 S3 S2 S1

学習習慣の到達度＊１

＊１　学習習慣の到達度は、「学習状況リサーチ」の質問項目で学力と相関の高い項
目を点数化し、Ｓ１〜Ｄ３に分類した。

＊「松江市内中高教科・進路指導研修会」の資料を基に編集部で作成
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

教
師
に
と
っ
て
満
足
度
が
高
い
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
」（
長
野
校
長
）

　
長
野
校
長
が
い
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
教

科
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
高
校
側
か

ら
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
コ
ツ
が

語
ら
れ
、
中
学
校
の
教
師
を
引
き
つ
け
た

と
い
う
。
ま
た
、
永
瀬
校
長
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
特
別
支
援
を
要
す
る
生
徒
に
対
す

る
中
学
校
の
指
導
の
実
情
が
語
ら
れ
た
。

　「
本
校
に
も
支
援
が
必
要
な
生
徒
が
い

ま
す
が
、
中
学
校
の
生
徒
は
さ
ら
に
多
様

で
す
。
中
学
校
の
先
生
方
の
き
め
細
か
な

指
導
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
学
習
面
だ
け
で
な
く

特
別
支
援
も
含
め
た
情
報
を
共
有
し
、
高

校
が
指
導
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
重
要
だ

と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」（
永
瀬
校
長
）

　
研
修
会
で
築
い
た
中
高
の
関
係
は
、
各

学
区
内
の
連
携
に
発
展
し
て
い
る
。
３
校

と
も
、
中
学
校
の
教
師
が
高
校
の
授
業
を

自
由
に
参
観
で
き
る
公
開
授
業
を
実
施
。

さ
ら
に
、
松
江
南
高
校
で
は
、
夏
季
休
業

期
間
に
３
日
間
、
中
学
３
年
生
を
対
象
と

し
た
補
習
指
導
「
南
高
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
１
日
50
分
×

３
コ
マ
で
、
１
日
目
の
１
限
目
は
社
会
・

数
学
、
２
限
目
は
国
語
・
理
科
と
い
っ
た

時
間
割
を
作
り
、
各
教
科
担
当
を
配
置
。

中
学
生
は
同
校
に
各
自
教
材
を
持
ち
込
ん

で
当
該
教
科
を
自
習
し
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
出
て
き
た
ら
教
師
に
質
問
す
る
。
当

初
は
中
学
校
１
校
と
の
取
り
組
み
だ
っ
た

が
、
中
学
校
側
の
希
望
に
よ
り
、
参
加
校

は
３
校
に
増
え
、
16
年
度
は
３
日
間
で
延

べ
１
４
８
人
が
参
加
し
た
。

　「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
初
め
て
会

う
中
学
生
に
、
そ
の
場
で
つ
ま
ず
き
の
原

因
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
指
導

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
学
生
の

理
解
度
や
学
力
レ
ベ
ル
が
つ
か
め
る
だ
け

で
な
く
、
自
身
の
指
導
力
向
上
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
先
生
方
は
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」（
長
野
校
長
）

　
た
だ
、
ど
の
学
区
に
お
い
て
も
、
中
学

校
側
が
多
忙
な
た
め
、
公
開
授
業
の
参
観

者
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
松
江

東
高
校
で
は
、
ま
ず
は
数
学
・
英
語
で
連

携
を
深
め
よ
う
と
、年
数
回
、英
語
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
う
授
業
に
中
学
校
教
師
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
、ま
た
、高
校

入
学
前
に
取
り
組
む
数
学
の
教
材
を
中
高

共
同
で
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
後

は
国
語
で
も
連
携
を
深
め
、読
解
力
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
、永
瀬
校
長
は
語
る
。

　「『
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）』
の
国
語
で
記
述
式
の
問
題
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
、
逆
算
し
て
小
・

中
学
校
で
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
高
の
教
師
が
共
同

で
中
学
校
の
作
文
指
導
や
定
期
考
査
の
問

題
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
入
学
時

に
始
め
る
学
習
の
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
期

待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
解
力
の
向
上

は
、
数
学
・
理
科
の
学
力
向
上
に
も
波
及

し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
の
１
つ
は
、「
三
校
会
」
を

若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
。

　「
参
加
校
が
１
校
も
抜
け
ず
に
、
研
修

会
を
続
け
て
き
た
こ
と
は
最
大
の
成
果
で

す
。
８
年
間
で
築
い
て
き
た
中
高
連
携
の

活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、

若
い
先
生
方
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
泉
校
長
）

　
学
習
面
だ
け
で
な
く
、
生
徒
指
導
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　「
不
登
校
や
特
別
支
援
へ
の
対
応
は
、

中
高
共
通
の
課
題
で
す
。
保
護
者
も
巻
き

込
ん
で
市
全
体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」（
長
野
校
長
）

　
中
学
校
と
高
校
が
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
が
、
今
後
の
中
高
連
携
の
鍵
に
な
る
と
、

永
瀬
校
長
は
語
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
連
携
を
通
し
て
、
中
高
間

で
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
は
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、『
ど
ん
な

生
徒
を
育
て
た
い
か
』
と
い
っ
た
目
標
や

ゴ
ー
ル
を
中
高
で
共
有
す
る
こ
と
が
連
携

の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

『
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
』
を
目
標
に
据
え
た
場
合
、
そ
の
目
標

達
成
の
た
め
に
は
基
礎
学
力
に
加
え
、
思

考
力
や
問
題
発
見
・
解
決
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、

目
標
を
共
有
す
る
こ
と
で
、そ
れ
に
向
か
っ

て
何
を
す
べ
き
か
、
具
体
策
ま
で
話
し
合

え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ

た
視
点
で
、
今
後
も
中
学
校
と
ま
す
ま
す

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学
校
ご
と
の
中
高
連
携
に
よ
り

教
科
で
の
直
接
交
流
も
始
ま
る

中
高
が
目
標
や
ゴ
ー
ル
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
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旧
制
宇
土
中
学
校
を
前
身
と
す
る
熊
本

県
立
宇
土
高
校
の
敷
地
内
に
、
熊
本
県
立

宇
土
中
学
校
が
開
校
し
、
県
内
初
の
併
設

型
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
が
誕
生
し
た
の

は
２
０
０
９
年
の
こ
と
だ
。
こ
の
年
、
同

県
で
は
公
立
高
校
の
学
区
が
再
編
さ
れ
て

従
来
の
８
学
区
か
ら
県
北
・
県
央
・
県
南

の
３
学
区
と
な
り
、
宇
土
高
校
の
あ
る
宇

土
市
は
、
隣
接
す
る
熊
本
市
と
同
じ
県
央

学
区
に
組
み
込
ま
れ
た
。
少
子
化
に
伴
っ

て
同
校
へ
の
志
願
者
も
徐
々
に
減
り
、
さ

ら
に
成
績
上
位
層
の
中
学
生
が
熊
本
市
の

進
学
校
に
流
出
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
県
の
特
色
あ
る
学
校
・
新
し
い
タ
イ

プ
の
学
校
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
同
校
は
、

地
域
の
拠
点
校
と
し
て
の
求
心
力
を
高
め

る
べ
く
、
中
高
一
貫
教
育
校
と
な
っ
た
。

　
中
学
校
は
１
学
年
２
ク
ラ
ス
、
高
校
は

外
部
進
学
の
４
ク
ラ
ス
が
加
わ
り
計
６
ク

ラ
ス
。
中
進
生
（
内
進
生
）
と
高
進
生
（
外

進
生
）
は
高
校
卒
業
ま
で
別
々
の
ク
ラ
ス

で
学
び
、２
年
次
か
ら
、前
者
は
文
系
コ
ー

ス
と
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ス
、
後
者
は
文
系
・
理
系
・

Ｓ
Ｓ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

　
教
員
組
織
は
中
学
校
籍
・
高
校
籍
に
分

か
れ
て
お
り
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
教

育
の
連
続
性
を
持
た
せ
る
よ
う
、
異
動
を

進
め
て
い
る
。

　
中
高
連
携
の
柱
の
１
つ
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
高
校
籍
の
教
師
が
中
学

校
の
授
業
も
行
う
乗
り
入
れ
授
業
だ
。
中

学
校
の
全
教
科
で
、
高
校
教
師
が
授
業
の

一
部
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
乗
り
入
れ
授

業
の
主
な
ね
ら
い
は
、
高
校
教
師
が
、
中

学
校
の
指
導
内
容
や
生
徒
の
学
習
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
中
高
の
授
業
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　
例
え
ば
英
語
で
は
、
習
熟
度
別
に
３
ク

ラ
ス
で
展
開
し
て
い
る
中
学
２
・
３
年
生

の
授
業
に
高
校
教
師
も
入
る
。
ま
た
、
体

育
で
は
、
毎
時
間
、
中
学
校
の
す
べ
て
の

授
業
を
中
学
校
籍
と
高
校
籍
の
教
師
が

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
以
下
、
Ｔ
Ｔ
）

で
行
う
。
乗
り
入
れ
授
業
の
意
義
に
つ
い

て
、
長
く
県
立
高
校
で
指
導
し
、
同
校
で

は
中
学
校
の
進
路
指
導
主
事
を
務
め
る
橋

本
慎
二
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
乗
り
入
れ
授
業
を
行
う
と
、
中
学
校

で
の
指
導
内
容
が
分
か
る
だ
け
で
な
く
、

高
校
教
師
と
し
て
中
学
生
に
教
え
て
お
き

た
い
と
思
う
こ
と
を
指
導
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
教
科
ご
と
に
行
う
授
業

研
究
会
な
ど
で
は
、
中
学
校
教
師
も
高
校

教
師
か
ら
よ
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」

実
践
事
例
●

熊
本
県
立
宇う

土と

中
学
校
・
高
校

中
高
連
携
で
、学
び
に
連
続
性
を
持
た
せ

中
高
の
指
導
改
善
に
つ
な
げ
る

熊
本
県
の
公
立
高
校
の
学
区
再
編
に
伴
い
、
県
央
の
拠
点
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校
。

高
校
教
師
に
よ
る
中
学
校
で
の
乗
り
入
れ
授
業
や
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
中
高
６
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
る
「
宇
土
未
来
探
究
講
座
」
な
ど
、

中
高
が
連
携
し
て
生
徒
の
学
び
に
連
続
性
を
持
た
せ
、
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

学
区
再
編
の
影
響
に
よ
る

成
績
上
位
層
の
流
出
が
課
題

2

中
学
校
の
授
業
か
ら
受
け
た

驚
き
が
、
Ａ
Ｌ
導
入
の
契
機
に
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

校
の
授
業
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
、
高
校

で
理
科
が
苦
手
と
な
る
生
徒
が
増
え
る
理

由
を
実
感
し
ま
し
た
。
中
進
生
が
ス
ム
ー

ズ
に
高
校
の
理
科
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

中
学
校
で
の
授
業
を
踏
ま
え
て
、
高
校
の

授
業
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
同
校
に
赴
任
し
て
以
来
、
後
藤
先
生
の

授
業
で
は
、
実
験
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た

り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
ペ
ア
ワ
ー

ク
を
さ
せ
た
り
す
る
機
会
を
増
や
す
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　
英
語
科
の
吉
永
晃こ

う

紀き

先
生
も
、
中
学
校

の
授
業
に
影
響
を
受
け
て
、
自
身
の
授
業

を
変
え
た
。

　「
本
校
に
赴
任
し
て
、
講
義
中
心
の
授

業
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
生
徒
が
活
動

す
る
授
業
に
変
え
ま
し
た
。
中
学
校
の
授

業
を
実
際
に
見
る
機
会
が
な
け
れ
ば
、
自

分
の
授
業
を
変
え
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
」（
吉
永
先
生
）

　
学
習
内
容
や
授
業
方
法
だ
け
で
な
く
、

生
徒
と
教
師
の
人
間
関
係
を
築
く
上
で

も
、
高
校
教
師
が
中
学
校
で
授
業
を
行
う

意
義
は
あ
る
と
、
吉
永
先
生
は
語
る
。

　「
中
学
生
が
高
校
入
学
前
に
高
校
の
教

師
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ
と
で
、

入
学
直
後
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
を
進
め

ら
れ
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
中
高
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」

　
中
高
が
教
育
活
動
を
連
続
さ
せ
る
よ
さ

を
教
師
が
最
も
実
感
し
て
い
る
の
が
、
６

年
間
を
通
し
た
科
学
的
探
究
活
動
を
行
う

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
宇
土
未
来
探
究
講

座
」
だ
（
Ｐ
．12
図
）。

　
中
学
校
３
年
間
の
「
宇
土
未
来
探
究
講

座
」
で
は
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
目
標

に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と

し
た
「
野
外
活
動
」「
地
域
学
」「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
行
う
。
著
名
な
棋
士
を
招
き

論
理
的
思
考
力
や
大
局
観
を
養
う
「
囲
碁

教
室
」（
中
学
１
〜
３
年
生
）、
他
者
と
の

か
か
わ
り
や
自
然
の
中
で
生
活
の
基
礎
を

学
ぶ
「
御
所
浦
わ
く
わ
く
島
体
験
」（
中

学
１
年
生
）
や
「
阿
蘇
自
己
再
発
見
キ
ャ

ン
プ
」（
中
学
２
年
生
）、
水
と
米
と
つ
り

の
先
生
と
共
同
で
授
業
を
行
う
中
で
、
中

学
校
と
高
校
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
実
感

し
ま
し
た
」
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
主
任
の
後

藤
裕ゆ

う

市い
ち

先
生
は
語
る
。

　「
中
学
校
と
高
校
の
指
導
で
は
、
授
業
の

つ
く
り
方
や
50
分
間
の
使
い
方
な
ど
様
々

な
面
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校

１
年
生
に
は
伝
わ
る
説
明
の
仕
方
で
も
、

中
学
３
年
生
に
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
教
え
方
の
面
で
も
違
っ
た
工
夫
が
必

要
で
す
。
特
に
驚
い
た
の
は
、
中
学
校
で

は
実
験
や
活
動
の
比
重
が
非
常
に
大
き
い

こ
と
で
す
。
高
校
で
は
講
義
型
の
授
業
が

中
心
と
な
る
た
め
、
高
校
進
学
後
に
中
学

　
理
科
で
は
、
13
年
度
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定

を
機
に
、
中
高
の
学
習
内
容
の
融
合
を
強

化
し
て
い
る
。
学
校
設
定
科
目
で
設
け
た

「
未
来
科
学
」
の
授
業
は
、
中
高
の
教
師

が
共
同
で
作
成
し
た
シ
ラ
バ
ス
で
授
業
を

進
め
、
高
校
教
師
が
中
学
校
の
授
業
に
Ｔ

Ｔ
と
し
て
入
る
こ
と
も
多
い
。「
中
学
校

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

◎
２
０
０
９
年
に
中
学
校
を
開
校
し
、
県
内
初
の
併

設
型
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
と
な
る
。
11
年
に
文
部

科
学
省
「
中
高
生
の
科
学
部
活
動
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

13
年
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立
　
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、筑
波
大
、東
京
大
、名
古
屋
大
、広
島
大
、

九
州
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島
大
、
熊
本
県
立
大
な
ど

に
83
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際

基
督
教
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
、

西
南
学
院
大
な
ど
に
延
べ
２
７
２
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://sa
ku

ra1
.higo.ed

.jp/sh
/

utohs/

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

内
田
晴
龍

　う
ち
だ
・
せ
い
り
ょ
う

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年

目
。中
学
部
主
任
。中
学
校
２
学
年
主
任
。

中
学
生
徒
指
導
主
事
。

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

吉
永
晃
紀
　よ
し
な
が
・
こ
う
き

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

研
究
開
発
部
。
Ｇ
Ｐ
Ｌ
研
究
主
任
。「T

he 
w

orld is w
hat you think it is.

」

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

後
藤
裕
市

　ご
と
う
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

研
究
開
発
部
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
主
任
。「
縁
を

結
び
、
新
し
い
関
係
を
創
り
出
す
教
育
を
」

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

橋
本
慎
二
　は
し
も
と
・
し
ん
じ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

中
学
部
副
主
任
。
中
学
校
１
学
年
主
任
。

中
学
進
路
指
導
主
事
。

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

髙
木
和
彦

　た
か
き
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
進
路
指
導
主
事
。「
生
徒
と
と
も
に
、

創
造
性
豊
か
に
志
高
く
切
磋
琢
磨
す
る
」

体
験
型
の「
宇
土
未
来
探
究
講
座
」で

主
体
性
や
探
究
力
を
養
う
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竿
だ
け
を
持
っ
て
無
人
島
で
自
給
自
足
生

活
を
行
う
「
無
人
島
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
体

験
」（
中
学
３
年
生
）
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

で
多
様
な
活
動
を
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」（
年
間
70
時
間
）
で
行
っ
て
い
る
。

　「『
宇
土
未
来
探
究
講
座
』
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
る
時
、
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る

の
は
『
い
か
に
生
徒
を
悩
ま
せ
る
か
』
と

い
う
こ
と
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社

会
で
生
き
る
力
の
育
成
を
主
目
的
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
培
わ
れ
る
、
困
難
を

乗
り
越
え
る
粘
り
強
さ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
は
、
高
校
生
活
だ
け
で
な
く
、
大
学
入

試
や
大
学
生
活
で
も
必
ず
役
に
立
つ
と
信

じ
て
い
ま
す
」（
橋
本
先
生
）

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
う
前
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
学
習
を
行
い
、
事

後
の
報
告
会
や
発
表
会
も
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
や
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
び
、
体
験
を
言

語
化
す
る
こ
と
で
表
現
力
を
身
に
つ
け
る

機
会
が
豊
富
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
中
学
３
年
生
の
12
月
か
ら
は
、
３
年

間
の
集
大
成
と
し
て
「
卒
業
論
文
」
に
取

り
組
む
。
各
自
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
情
報

収
集
を
行
い
、
担
当
教
師
と
相
談
し
な
が

ら
論
文
を
作
成
し
、
３
学
期
に
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

テ
ー
マ
設
定
、
情
報

収
集
、
論
文
作
成
と

い
う
、
高
校
で
も
行

う
課
題
研
究
の
流
れ

を
経
験
す
る
。

　
こ
う
し
た
中
学
校

で
の
学
習
を
受
け
て
、

高
校
の
「
宇
土
未
来

探
究
講
座
」
で
は
、

さ
ら
に
高
度
な
内
容

で
、
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
課
題
研
究
に
取
り

組
む
。
１
年
次
に
プ

レ
課
題
研
究
、
２
・
３

年
次
に
本
格
的
な
研

究
を
行
い
、
海
外
研

修
や
各
種
学
会
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場

な
ど
を
目
指
す
。
進
路
指
導
主
事
の
髙た

か

木き

和
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
中
学
校
の
卒
業
論
文
で
追
究
し
た

テ
ー
マ
を
高
校
の
課
題
研
究
で
も
取
り

上
げ
て
学
び
を
深
め
て
い
く
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
学
び
の
継
続
性
が
持
て
る

の
も
、
中
高
連
携
の
よ
さ
だ
と
思
い
ま
す
」

　「
無
人
島
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
体
験
」
で

は
、
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
に
高
校
１
年
生

が
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
１
人
ず
つ
入
る
。

事
前
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
修
を
受
け

た
高
校
１
年
生
は
、
現
地
で
も
野
外
活
動

の
専
門
家
か
ら
指
示
の
出
し
方
な
ど
を
学

び
つ
つ
、
中
学
生
を
リ
ー
ド
す
る
。
実
施

後
、「
指
導
者
側
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
、
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
力
を
高
め
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
時
代
に
多
様
な
活
動
を
経
験
さ

せ
る
指
導
を
引
き
継
ぎ
、
高
校
で
は
自
ら

関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
、
よ
り

深
い
学
び
を
追
究
さ
せ
て
い
く
指
導
に
つ

な
げ
て
い
る
と
、
吉
永
先
生
は
語
る
。

　「『
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』

（
＊
１
）
な
ど
、
国
際
交
流
関
係
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
と
、
真
っ
先
に
応
募

し
て
く
る
の
は
中
進
生
で
す
。
多
様
な
体

験
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、
新
し
い

取
り
組
み
に
も
抵
抗
な
く
飛
び
込
ん
で
い

け
る
の
で
し
ょ
う
。
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

実験ノート活用方法、先行研究調査方法、
中間発表、ポスターセッション

学問・分野別進路研究、出前講義、
学問・分野別探究活動（グループ研究）

御所浦わくわく島体験、
菊池のんびり農村

生活体験

地域学 キャリア教育野外活動

宇土未来探究講座Ⅰ　1年生

宇土未来探究講座Ⅱ　2年生

宇土未来探究講座Ⅲ　3年生

宇土中学校

市町村立中学校からの高進生

地域の自然探訪、
白山登山

職業講話

2泊3日阿蘇自己再発見
キャンプ

地域の探訪、
観光ガイド作成

職業講話、
インターンシップ

２泊3日無人島
サバイバル生活体験

熊本から世界を
English Camp

進路研究、職業講話、
パネルディスカッション

宇土高校

宇土未来探究講座Ⅳ　1年生

ロジックプログラム 大学・職業・学問探究、中学時成果発表会、探究方法の手法、科学
史講座、出前講義

プレ課題研究 新規研究（グループ）、継続研究（グループ）、個人研究（個人）から選択して
取り組む

未来体験学習　先端企業訪問・関東研修

ロジックリサーチ・ポスターセッション　個人研究内容のレポート作成、ポスターセッション

課題研究論文作成、研究成果発表会 小論文作成、表現活動、
学部・学科別進路研究

課題研究（ＳＳコース） 宇土未来探究講座

課題研究（ＳＳコース） 宇土未来探究講座

宇土未来探究講座Ⅴ　２年生選択

宇土未来探究講座Ⅵ　３年生選択

＊１　正式名称は、「トビタテ！留学 JAPAN　日本代表プログラム」。2014年にスタートした官民協働で取り組む海外留学支援プロジェクト。高校生を対象とした「高
校生コース」もある。

＊学校資料を基に編集部で作成

中
学
校
で
培
っ
た
力
を
土
台
に

高
校
で
は
内
容
面
を
深
め
る

図 「宇土未来探究講座」６年間のプログラム
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

て
自
分
の
糧
に
し
て
い
く
意
欲
を
育
む
上

で
、『
宇
土
未
来
探
究
講
座
』
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
後
藤
先
生
も
、
生
徒
の
主
体
性
を
重
視

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
　

　「
私
が
実
験
テ
ー
マ
を
示
す
だ
け
で
、

生
徒
は
自
ら
計
画
を
立
て
て
実
験
を
行

い
、
探
究
型
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
で
の
様
々
な
活
動
経
験
か

ら
、
身
近
な
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
力
が
培

わ
れ
て
お
り
、
課
題
研
究
で
の
テ
ー
マ
設

定
も
自
分
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

高
校
の
課
題
研
究
で
は
、
テ
ー
マ
設
定
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
指
導
よ

り
も
、
内
容
を
深
く
掘
り
下
げ
る
指
導
に

十
分
な
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
」

　
こ
の
よ
う
に
、
指
導
の
効
率
化
を
実
現

で
き
る
の
も
、
し
っ
か
り
と
中
学
校
の
取

り
組
み
に
目
を
配
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
高

校
籍
の
教
師
は
、
中
学
校
の
報
告
会
や
発

表
会
に
も
参
加
し
、
生
徒
が
ど
の
よ
う

な
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
い

る
。
中
学
３
年
生
が
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

を
設
定
す
る
際
に
は
、
高
校
籍
の
教
師
も

生
徒
と
面
談
を
し
、
よ
り
専
門
的
な
観
点

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

　「
中
学
生
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

高
校
の
課
題
研
究
に
お
い
て
も
中
学
校
の

成
果
を
踏
ま
え
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
」（
後
藤
先
生
）

　
高
進
生
も
そ
う
し
た
中
進
生
の
姿
に
刺

激
を
受
け
、
自
身
の
課
題
研
究
を
深
め
て

て
い
く
と
い
う
。
異
な
る
背
景
を
持
つ
中

進
生
と
高
進
生
が
切
磋
琢
磨
し
高
め
合
う

雰
囲
気
も
、
探
究
活
動
の
質
の
向
上
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
同
校
の
課
題
の
１
つ
は
、中
学
校
か
ら
ほ

か
の
高
校
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
こ
と
だ
。現
状
で
は
内
進
率
95
％

を
維
持
し
て
い
る
が
、
熊
本
市
内
の
高
校

へ
の
進
学
希
望
者
は
毎
年
一
定
数
い
る
。

　「
難
関
国
公
立
大
学
や
医
学
部
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
進
学
実
績
の
高

い
熊
本
市
内
の
高
校
に
惹
か
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。本
校
と
し
て
は
、生
徒
個
々
へ

の
指
導
を
手
厚
く
し
、
進
学
実
績
を
上
げ

て
い
く
こ
と
で
、
求
心
力
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
髙
木
先
生
）

　
そ
の
た
め
に
、
生
徒
へ
の
日
頃
の
声
か

け
や
面
談
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
ほ
か
の
高
校
へ
の
進
学
者
が
増
え
る

と
、『
中
高
一
貫
の
継
続
し
た
教
育
』
と

い
う
本
校
の
理
念
そ
の
も
の
が
揺
ら
ぐ
た

め
、
ほ
か
の
高
校
へ
の
進
学
を
考
え
て

い
る
生
徒
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

か
ら
面
談
な
ど
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。
本
校
の
理
念
を
語
る
だ
け
で
な
く
、

高
校
進
学
後
に
何
を
し
た
い
の
か
、
そ
れ

は
本
校
で
も
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
、
宇
土
高
校

の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
」（
橋
本
先
生
）

　
部
活
動
に
お
け
る
中
高
連
携
も
、
内
進

率
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
同
校
の

陸
上
部
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
吹
奏
楽
部

な
ど
で
は
、
中
高
の
生
徒
が
合
同
で
部
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
野
球
部
も
中
学
３
年

生
の
引
退
後
か
ら
高
校
の
硬
式
野
球
部
に

加
わ
る
。
中
学
部
主
任
の
内
田
晴せ

い

龍り
よ
う

先
生

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
顧
問
に
代
わ
っ
て
、
高
校
生
が
中
学

生
を
指
導
す
る
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
無
意
識
に
し
て
い
る
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
、
中
学
生
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
言
葉
や
体
で
表
現
す
る
難

し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
、

中
学
生
へ
の
指
導
は
高
校
生
に
と
っ
て
も

得
る
も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
高
校

進
学
後
も
部
活
動
を
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
、
優
し
く
丁
寧
に
中

学
生
に
接
し
て
い
る
こ
と
が
、
我
々
か
ら

見
て
も
分
か
り
ま
す
」

　
も
う
１
つ
の
課
題
は
、
中
高
の
教
師
の

交
流
だ
。
同
校
で
は
中
高
全
体
で
１
つ
の

職
員
室
と
し
、
学
年
ご
と
に
机
を
集
め
た

配
置
と
し
て
い
る
が
、
中
高
の
学
校
文
化

の
違
い
も
あ
り
、
日
常
的
な
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
課
題
だ
と
、
髙
木
先
生
は
言
う
。

　「
数
学
や
理
科
、
英
語
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
連
携
を
深
め
て
お
り
、

そ
の
他
の
教
科
で
も
同
様
に
中
高
の
交
流

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
校
が
さ

ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
人
事
交
流
を

活
発
に
行
い
、
中
高
の
相
乗
効
果
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
人
的
交
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
意
見
交
換
の
場
や
時
間

の
設
定
な
ど
の
工
夫
で
、
中
高
６
年
間
を

通
し
て
『
宇
土
で
育
て
る
』
教
育
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

部
活
動
も
中
高
合
同
で
行
い

学
校
へ
の
求
心
力
を
高
め
る
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森
田
　
昨
年
度
、
茨
城
県
古
河
市
内
の
中

高
連
携
活
動
と
し
て
、
９
つ
の
中
学
校
、

５
つ
の
高
校
、
そ
し
て
１
つ
の
県
立
中
等

教
育
学
校
の
校
長
15
人
で
組
織
す
る
「
古

河
市
内
中
学
校
長
・
高
等
学
校
長
協
議
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
教
育
し
、
地

域
で
育
て
る
「
地
教
地
育
」
を
目
指
す
も

の
で
す
。
従
来
、
地
域
に
お
け
る
中
高
連

携
は
、
中
高
の
教
師
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
警

察
、
民
生
委
員
な
ど
が
加
わ
っ
た
、
生
活

指
導
を
主
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が
中
心

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
協
議
会
で
は
、

生
活
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
力
保
障
や

地
域
活
性
化
な
ど
、
幅
広
い
視
野
で
、
中

高
間
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
島
　
古
河
市
は
東
京
都
や
埼
玉
県
な
ど

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
た
め
、
近
年

は
、
地
元
の
高
校
で
は
な
く
県
外
の
高
校

に
進
学
す
る
生
徒
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
に
対
す
る
危
機
感
が
協
議
会
発
足

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
生
徒
の
県
外
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
ね
ら
い
も

あ
り
ま
す
が
、
現
実
と
し
て
地
元
に
進
学

す
る
子
ど
も
が
減
り
高
校
の
入
試
倍
率
も

低
く
な
る
中
で
、
多
様
化
・
多
層
化
が
進

む
生
徒
た
ち
と
向
き
合
う
た
め
に
は
、
高

校
と
し
て
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
指
導

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

森
田
　
協
議
会
の
活
動
の
中
で
、
私
た

ち
中
学
校
教
師
が
特
に
興
味
深
く
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
、
高
校
の
授
業
参
観
で

す
。
高
校
で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
の
様
子

や
、
私
た
ち
が
送
り
出
し
た
卒
業
生
が
学

習
に
取
り
組
む
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
貴
重
な
機
会
で

こ
れ
か
ら
の

「
中
高
連
携
」
の

あ
り
方
を
語
る

中
高
と
地
域
が
連
携
し
、

生
徒
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
る
力
を
豊
か
に
育
む

社
会
の
変
化
と
と
も
に
教
育
の
あ
り
方
も
変
化
す
る
中
で
、
中
高
連
携
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

中
高
連
絡
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
定
期
的
な
交
流
を
図
る
な
ど
、
中
高
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
む

茨
城
県
古
河
市
の
中
学
校
・
高
校
の
校
長
、
そ
し
て
地
域
の
保
護
者
が
、
中
高
連
携
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

市
内
の
中
高
が

「
地
教
地
育
」
で
連
携

よ
り
よ
い
学
び
の
構
築
を
目
指
し
て

中
高
の
教
師
の
対
話

14 February  2017
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

る
学
校
が
、
同
じ
地
域
の
生
徒
を
育
て
よ

う
と
し
て
い
る
様
子
に
直
に
触
れ
る
こ
と

で
、
と
も
に
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
の
だ
と
い
う
連
帯
感
が
増
し
ま
す
。
ま

た
協
議
会
で
は
、
中
高
の
教
師
が
お
互
い

の
学
校
の
こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り

合
う
機
会
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中

学
校
教
師
と
話
し
て
い
て
、
特
に
高
校
と

の
違
い
を
感
じ
る
の
は
、
生
徒
と
の
距
離

の
近
さ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
生
徒
数
の
違
い

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
と
驚
き

ま
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
中
学
校
で

こ
ん
な
に
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た
生
徒

を
引
き
継
い
で
預
か
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
責
任
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。

森
田
　
中
学
校
教
師
の
側
も
、
高
校
の
様

子
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
思
い
は
こ

れ
ま
で
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

高
校
入
試
が
垣
根
と
な
り
、「
と
も
に
生
徒

を
育
て
る
関
係
」
と
い
う
よ
り
も
「
選
ぶ

側
と
選
ば
れ
る
側
」
と
い
う
意
識
に
な
っ

て
し
ま
い
、
交
流
が
図
り
に
く
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
学
校
の

教
師
の
中
に
も
「
高
校
に
送
り
出
し
た
ら
、

あ
と
は
高
校
に
任
せ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う

意
識
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
協
議
会
と
い
う
制
度
が
で
き
た
こ

と
で
、
連
携
に
向
け
て
背
中
を
押
し
て
も

ら
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
、

協
議
会
が
発
足
し
て
、
中
高
の
管
理
職
が

お
互
い
の
学
校
を
気
軽
に
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
　
生
徒
を
間
に
置
く
こ
と
で
、
中
学

校
と
高
校
が
お
互
い
を
認
め
、
高
め
合
う

ま
す
。

福
島
　
高
校
生
の
様
子
を
見
た
中
学
校

教
師
の
喜
び
を
高
校
教
師
に
も
伝
え
て
も

ら
う
こ
と
は
、
高
校
教
師
の
指
導
の
原
動

力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
の

授
業
参
観
に
は
、
中
学
校
の
教
師
だ
け
で

な
く
、
協
議
会
に
参
加
す
る
ほ
か
の
高
校

の
教
師
も
参
加
し
ま
す
。
実
は
高
校
教
師

に
と
っ
て
も
、
ほ
か
の
高
校
の
授
業
を
見

る
機
会
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

実
情
で
す
。
生
徒
の
志
望
や
学
力
が
異
な

す
。
特
に
、
中
学
校
で
は
活
躍
す
る
場
面

が
少
な
か
っ
た
生
徒
が
、
高
校
で
は
生
き

生
き
と
授
業
に
参
加
し
、
ク
ラ
ス
で
も

リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
姿
を

見
た
時
は
、「
こ
の
高
校
に
送
り
出
し
て

本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
い
う
大
き
な
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
校
の
三

者
面
談
な
ど
で
「
先
輩
が
こ
の
高
校
で
立

派
に
活
躍
し
て
い
る
よ
」
と
生
徒
、
保
護

者
に
話
す
こ
と
に
よ
り
、
進
路
指
導
の
納

得
感
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

2016年 9月に実施された古河市内中学校長・高等学校長協議会で
は、高校を訪問し、英語の習熟度別授業などを見学した。

古
河
市
立
総
和
北
中
学
校

　校
長

森
田
泰
司
　も
り
た
・
や
す
し

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
真
の
意
味
で
の

『
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
』。教
育
は
ま
さ
に『
人
づ
く
り
』

そ
し
て
『
国
づ
く
り
』」。

古
河
市
立
総
和
北
中
学
校
◎
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
創
立
。

校
訓
「
礼
節
・
鍛
練
・
克
己
」
の
も
と
、
歴
史
と
伝
統
を
大
切

に
引
き
継
ぎ
、
地
域
や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
教
育
活
動
を

進
め
る
。
文
部
科
学
省
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
研
究
協
力
校
。

教
育
改
革
が
進
む
中
、

中
高
連
携
は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す

茨
城
県
立
古
河
第
三
高
校

　校
長

福
島
克
郎
　ふ
く
し
ま
・
か
つ
お

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
常
に
生
徒
の
た

め
を
第
一
に
考
え
る
」「
困
難
か
ら
逃
げ
る
と
、
よ
り
大
き
な
困

難
が
追
っ
て
く
る
、
だ
か
ら
逃
げ
な
い
」

茨
城
県
立
古
河
第
三
高
校
◎
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
創
立
。

２
０
１
６
年
度
入
試
で
は
、
国
公
立
大
は
、
茨
城
大
、
埼
玉
大
、

千
葉
大
、九
州
大
な
ど
に
50
人
が
合
格
。私
立
大
は
、青
山
学
院
大
、

法
政
大
、
明
治
大
な
ど
に
延
べ
５
７
４
人
が
合
格
（
現
浪
計
）。
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で
す
。
高
い
専
門
性
を
持
つ
高
校
の
先
生

が
、
Ａ
Ｌ
の
実
践
事
例
や
方
法
論
を
始
め

と
す
る
授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
中
学
校
の

指
導
か
ら
も
得
て
い
た
だ
き
、
専
門
性
を

土
台
に
し
た
、
よ
り
魅
力
的
な
授
業
の
実

現
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
島
　
中
高
連
携
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
多
く
の
観
点
で
取
り
組
め
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
英
語
科

の
教
師
で
し
た
が
、
以
前
は
中
学
校
の
指

導
に
対
し
て
一
方
的
に
疑
問
を
持
つ
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
協
議
会
で
中

学
校
の
教
師
た
ち
と
話
す
中
で
、「
ま
ず

は
、
中
学
校
で
の
指
導
の
実
態
と
そ
の
背

景
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
と
も
に

よ
り
よ
い
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

森
田
　
公
立
高
校
だ
け
で
な
く
、
私
立
高

校
と
の
か
か
わ
り
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

観
点
で
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
本
校
の
３
年
生
対
象
の
進
路
学
習
会

で
は
、
本
校
卒
業
の
公
立
・
私
立
高
校
の

生
徒
を
招
い
て
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
先
輩
た
ち
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、

進
路
実
現
に
向
け
て
の
心
構
え
や
学
習
方

法
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
機
会
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

関
係
へ
、
そ
し
て
地
域
を
と
も
に
盛
り
上

げ
て
い
く
関
係
へ
と
大
き
く
進
化
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

森
田
　
少
な
く
と
も
、
地
元
の
高
校
を
卒

業
す
る
ま
で
は
生
徒
を
見
守
ろ
う
と
い
う

意
識
を
中
学
校
の
教
師
が
持
つ
こ
と
は
、

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。

福
島
　
中
学
校
と
高
校
の
連
携
は
、
近
年

進
む
教
育
改
革
へ
の
対
応
と
い
う
意
味
で

も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
主
体
的
な
学
び
に

必
要
な
学
習
へ
の
動
機
づ
け
と
、
生
徒
の

志
望
を
実
現
す
る
た
め
の
学
力
保
障
を
両

立
さ
せ
る
た
め
に
、
高
校
教
師
が
中
学
校

の
授
業
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
Ａ
Ｌ
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
を

前
に
、
中
高
の
教
師
が
お
互
い
の
よ
い
と

こ
ろ
を
学
び
、
授
業
力
を
高
め
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
高
い
教
育
力
を
誇
る
「
中

高
一
貫
地
域
」
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

森
田
　
古
河
市
は
小
中
学
校
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
高
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
も
役
立
つ
は
ず

│
地
域
の
中
学
校
と
高
校
の
連
携
を
、
地

域
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
２
人
の
保
護
者
に
も
話
を
聞
い

た
。

鶴
見
　
古
河
市
の
「
地
教
地
育
」
と
い
う

考
え
は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
の
人
づ
く

り
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
育
の
領
域
に
存

在
す
る
見
え
な
い
壁
を
乗
り
越
え
よ
う
と

す
る
挑
戦
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
教
師

と
保
護
者
の
間
、
中
学
校
と
高
校
の
間
な

ど
、
教
育
現
場
に
は
い
く
つ
も
の
壁
が
あ

り
ま
す
。
連
絡
協
議
会
で
中
高
間
の
壁
を

取
り
除
く
動
き
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
今

後
は
保
護
者
の
参
加
も
認
め
て
も
ら
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

篠
崎
　
古
河
市
の
よ
う
に
、
都
市
部
へ
の

交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
地
域
に
と
っ
て
は

特
に
、
高
校
進
学
は
そ
の
後
地
元
に
残
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
１
つ
の
局
面
で
す
。

地
域
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
高
校

に
は
も
っ
と
保
護
者
と
子
ど
も
に
対
し
て

学
校
を
開
き
、
教
育
理
念
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
特
徴
、
指
導
の
工
夫
な
ど
を
公
開
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
高
校
か
ら
の
情

報
は
、
そ
の
地
域
の
教
育
力
を
判
断
す
る

上
で
重
要
な
要
素
で
す
か
ら
。

福
島
　
高
校
は
も
っ
と
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
と
直
接
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
実
は
、
中
高
連
絡

協
議
会
の
活
動
を
経
て
、
本
校
の
若
手
教

師
が
地
域
の
Ａ
中
学
校
に
出
向
き
、
保
護

者
や
生
徒
た
ち
の
進
路
学
習
の
講
師
を
務

多
彩
な
連
携
、
か
か
わ
り
で

生
徒
に
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む

と
も
に
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

教
師
と
保
護
者
の
対
話
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

め
ま
し
た
。
す
る
と
、
同
中
学
校
の
３
年

生
に
占
め
る
本
校
へ
の
入
学
者
の
割
合

が
、
16
年
度
は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
（
図

参
照
）。
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
、

中
学
生
や
そ
の
保
護
者
の
目
線
で
伝
え
て

い
く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
中
高
連
携
に

お
い
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

森
田
　
大
学
進
学
や
就
職
な
ど
で
、
地
方

の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を
離
れ
る
の
は
仕

方
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
ま
で
に
地
域
へ
の
愛
着
を
十
分
に
育

ん
だ
上
で
、
外
の
世
界
に
送
り
出
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
ま
で
は
「
地
教

地
育
」
で
地
域
へ
の
愛
着
を
し
っ
か
り
育

む
こ
と
で
、
た
と
え
高
校
卒
業
後
に
地
域

か
ら
離
れ
た
と
し
て
も
、
い
つ
か
地
域
に

戻
り
た
い
、
遠
く
に
い
て
も
地
域
に
貢
献

す
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

鶴
見
　
地
域
へ
の
愛
着
は
、
学
校
と
地
域

が
連
携
し
て
育
む
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

教
師
の
多
忙
さ
が
社
会
的
な
問
題
に
な
る

中
、
学
校
の
先
生
も
よ
き
社
会
人
、
家
庭

人
と
し
て
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
我
々

保
護
者
も
先
生
方
の
努
力
や
苦
労
を
知

り
、
時
に
は
先
生
方
に
代
わ
っ
て
行
政
に

様
々
な
要
望
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
理
想

で
す
。

篠
崎
　
母
校
を
愛
せ
る
生
徒
を
育
て
る

こ
と
は
、
次
の
時
代
に
、
そ
の
学
校
を
支

え
る
保
護
者
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
私
自
身
、
総
和
北
中
学
校
、
古

河
第
三
高
校
の
卒
業
生
で
す
が
、
ど
ち
ら

の
学
校
に
も
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
、
変
わ
ら
ず
よ
い
学
校
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
　
地
方
の
公
立
高
校
で
あ
る
本
校
が

目
指
す
の
は
、
勉
強
や
部
活
動
、
学
校
行

事
、
そ
し
て
と
も
に
学
校
生
活
を
送
る
仲

間
も
大
切
に
で
き
る
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の

あ
る
学
校
」
で
す
。
生
徒
が
多
彩
に
潜
在

能
力
を
発
揮
で
き
る
高
校
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
は
、
中
学
校
や
地
域
、
保
護
者

と
の
多
角
的
な
連
携
を
図
り
、
た
く
さ
ん

の
目
で
生
徒
を
見
守
り
、
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

森
田
　
小
中
連
携
や
高
大
連
携
に
比
べ
る

と
、
中
高
連
携
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
進
ん

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
れ
は
、
中

学
校
と
高
校
の
間
に
連
携
が
必
要
な
い
か

ら
で
は
な
く
、
当
事
者
で
あ
る
我
々
に
そ

う
し
た
視
点
が
欠
け
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
科
学
技
術

が
さ
ら
に
発
達
し
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

に
多
く
の
職
業
が
代
替
さ
れ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
人
々
の
働
き
方
や
求
め
ら

れ
る
力
が
変
化
し
続
け
る
か
ら
こ
そ
、
中

学
校
や
高
校
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

り
、
Ａ
Ｌ
を
推
進
し
た
り
し
て
、
生
徒
に

次
代
を
生
き
る
た
め
の
力
を
養
お
う
と
し

て
い
ま
す
。
社
会
の
変
化
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
る

こ
と
な
く
、
主
体
的
に
未
来
を
切
り
開
く

人
材
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
な
る
中
高
連
携
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

古河第三高校の若手教師が地域のＡ中学校に出向き、進路学習の講師を
務めたところ、同中学校の生徒数は減少する中で、入学者数が増加した。
＊古河第三高校作成資料を基に編集部で作成

図 Ａ中学校の中３生徒数と古河第三高校入学者数の推移
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次
代
を
担
う
生
徒
を
中
高
、

地
域
が
連
携
し
て
育
て
る

古
河
市
立
総
和
北
中
学
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

篠
崎
克
佳
　し
の
ざ
き
・
か
つ
よ
し

古
河
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会 

前
会
長

鶴
見
尚
司
　つ
る
み
・
た
か
じ
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各
行
事
を
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
の
観
点
で
検
討
す
る

12
月
●
学
習
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
具
体
化

　
２
０
１
６
年
秋
か
ら
校
内
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
で
探
究
学

習
・
Ａ
Ｌ
の
検
討
を
続
け
る
龍
谷
大
学
付

属
平
安
中
学
校
・
高
校
。
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
通
し
て
「
授
業
、行
事
を
連
携
さ
せ
て
、

生
徒
自
身
に『
学
び
の
文
脈
』を
描
か
せ
る
」

「
教
師
が
手
を
離
し
て
も
学
び
続
け
る
力
を

育
む
」
な
ど
、
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
の
意
義

や
目
的
を
校
内
で
語
り
合
っ
て
き
た
。
ま

た
、
17
年
度
か
ら
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
を
実

際
に
導
入
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
既

存
の
教
育
活
動
を
生
か
し
な
が
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
方
針
と
し

て
確
認
さ
れ
た
。

　
12
月
に
は
、
各
行
事
・
取
り
組
み
の
内

容
と
目
的
を
改
め
て
整
理
し
、
育
て
た
い

生
徒
像
を
３
年
間
の
成
長
段
階
に
応
じ
て

具
体
化
し
、
さ
ら
に
事
前
・
事
後
指
導
を

含
め
た
各
行
事
の
改
善
の
余
地
を
確
認
し

な
が
ら
、
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
っ
た
。

　
一
つ
ひ
と
つ
の
行
事
の
内
容
や
ね
ら
い

を
確
認
す
る
中
で
、「
こ
の
２
つ
の
行
事
は
、

育
み
た
い
力
が
共
通
し
て
い
る
か
ら
連
続

性
を
持
た
せ
た
い
」「
似
た
行
事
が
２
年
続

け
て
行
わ
れ
る
が
、
育
て
た
い
生
徒
像
を

踏
ま
え
る
と
、
ね
ら
い
は
明
ら
か
に
違
う
」

な
ど
と
、
行
事
に
対
す
る
理
解
が
教
師
の
中

で
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
各

学
年
の
行
事
と
、
育
て
た
い
生
徒
像
を
照

ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
学
年
別
の
指
導

コ
ン
セ
プ
ト
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ゴ
ー
ル
（
育
て
た
い
生
徒
像
）
と
プ
ロ
セ

ス
（
個
々
の
行
事
）
の
関
係
を
図
示
し
な

が
ら
、
同
校
の
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
今
後
「
教
科
学
習
と
の
連
携
」

と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
。

検討の場に参加する教師の顔ぶれは、学年・教科・分掌を横
断するように配慮した。３年間の主な行事が、なぜ現状のよ
うな形で存在するのかを確認した上で、今後どう発展させて
いくべきか語り合った。

追跡リポー
ト

育
て
た
い
生
徒
像
と
個
々
の
行
事
を

往
還
的
に
吟
味
し
、指
導
の
全
体
像
を
描
く

探
究
学
習
及
び
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
開
発
と
と
も
に
、
教
育
活
動
全
般
の
改
善
に
取
り
組
む
龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校
・
高
校
。

今
回
は
12
月
に
行
わ
れ
た
、
育
て
た
い
生
徒
像
の
言
語
化
と
、
そ
れ
と
並
行
し
た
学
習
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
具
体
化
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

「探究学習
」　　

　　開発
・推進

探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
開
発
の
フ
ロ
ー

校
内
で
の
検
討
を
次
の
よ
う
な
流
れ
で
進
め
る

同
校
。
議
論
の
活
性
化
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
高
校
営
業

部
・
若わ
か

榮え

寿す

美み

が
解
説
す
る
。

学
習
の
意
義
・

目
的
の
明
確
化

学
習
の

コ
ン
セ
プ
ト
の
作
成

10月11月
これまで取り組んだ内容

「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を
小
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
う
こ
と
で
、
探
究
学
習
・
Ａ

Ｌ
の
土
台
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

育
み
た
い
力
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

教
育
活
動
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
出

し
合
い
、
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
に
つ
な

げ
ま
し
た
。
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3年間の行事の内容を４、5人のグループに分かれ
て確認した後、それぞれのグループの検討結果を整
理、統合していく作業を行った（左写真）。そして、
最終的に上記のような表を使ってまとめ、校内に共
有。今後は、それぞれの行事を探究学習・ＡＬの視
点で具体的にどのように改善するのか、さらに、教
科学習との連携をどのように図っていくのかについ
て検討することになる。

◎３年間を通じて育てたい生徒像

◎１年生で育みたい力 ◎２年生で育みたい力

◎この時期の活動の重要コンセプト ◎この時期の活動の重要コンセプト

教育活動名

実施時期

目的

従前の内容

改善の方向性

教育活動名

実施時期

目的

従前の内容

改善の方向性

教育活動名

実施時期

目的

従前の内容

改善の方向性

教育活動名

実施時期

目的

従前の内容

改善の方向性

10月から校内で検討してきたことや、学校としての教育理念、建
学の精神などを踏まえて、教師、生徒に親しみやすい言葉で育てた
い生徒像を表す。

各学年の教育活動の内容を検討する際に、よりどころとなるような
コンセプトをつくることで、活動の内容にぶれが生じることを防ぐ。

3年間で育てたい生徒像を実現するために、各学年で育みたい力を
定義する。

学
習
の

コ
ン
セ
プ
ト
の
具
体
化

（
ど
の
行
事
で

ど
の
よ
う
な
探
究
学
習
・

Ａ
Ｌ
を
行
う
の
か
）

探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
決
定
と

そ
の
実
施
の
た
め
の

to do

の
整
理

教
科
学
習
と
の
連
携
を
含
む

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
の

作
成
・
検
討

12月2月 1月
今回取り組んだ内容今後の予定

龍谷大学付属平安中学校・高校　探究学習・ＡＬ　育てたい生徒像と各教育活動の関係図

各
行
事
の
内
容
、
ね
ら
い
の
確
認
は
、

４
、５
人
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
い
ま
し
た
。
同
じ
行
事
で
も
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
語
る
言
葉
は
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
り
ま

す
。
そ
の
差
異
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
が
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
す
べ
き
か
を
、
よ
り
多
角
的
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
工
程

を
入
念
に
行
い
、
教
科
学
習
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
１
月
に
検
討
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

19  February  2017
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　「
コ
シ
が
強
く
、
太
い
ね
じ
れ
麺
は
嚙
む
ほ
ど
に
味
が
出

ま
す
し
、
み
そ
と
し
ょ
う
ゆ
を
合
わ
せ
た
つ
ゆ
は
絶
品
で

す
。定
番
の
具
は
キ
ャ
ベ
ツ
で
、馬
肉
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
」

と
、
吉
田
の
う
ど
ん
の
お
い
し
さ
を
熱
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
く
れ
た
部
長
の
天
野
さ
く
ら
さ
ん
。
山
梨
県
立
ひ
ば
り

が
丘
高
校
う
ど
ん
部
の
目
標
は
、「
吉
田
の
う
ど
ん
を
県
内

外
に
広
め
、
知
名
度
で
讃
岐
う
ど
ん
に
勝
つ
こ
と
」
だ
。

　
現
在
部
員
は
５
人
。
年
１
回
発
行
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

の
製
作
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
う

ど
ん
販
売
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
吉

田
の
う
ど
ん
の
知
名
度
は
讃
岐
う
ど
ん
に
ま
だ
ま
だ
及
ば

な
い
。
そ
こ
で
、
２
０
１
５
年
度
に
始
め
た
の
が
、
う
ど

ん
部
に
よ
る
手
打
ち
体
験
会
の
参
加
者
を
「
プ
チ
観
光
大

使
」
に
任
命
す
る
制
度
だ
。
部
員
が
先
生
と
な
っ
て
う
ど

ん
の
作
り
方
を
教
え
、
そ
の
お
い
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら

い
、
一
緒
に
情
報
発
信
す
る
人
材
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
わ
け
だ
。
幼
稚
園
や
祭
り
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
と

の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
行
っ
た
体
験
会
で
、
既
に

３
０
０
人
以
上
を
任
命
し
て
い
る
。

　
手
打
ち
体
験
会
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
は
具
や
つ
ゆ
の

仕
込
み
な
ど
が
大
変
だ
が
、
志
村
瑠
奈
さ
ん
は
多
く
の
人

た
ち
と
触
れ
合
う
の
が
何
よ
り
楽
し
い
と
語
る
。

　「
み
ん
な
が
笑
顔
で
『
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
食
べ
て
く

れ
る
姿
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
学
校
外
の
人
と
話
す

こ
と
が
多
い
の
で
、
人
前
で
話
す
こ
と
へ
の
苦
手
意
識
が

な
く
な
り
ま
し
た
」

　
１
年
生
の
今
野
翼
さ
ん
が
、
入
部
し
て
ま
ず
先
輩
か
ら

教
わ
っ
た
の
が
う
ど
ん
の
打
ち
方
だ
。「
麺
が
細
い
」「
水

が
多
す
ぎ
る
」
な
ど
、何
度
も
指
摘
を
受
け
な
が
ら
、コ
シ

の
強
い
麺
の
加
減
を
習
得
し
た
。
打
ち
方
の
技
を
自
分
の

も
の
に
し
よ
う
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
何
で
も
先
輩

に
聞
い
た
と
、
今
野
さ
ん
は
言
う
。

　「
麺
作
り
の
道
具
を
購
入
し
て
、
家
で
も
日
々
練
習
し
ま

　
う
ど
ん
部
の
活
動
は
、
情
報
経
理
科
の
授
業
の

一
環
と
し
て
２
０
１
０
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
課

題
研
究
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
製
作
に
お
い
て
、
地

元
の
名
物
で
あ
る
吉
田
の
う
ど
ん
の
お
店
を
紹
介

す
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
、
生
徒
の
学
習
意

欲
が
高
ま
る
と
考
え
た
の
で
す
。
少
し
ず
つ
、
一

般
の
人
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
成
長
し
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
活
動
は
す
べ
て
生
徒
が
行
っ
て
い
ま
す
。
外
部

と
の
窓
口
は
教
師
が
担
当
し
ま
す
が
、
依
頼
を
受

け
る
か
ど
う
か
は
生
徒
が
決
め
、
引
き
受
け
た
か

ら
に
は
ど
ん
な
に
大
変
で
も
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
実
績
が
認
め
ら
れ
、
15
年

度
に
正
式
な
部
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
う
ど
ん
部
の
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

準
備
は
大
変
で
も
、

お
客
様
の
笑
顔
が
何
よ
り
の
力
！

励
ま
し
の
言
葉
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
理
不
尽
な
経
験
も

Vo l .12

山
梨
県
立
ひ
ば
り
が
丘
高
校

う
ど
ん
部

う
ど
ん
を
打
っ
て
、

売
っ
て
、

お
い
し
さ
を
伝
え
た
い

授
業
だ
け
で
は
学
べ
な
い

こ
と
を
、実
社
会
で
体
験
し
、

生
徒
は
大
き
く
成
長
す
る

山
梨
県
立
ひ
ば
り
が
丘
高
校

大
久
保

　健 　

お
お
く
ぼ
・
け
ん

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

教
務
部
。

20 February  2017
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し
た
。
そ
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
手
打
ち
体
験
会

で
も
う
ま
く
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
は
市
外
の
店
も
紹
介
。
５
号
で
は

都
留
市
や
大
月
市
な
ど
、
17
年
３
月
発
行
予
定
の
６
号
で

は
甲
府
市
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
と
、坂
田
実
久
さ
ん
は
言
う
。

　「
市
外
で
も
吉
田
の
う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
広
め

よ
う
と
取
り
上
げ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
材
候

補
を
探
し
、
店
を
訪
れ
て
食
べ
て
、
誌
面
で
紹
介
し
た
い

と
思
っ
た
店
は
そ
の
場
で
掲
載
を
交
渉
し
ま
し
た
」

　
目
下
の
課
題
は
新
入
部
員
の
確
保
だ
。
17
年
３
月
に
３
・

４
年
生
の
３
人
が
卒
業
し
、部
員
が
２
人
に
な
る
。１
日
に

イ
ベ
ン
ト
を
３
か
所
も
か
け
持
ち
し
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど

忙
し
い
部
活
動
だ
け
に
、吉
田
の
う
ど
ん
へ
の
情
熱
を
持
っ

て
続
け
て
く
れ
る
新
入
部
員
の
入
部
を
期
待
し
て
い
る
。

　「
う
ど
ん
部
の
活
動
は
今
や
県
外
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
学
校
外
の
人
と
た
く
さ
ん
知
り
合
い
に
な
り
、
自

分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る
部
活
動
な
の
で
、ぜ
ひ
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
天
野
さ
ん
）

　「
イ
ベ
ン
ト
の
依
頼
が
増
え
た
り
、
取
材
し
た
店
主
か
ら

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
地
域
の
人
た
ち
が
う
ど
ん
部

の
活
動
に
期
待
し
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て

い
ま
す
。
部
員
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
依
頼
を
断
り
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
先
輩
た
ち
以
上
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
中
野
さ
ん
） 

と
で
、
市
や
企
業
か
ら
の
依
頼
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
人
か
ら
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
く

こ
と
は
、
生
徒
の
大
き
な
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
初
対
面
の
お
客
様
や
企
業
の
人
と
話
し
た
り
、

商
品
の
原
価
計
算
を
し
た
り
と
、
活
動
の
す
べ
て

が
生
徒
の
将
来
に
わ
た
っ
て
生
き
る
力
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
礼
儀
や
仕
事
の
進
め

方
の
面
で
厳
し
い
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、そ
の
経
験
は
生
徒
の
日
常
生
活
や
授
業
態
度

に
も
反
映
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
生
徒
は
社
会
の
理
不
尽
さ
も
経
験
し

ま
す
。
取
材
の
予
約
を
取
っ
て
店
を
訪
れ
た
の
に
、

相
手
が
不
在
で
、何
度
か
連
絡
す
る
と「
し
つ
こ
い
」

と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

理
不
尽
さ
は
、
社
会
で
働
く
よ
う
に
な
れ
ば
多
く

の
人
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。
う
ど
ん
部
の
活
動

は
、
授
業
だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
経
験
で
き

る
重
要
な
場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
か
ら
の
期
待
と
応
援
に

応
え
て
い
き
た
い

埼玉県にある西武プリンスドームで野球の試合に合わせて開か
れた「山梨県富士吉田市スペシャルデー」では、市から依頼を
受けて、野球観戦に訪れた人たちに、キッチンカーで調理した
吉田のうどんを販売。自分たちが製作したフリーペーパー「う
どんなび」も配布するなど、吉田のうどんのＰＲに努めた。

山
梨
県
立
ひ
ば
り
が
丘
高
校

◎
昼
間
部
と
夜
間
部
が
あ
る
２
部
制
の
定
時
制
高
校
。
通
常
４
年
制

の
と
こ
ろ
を
、
特
別
授
業
を
設
け
て
、
３
年
間
で
卒
業
で
き
る
課
程

も
有
す
る
。「
自
主
自
律
」
を
校
訓
に
掲
げ
、
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た

学
習
を
重
視
す
る「
ひ
ば
り
の
ド
リ
カ
ム
プ
ラ
ン
」を
展
開
し
て
い
る
。

◎
設
立
　
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

◎
形
態
　
定
時
制
（
単
位
制
）
／
普
通
科
（
昼
間
部
、
夜
間
部
）・
情

報
経
理
科
（
昼
間
部
）
／
共
学

◎
生
徒
数
　
約
１
０
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
学
は
、
山
梨
学
院
大
に
１
人
が
合
格
。
短
期
大
学
は
１
人

が
合
格
。
専
門
学
校
進
学
７
人
、
就
職
15
人
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.hibarih.kai.ed.jp

今
野
翼　
こ
ん
の
・
つ
ば
さ

普
通
科
１
年
生
。
将
来
の
夢
は
自
分
の
う
ど
ん
店
を
持

つ
こ
と
。「
う
ど
ん
を
食
べ
に
行
こ
う
と
思
っ
た
時
に
、

真
っ
先
に
名
前
が
挙
が
る
店
に
し
た
い
」

中
野
吏
希
矢　
な
か
の
・
り
き
や

普
通
科
２
年
生
。「
普
通
の
高
校
生
活
で
は
で
き
な
い
活

動
が
で
き
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
が
大
き
な
自
信
に

な
っ
て
い
る
」

志
村
瑠
奈　
し
む
ら
・
る
な

普
通
科
３
年
生
。「
う
ど
ん
部
の
活
動
は
人
々
を
つ
な
ぐ

活
動
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
『
つ
な
ぐ
』
存

在
で
あ
り
た
い
」

坂
田
実
久　
さ
か
た
・
み
く

情
報
経
理
科
４
年
生
。
製
作
を
担
当
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
。「
メ
ン
バ
ー
と
力
を
合
わ

せ
て
作
る
大
変
さ
と
楽
し
さ
を
感
じ
た
」

天
野
さ
く
ら　
あ
ま
の
・
さ
く
ら

普
通
科
４
年
生
。
部
長
。「
商
品
開
発
を
し
た
り
、
取
材

を
受
け
た
り
と
、
様
々
な
経
験
が
で
き
て
、
自
分
が
大

き
く
変
わ
れ
た
高
校
生
活
に
な
っ
た
」

 February  201721
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美
那
川
雄
一
先
生
は
、
担
当
の
世
界
史
の
授
業
で
、

９
年
前
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
た
論
述

指
導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
で
き
る
限
り
多

く
の
知
識
を
教
え
込
む
と
い
う
授
業
だ
っ
た
が
、
指
導

主
事
の
先
生
か
ら
「
説
明
を
も
っ
と
短
く
し
て
、
生
徒

に
考
え
さ
せ
て
は
ど
う
か
」と
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
、

静
岡
県
立
韮
山
高
校

◎
校
訓
「
忍
」
と
文
武
両
道
の
精
神
の
下
に
、
将
来
の
国
家
・
社
会
を

担
い
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。「
生
徒
の
自

ら
学
ぶ
意
欲
に
創
造
的
刺
激
を
与
え
続
け
る
創
造
的
授
業
」
を
標
榜
し
、

指
導
方
法
や
評
価
方
法
の
改
善
に
取
り
組
む
。

◎
設
立
　
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、

東
北
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
３
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
２
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.edu.pref.shizuoka.jp/nirayam

a-h/
hom

e.nsf/IndexForm
V
iew

?O
penV

iew 静岡県立韮
にら

山
やま

高校
美那川雄一　みながわ・ゆういち　

教職歴 13 年。
同校に赴任して９年目。研修課長（主任）。
アクティブ・ラーニングの実践は９年目になる。

協
働
を
ベ
ー
ス
と
し
た
論
述
指
導
を
通
し
て
、

自
ら
の
言
葉
で
歴
史
を
語
り
、

世
界
史
の
本
質
に
迫
る

13:15

前時に示しておいた論述問題（イギリスが衰退した原因）と、
グループごとに選んだ歴史的事象（①アメリカ・ドイツの台
頭、②インドの独立、③第二次中東戦争、④その他、⑤
イギリスは衰退していない）を確認。「予習して考えが変わっ
たグループは、ほかの歴史的事象に変更してもＯＫ」と伝え、
３～４人グループで論述の設計図となる構想メモを作る。

●
普
通
科
の
３
年
生
の
「
世
界
史
Ｂ
」
で
は
、
授
業
の
中
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
論
述
練
習
を
行
う
。
こ
の
日
は
、「
イ
ギ
リ
ス
が
衰
退
し
た
原
因
と
し

て
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
歴
史
的
事
象
を
選
び
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
説
明

と
、
事
象
が
イ
ギ
リ
ス
や
世
界
の
歴
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
」

と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。（
Ｐ. 

25
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

世界史

実践

広
く
深
い
視
点
で
物
事
を
捉
え
、

論
述
す
る
力
を
高
め
る

美
那
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

授業を進化！

思考を深化！授業開始

 February  2017
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授
業
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　「
確
か
に
当
時
、
生
徒
に
ひ
た
す
ら
板
書
を
ノ
ー
ト

に
写
さ
せ
る
だ
け
の
授
業
で
は
、
歴
史
を
真
に
理
解
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意

識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、『
教
師
が
説
明
し
な

い
授
業
と
は
何
か
』『
生
徒
が
考
え
る
授
業
と
は
ど
う

い
う
授
業
か
』
と
自
問
し
、
生
徒
が
自
ら
文
章
を
書
く

こ
と
で
思
考
を
深
め
て
い
く
授
業
に
転
換
し
ま
し
た
」

　
授
業
で
は
、
毎
回
一
度
は
文
章
を
書
か
せ
る
よ
う
な

発
問
を
す
る
。文
字
量
は
異
な
っ
て
も
、授
業
で
得
た

知
識
を
用
い
て
書
か
せ
る
こ
と
は
、知
識
を
定
着
さ
せ

る
と
と
も
に
、広
く
深
い
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
て
論

述
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。さ
ら
に
、歴

史
学
の
本
質
に
触
れ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

　「
歴
史
学
は
、
先
人
が
出
来
事
や
思
想
を
書
き
残
し
、

人
々
に
伝
え
て
い
っ
た
こ
と
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

生
徒
が
自
ら
の
言
葉
で
歴
史
を
語
る
こ
と
は
、
ま
さ
に

歴
史
学
の
本
質
に
触
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
２
年
生
か
ら
履
修
す
る
「
世
界
史
Ｂ
」
の
授
業
で
、

最
初
か
ら
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
論
述
が
で
き
る
生
徒
は

少
な
い
。
そ
の
た
め
、
次
の
５
ス
テ
ッ
プ
で
段
階
的
に

指
導
し
て
い
る
。

❶
教
師
の
発
問
に
対
し
、
教
科
書
な
ど
か
ら
文
章
を
そ

の
ま
ま
抜
き
出
す
。
文
字
資
料
を
読
み
、
世
界
史
の

文
体
に
慣
れ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

❷
教
師
が
指
定
し
た
歴
史
用
語
に
つ
い
て
、
用
語
集
な

ど
を
参
考
に
し
て
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
書
き
写
す
の

で
は
な
く
、自
分
の
言
葉
で
書
く
こ
と
を
重
視
す
る
。

❸
教
科
書
や
用
語
集
を
参
考
に
し
て
、
２
０
０
〜

４
０
０
字
程
度
の
論
述
を
す
る
。
書
く
力
の
育
成
と

知
識
の
定
着
を
ね
ら
い
と
す
る
。

❹
既
習
事
項
な
ど
を
基
に
論
述
す
る
。
教
科
書
な
ど
に

明
確
な
記
述
が
な
い
問
い
に
対
し
、
自
分
で
考
え
、

論
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

❺
地
図
や
絵
画
、
統
計
な
ど
を
読
み
取
り
、
論
述
す
る
。

非
文
字
資
料
を
読
み
取
り
、
言
語
化
す
る
こ
と
で
論

述
す
る
力
を
高
め
る
。

　
２
年
生
前
半
は
❶
を
徹
底
す
る
こ
と
で
書
く
こ
と
に

慣
れ
さ
せ
、
徐
々
に
難
し
い
活
動
に
移
行
す
る
。
❹
や

❺
の
ス
テ
ッ
プ
に
到
達
す
る
の
は
、
３
年
生
後
半
に

な
っ
て
か
ら
だ
。

　
こ
の
日
の
授
業
は
、
論
述
指
導
の
集
大
成
と
し
て
、

❶
〜
❺
の
要
素
を
す
べ
て
含
む
課
題
を
設
定
し
た
。
教

科
書
、
用
語
集
、
資
料
集
を
参
考
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

話
し
合
い
、
最
終
的
に
個
々
で
論
述
を
行
う
。

　
美
那
川
先
生
は
、
論
述
指
導
を
通
し
た
構
想
メ
モ
の

作
成
を
重
視
し
て
い
る
。

　「
論
述
の
設
計
図
で
あ
る
構
想
メ
モ
の
内
容
に
よ
っ

グループワーク中、美那川先生はほとんど全体に指示を出さ
ない。「答えはもちろん、ヒントも示さず、あえて苦しませたい」
という考えからだ。机間巡視をして話し合いが停滞しているグ
ループに寄り添い、「〇〇さんはどう思う？」などと、全員で
の話し合いを促す働きかけに徹する。

13:30 13:18

予習してきた生徒が多く、すぐに自説を説明し合い、それぞ
れ構想メモを作り上げていく。同じグループでも、生徒によっ
てキーワードのみを書いたり、表にまとめたり、文章にした
りと、構想メモの形態は様々だ。グループワークは15 分間
の予定だったが、終わらないグループが多く、５分ほど延長
した。

５
ス
テ
ッ
プ
の
指
導
で

徐
々
に
難
易
度
を
高
め
て
い
く

教師の見守り グループワーク

生
徒
同
士
が
考
え
を
高
め
合
う
と

教
師
の
想
定
を
超
え
る
論
述
が
で
き
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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て
、
論
述
の
質
は
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
す
。
必
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
と
と
も
に
、
上
手
に
論
述
で
き
て
い
る
生
徒

の
構
想
メ
モ
を
、
ク
ラ
ス
全
員
に
共
有
す
る
な
ど
し
て

指
導
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
構
想
メ
モ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
上
で
参

考
に
す
る
の
が
、
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
だ
。
美
那
川

先
生
は
、
２
・
３
年
次
の
論
述
指
導
に
お
い
て
共
通
方

針
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提
示
し
て
お
り
、
生
徒
は
そ
の

内
容
が
頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
今
回
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
で
は
、「
歴
史
的
事
象
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か

ら
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
」「
統
計
資
料
と
年
表
を
、

歴
史
的
事
象
に
関
す
る
知
識
と
結
び
つ
け
て
正
確
に
読

み
取
れ
て
い
る
」
な
ど
の
観
点
を
示
し
て
お
り
、
生
徒

は
そ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
外
さ
な
い
よ
う
に
キ
ー
ワ
ー

ド
を
整
理
し
て
構
想
メ
モ
を
作
成
す
る
。

　
ま
た
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
構
想
メ
モ
を
作
ら
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
こ
の
日
の
授
業
で
も
、
生
徒
が
考
え
を
高
め
合

う
姿
が
各
グ
ル
ー
プ
で
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
・
ド
イ
ツ
の
台
頭
か
ら
イ
ギ
リ
ス
帝
国
衰
退
を
説
明

す
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
あ
る
生
徒
が
「
ア
メ
リ
カ
は
い

ち
早
く
重
工
業
に
転
換
し
た
け
れ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
は
軽

工
業
の
ま
ま
だ
っ
た
」と
発
言
。そ
れ
を
受
け
て
別
の
生

徒
は
、「
そ
の
時
代
の
最
先
端
の
技
術
を
取
り
入
れ
た

国
が
繁
栄
す
る
」、さ
ら
に
別
の
生
徒
は
、「
今
な
ら
Ｉ
Ｔ

革
命
が
そ
う
だ
よ
ね
」と
述
べ
、時
代
を
超
え
た
視
点
か

ら
技
術
革
新
の
意
義
を
捉
え
る
論
に
高
め
て
い
っ
た
。

　「
１
人
で
考
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
教
師
の

予
想
以
上
の
答
え
が
出
て
く
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、生
徒
同
士
が
考
え
を
高
め
合
う
と
、

教
師
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
意
見
が
出
て
く
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
」

　
解
答
を
書
き
終
え
る
と
、
グ
ル
ー
プ
内
で
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
相
互
評
価
を
行
う
。
そ
れ
も
、
生
徒
が

互
い
の
考
え
を
深
め
て
い
く
た
め
の
工
夫
だ
。

　「
相
互
評
価
の
点
数
は
、
評
定
に
は
反
映
し
て
い
ま

ワークシートの上
段は構想メモ、中
段は論述、下段
は「世界史の問い」
の記述スペース。
構想メモの段階
で十分に話し合
い、考えがまとま
るため、すらすら
と書き進められる
生徒が大半だっ
た。次回の授業
では、優れた解
答をクラスで共有
する。

13: 55

グループ内でお互いの解答を読み合い、独自のルーブリッ
クを基に３段階で評価する。「単に点数をつけるだけではな
く、『こうした方が分かりやすい』という点や事実誤認があっ
たら教え合って」と指示。実際、グループのメンバーから
指摘を受けて書き直す生徒の姿が至る所で見られた。

13:37

生徒個々に解答の作成を開始。机の並びはグループワーク
の時のままなので、相談しながら書き進める姿も見られた。
先生は、「たくさん書く必要はない。接続詞を上手に使って
分かりやすい文章を書こう」「時系列で書かれていると分か
りやすいね」などと、論述のポイントを示した。

相互評価 解答作成

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て

確
か
な
観
点
で
メ
ン
バ
ー
の
解
答
を
評
価

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
確
か
な
観
点
か
ら
相
手
の
論
述
内

容
を
理
解
し
、
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
た
め
に

活
用
し
ま
す
。
友
人
か
ら
指
摘
を
受
け
て
自
分
の
考
え

を
変
え
る
こ
と
に
は
勇
気
が
要
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
柔
軟
性
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は
、
生
徒
が
社
会

に
出
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー

プ
編
成
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
た
。

　「
生
徒
は
多
感
な
年
頃
故
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は

ど
う
し
て
も
人
間
関
係
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
そ
の
た

め
、
生
徒
か
ら
関
係
性
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
個
々

の
性
格
や
学
習
に
対
す
る
姿
勢
を
考
慮
し
た
り
し
て
メ

ン
バ
ー
を
構
成
し
て
い
ま
す
」

　
美
那
川
先
生
は
、
論
述
の
発
展
的
テ
ー
マ
と
し
て
、

毎
回
、「
世
界
史
の
問
い
」を
設
け
て
い
る
。
今
回
は「
国

家
が
『
衰
退
』
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

問
い
か
け
て
お
り
、
次
回
の
授
業
で
生
徒
に
論
述
さ
せ

る
計
画
だ
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
例
え
ば
、
世
界
大
戦
に

か
か
わ
る
論
述
の
後
に
、「
ど
う
し
て
戦
争
は
起
こ
る

の
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
を
設
定
し
て
き
た
。

　「『
世
界
史
の
問
い
』
は
答
え
が
な
い
問
い
で
あ
り
、

歴
史
の
本
質
に
迫
る
も
の
で
す
。
大
学
入
試
に
直
接
つ

な
が
る
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
問
い

を
探
究
さ
せ
る
こ
と
で
、
世
の
中
の
事
象
を
空
間
的
、

時
間
的
に
広
く
捉
え
る
視
点
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
世
界
史
を
通
し
て
育
つ
そ
う
し
た
力
が
他
教
科

と
相
互
補
完
的
に
高
ま
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

必
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

学習内容
＊GW…グループワーク

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による発問・
働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

発問：イギリスが「衰退」
した原因を①～⑤から１
つ選び、その歴史的事
象とイギリスや世界の
歴史に与えた影響（歴
史的意義）を論述する

生徒は、学習課題となるリー
ド文から、何について論述
するよう求められているの
か、文脈を正確に読み取る。

• 技能

２年次から授業や定期考査、模試
でリード文の読み取り方を学習。
生徒は、問題文を読み取り、「何に
ついて、どのように論述すればよ
いのか」と学習課題を明確に理解
するため、問題文に線を引いたり、
文章を抜き出して書いたりする。

生徒の思考力・判断力・表現力
を育てるため、今回の授業では、
生徒が葛藤するような、正解が１
つではない学習課題を設定。生
徒が知識を活用して、論理的に
意見を組み立てる過程に、学びの
価値を置いた。

11月実施の実力テス
トや進研模試の結果
から診断的評価を行
い、生徒の既有知識
を把握しておく。

ＧＷⅠ：①米国・独国
の台頭、②インドの独
立、③第二次中東戦争、
④その他、⑤「衰退」
していないから１つ選
択し、考察・判断　

生徒は、既習知識を活用し、
グループでの対話を通じて、
知識を文脈に合わせて構造
化（因果関係の構築など）
していくことができる。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 主体性
• 協働性

グループのメンバーで、歴史用語
を用いて対話し、歴史的事象を個
別に覚えるだけではなく、「つなぐ」

「比べる」ことにより歴史を構造的
に理解し、知識として定着させて
いく。原因を１つに定めていく過
程が、生徒の思考や判断を促す。

深い学びを引き起こすような学
習課題に対しては、グループで
取り組ませるようにしている。
グループは、建設的な対話がで
きるように、世界史の学力だけ
でなく、生徒の性格や人間関係
を考慮して 3 ～ 4 人で編成。

教師は発言を控え、
生徒の話し合いが進
行しているかどうかだ
けに注意する。

ＧＷⅡ：構想メモの作
成

選んだ歴史的事象について
教科書、用語集、プリント
などで調べる。ルーブリッ
クに基づき、具体的・論理
的に記述をするための設計
図を、グループでの対話を
通じて作成。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 主体性
• 協働性

論述をする時には、設計図となる
構想メモの作成に時間をかけさせ
ている。グループのメンバーと協
力して、ルーブリックを参考に「何
をどのように書くべきなのか」を
検討している時間が、生徒が思考
している時間となる。

ルーブリックにより、生徒にど
のような論述を求めているのか

（どのように歴史的事象について
考えてほしいか）を示す。

「論述の 7 割は、構想メモで決
まる」と繰り返し生徒に指導し
ている。

世界史が苦手な生徒
が多いグループでは
教師が一緒に構想メ
モを作成。「これは何」

「なぜ」「どのように」
と質問を繰り返し、グ
ループの思考を促す。

論述

構想メモに基づき具体的・論
理的に論述。年号を表記した
り、「第１に……、第２に……」

「A は～だ。一方、B は～だ」
と接続詞を使ったりして、時
系列や因果関係、比較を明
確にして論理的に書く。

• 表現力

教科書・用語集から「文章を抜き
出す」「文章を分かりやすく書き換
える」「文章と文章をくっつける」

「統計資料や絵画資料の表してい
るものを文章化する」などの文章
表現力を用いて、グループで作成し
た構想メモに基づき、個人で論述。

発問に対する解答としての論述
になっているのかを生徒に喚起
する。文と文の論理関係を示す
言葉の効果的な使用により、論
理的な表現となるように促す。

知識があっても、発
問が正確に理解でき
ていないと、自分本
位の文章を書くことが
多い。机間巡視で、
注意すべき生徒には
個別に助言を加える。

ＧＷⅢ：相互評価
（解答提出、教師によ
る評価）

生徒は、ルーブリックに基
づいて、グループのメンバー
の論述を評価する。他者の
論述を評価することで、自
分の論述と比較をすること
ができるようになり、自己
評価へとつなげる。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 多様性

教師が作成したルーブリックを生
徒に提示し、評価の観点を示す。
生徒は、そのルーブリックに基づ
いてより詳細な規準・基準をつく
り、メンバーの論述を評価する。
点数だけでなく、よかった点、改
善すべき点を、必ず言葉でメン
バーに伝える。

他者の評価により、自己評価でき
るようになり、受験直前期には、
自己評価が重要だと説明。論述
は、教師がより詳細なルーブリッ
クに基づき評価。間違いを訂正
し、コメントを加えて形成的評価
を行う。生徒の理解度を把握し、
教師の授業評価にもつなげる。

生徒がつけた評価点
数よりも、相互評価
後に訂正したり、加
筆したりした部分に
注目し、形成的評価
が効果的に行われた
かを重視する。

まとめ
生徒は、ほかのグループや
生徒の論述を読み、歴史的
思考力の幅を広げる。

• 多様性

教師は、提出された解答の中から
模範的なものを選び、コメントな
どを書き加えてプリントにして次
回の授業で配布。

イギリスの衰退と歴史的事象を
論理的に結びつけて説明。「イギ
リスの衰退は、イギリスだけを
見ても分からず、イギリスと世
界との関連の中で考察しないと
解答は導き出せない」

知識の正誤だけにと
らわれることなく、世
界史の求める思考力、

「広い視野」を身に
つけることの重要性に
ついて説明する。

ＧＷⅣ：発問（本質的
な問い）：国家が衰退
するとはどういうこと
かを論述する

生徒は、世界史における「本
質的な問い」について思考
することで、探究心を引き
起こし、自らの課題を創出
するようになる。

•思考力
• 主体性

（課題創出
力）

「本質的な問い」を繰り返し問うこ
とで、生徒は学びを一時的な知識
とせず、自ら新しい学習課題を創
出し、思考を続けていく。その姿
勢は、内容理解の促進と関連づけ
を起こし、観念の転移も促す。

答えが１つでない、生徒が葛藤
を引き起こすような発問を、世
界史における「本質的な問い」
として提示。オープンエンドで
終わることで、生徒に課題を抱
き続ける時間を生み出す。

自分の言葉で「本質
的な問い」に答えよ
うとしたり、新たな課
題を創出したりする解
答が見られれば、評
価。

＊美那川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】地理歴史・世界史	
【分野・単元】演習（イギリス近現代史）	
【テーマ・作品】イギリスが「衰退」した原因は何か

【設定時数】３時間中の２時間目	
【本時全体の目標】 近代以降のイギリスの歴史を、世界史的な視点から考察する
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.229

進学指導

生徒目線の指導を徹底し、
表現教育科新設４年目で
公立大学合格者が誕生

◎堺愛泉女学校として設立。１９９１年
に堺女子高校に、２０１２年に現校名に
改称。美容芸術・ファッションビジネ
スなどの６コースある普通科と、表現
科目を中心としたカリキュラムの表現教
育科の２学科制。進学指導に力を入れ
るとともに、資格取得も見据えた専門
性の高い教育を実践している。

公立大は、大阪府立大に１人が合格。
私立大は、日本体育大、法政大、京都
産業大、同志社大、大阪大谷大、大阪
芸術大、関西大、近畿大、桃山学院大、
甲南女子大、兵庫医療大など、その他
併設堺女子短大に進学。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1922（大正11）年

全日制／普通科・表現教育科／女子

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒590-0012
大阪府堺市堺区浅香山町1-2-20

072-238-7881

229
指導変革の

成果実践背景

◎表現力ある女性を
育成する「表現教育
科」を設置し、国公
立大学・難関私立大
学の合格を目指す

変革のステップ

◎生徒指導の充実と
ともに、模試やオープ
ンキャンパスの活用に
よる進学意識向上、
補習やＩＣＴの活用に
よる学力向上を図る

◎２０１６年、表現教
育科新設４年目で初
めての公立大学合格
者が誕生。生徒の服
装やマナーも大きく
改善した

http://www.liberte.ed.jp/

大阪府・私立

香ヶ丘リベルテ高校
かおり おか

　
２
０
１
６
年
は
、大
阪
府
に
あ
る
香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ

高
校
の
95
年
の
歴
史
に
お
い
て
、大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
す
年
に
な
っ
た
。表
現
教
育
科
新
設
４
年
目
で
初
の

公
立
大
学
合
格
者
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
生
徒
か
ら

電
話
で
合
格
の
報
告
を
受
け
た
進
路
指
導
チ
ー
フ
の
堀

岡
亮
平
先
生
は
、そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
朝
か
ら
緊
張
感
で
張
り
詰
め
て
い
た
職
員
室
の

雰
囲
気
は
、
生
徒
の
電
話
で
明
る
い
雰
囲
気
に
一
変

し
ま
し
た
。
表
現
教
育
科
の
設
置
以
降
、
失
敗
で
き

な
い
と
い
う
責
任
と
重
圧
を
感
じ
続
け
て
い
た
だ
け

に
、『
合
格
』
と
聞
い
て
、
安
心
し
て
力
が
抜
け
て

し
ま
う
よ
う
で
し
た
。
何
よ
り
も
、
生
徒
が
最
後
ま

で
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」

　
同
校
が
、多
様
な
希
望
進
路
を
持
つ
生
徒
の
た
め
に
、

美
容
や
保
育
、
音
楽
な
ど
の
コ
ー
ス
制
と
し
た
の
は
15

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
12
年
度
、
新
た
な
改

革
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
る
、
表

現
力
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
女
性
の
育
成
に
向
け
て
、
表

現
教
育
科
を
新
設
し
た
。
同
科
は
、
普
通
科
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ー
ト
コ
ー
ス
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
声
優
・
演
技
・

ダ
ン
ス
・
楽
器
な
ど
の
身
体
表
現
だ
け
で
な
く
、
ス
ピ

ー
チ
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
言
語
表
現
も
取
り
入
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
進
路
に
お
い
て

表
現
力
あ
る
女
性
の
育
成
と

進
路
改
革
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進学指導

生徒目線の指導を徹底し、
表現教育科新設４年目で
公立大学合格者が誕生

◎堺愛泉女学校として設立。１９９１年
に堺女子高校に、２０１２年に現校名に
改称。美容芸術・ファッションビジネ
スなどの６コースある普通科と、表現
科目を中心としたカリキュラムの表現教
育科の２学科制。進学指導に力を入れ
るとともに、資格取得も見据えた専門
性の高い教育を実践している。

公立大は、大阪府立大に１人が合格。
私立大は、日本体育大、法政大、京都
産業大、同志社大、大阪大谷大、大阪
芸術大、関西大、近畿大、桃山学院大、
甲南女子大、兵庫医療大など、その他
併設堺女子短大に進学。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1922（大正11）年

全日制／普通科・表現教育科／女子

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒590-0012
大阪府堺市堺区浅香山町1-2-20

072-238-7881

指導変革の

成果実践背景

◎表現力ある女性を
育成する「表現教育
科」を設置し、国公
立大学・難関私立大
学の合格を目指す

変革のステップ

◎生徒指導の充実と
ともに、模試やオープ
ンキャンパスの活用に
よる進学意識向上、
補習やＩＣＴの活用に
よる学力向上を図る

◎２０１６年度、表現
教育科新設４年目で
初めての公立大学合
格者が誕生。生徒の
服装やマナーも大き
く改善した

http://www.liberte.ed.jp/

大阪府・私立

香ヶ丘リベルテ高校
かおり おか

は
、
国
公
立
大
学
・
難
関
私
立
大
学
に
も
進
学
で
き
る

学
科
と
し
て
構
想
し
た
。

　
表
現
教
育
科
設
置
の
背
景
に
は
、09
年
の
堺
リ
ベ
ラ
ル

中
学
校
の
設
置
が
あ
っ
た
と
、菅す

が

野の

輝あ
き

史ひ
と

教
頭
は
語
る
。

　「
堺
リ
ベ
ラ
ル
中
学
校
で
も
表
現
教
育
を
重
視
し

て
お
り
、
高
校
で
さ
ら
に
そ
の
学
び
を
深
め
た
い
と

願
う
生
徒
の
受
け
皿
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。好
き
な
こ
と
を
極
め
た
い
、夢
を
追
い
続
け

た
い
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
表
現
力
を
高
め
つ
つ
大
学

進
学
と
い
う
目
標
を
掲
げ
る
生
徒
に
と
っ
て
も
、
自

己
実
現
を
図
れ
る
学
科
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
進
学
重
視
へ
の
転
換
は
、
同
校
に
と
っ
て
大
き
な
挑

戦
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
同
校
の
大
学
・
短
大
進
学
者
は

指
定
校
推
薦
入
試
の
利
用
と
併
設
校
の
短
期
大
学
へ
の

進
学
が
中
心
だ
っ
た
。
ま
た
、
表
現
教
育
科
は
専
門
学

科
と
し
て
教
育
課
程
を
編
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
生

徒
の
志
望
を
育
み
、
さ
ら
に
大
学
合
格
に
必
要
な
学
力

を
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
大
き
な
改
革
の
幕
が
開
け
た
。

　
ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
学
習
に
向
か
う
土
台
と
な
る

生
徒
指
導
の
強
化
だ
。
身
だ
し
な
み
や
マ
ナ
ー
を
意
識

し
た
指
導
基
準
を
教
師
間
で
共
有
し
、
生
徒
・
保
護
者

に
周
知
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
同
校
の
校
風
か
ら
、
予
想

外
の
厳
し
さ
に
反
発
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
教
師
は
厳
格
さ
だ
け
で
生
徒
と
接
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
生
徒
が
理
想
と
す
る
よ
う
な
「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ

ー
ワ
ー
ド
」を
示
し
て
、主
体
的
な
変
容
を
促
し
た
の
だ
。

　「
あ
れ
も
駄
目
、
こ
れ
も
駄
目
と
い
う
否
定
的
な

指
導
だ
け
で
は
、
生
徒
の
反
発
を
生
む
と
思
い
ま
し

た
。『
こ
ん
な
リ
ベ
ル
テ
生
だ
っ
た
ら
素
敵
だ
よ
ね
』

と
い
う
理
想
の
姿
を
示
す
方
が
、
生
徒
も
行
動
し
や

す
い
と
考
え
、
生
徒
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
手
を

伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
言
葉
を
、
教
師
全
員
で
検
討

し
ま
し
た
」（
菅
野
教
頭
）

　
具
体
的
に
は
、
社
会
生
活
の
３
つ
の
基
本
と
し
て
挨

拶
・
返
事
・
言
葉
遣
い
を
「
リ
ベ
ル
テ
マ
ナ
ー
」（
図
）

と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
を
実
践
す
る
生
徒
を
「
リ
ベ
ル
テ

美
人
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
た
。
毎
年
９
月
の
学
園
祭
で

は
、
生
徒
と
教
師
の
投
票
に
よ
り
「
ミ
ス
・
リ
ベ
ル
テ
」

を
選
び
、
表
彰
す
る
。
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
ク
イ
ズ
な
ど
で
「
リ
ベ
ル
テ
マ
ナ
ー
」
の

理
解
度
や
実
践
度
を
判
定
さ
れ
る
。
学
校
を
挙
げ
て
の

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
こ
と
で
生
徒
の
意
識
に
浸
透
さ
せ
、

マ
ナ
ー
の
よ
い
生
徒
が
た
た
え
ら
れ
る
学
校
文
化
を
醸

成
し
て
い
る
。

　
次
に
注
力
し
た
の
が
、
進
路
意
識
の
向
上
だ
。
表
現

「リベルテマナー」と月間目標のポスター図

「リベルテマナー」
とともに、「月間
目標」として、教
師が生徒に「して
ほしい」「なって
ほしい」目標を考
え、掲示物にして
校内に貼り出して
いる。生徒と一緒
に教師も目標に向
かうという取り組
みだ。
＊学校資料をその
まま掲載

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校

堀
岡
亮
平
　
ほ
り
お
か
・
り
ょ
う
へ
い

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
表
現
教
育

科
チ
ー
フ
、
進
路
指
導
チ
ー
フ
。「
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
生

徒
の
学
習
に
つ
な
げ
る
」

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校

神
野
孝
裕
　
じ
ん
の
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
普
通
科
１

学
年
担
任
。「
モ
ッ
ト
ー
は
『
熱
風
が
む
し
ゃ
ら
』」

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校

阪
上
宏
樹
　

さ
か
う
え
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
表
現
教
育

科
教
務
チ
ー
フ
。「
周
囲
の
人
は
自
分
の
鏡
。
い
つ
も
プ

ラ
ス
の
言
葉
で
生
徒
と
接
す
る
」

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
校
　

表
現
教
育
科
教
頭

菅
野
輝
史
　
す
が
の
・
あ
き
ひ
と

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。「
モ
ッ
ト
ー

は『
心
を
出
せ
』（
心
の
中
に
あ
る
思
い
を
出
す
）。
出
会
っ

た
生
徒
は
一
生
つ
き
合
う
つ
も
り
で
指
導
す
る
」

「
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ワ
ー
ド
」
で

理
想
の
生
徒
像
を
示
す

＊　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」の15 段階がある。

模
試
の
結
果
が
芳
し
く
な
く
て
も

折
れ
な
い
心
を
育
て
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学校・高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

大阪府・私立　香ヶ丘リベルテ高校大阪府・私立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

教
育
科
１
期
生
の
半
数
以
上
は
、
入
学
当
初
、「
ど
こ

か
の
大
学
に
進
学
で
き
れ
ば
よ
い
」
と
安
易
に
進
路
を

考
え
て
お
り
、
い
か
に
生
徒
の
進
路
意
識
を
高
め
、
そ

れ
に
見
合
う
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
か
は
大
き
な
課
題
だ

っ
た
。

　
入
学
時
か
ら
生
徒
や
保
護
者
に
は
、「
頑
張
れ
ば
国

公
立
大
学
進
学
も
夢
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
伝
え
、

進
学
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
夏
休
み
前
に
は
進
路
講

演
会
を
行
い
、
大
学
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説
明
し

た
り
、
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
促

し
た
り
し
た
。

　
生
徒
に
大
学
進
学
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
進
研
模
試
も
導
入
し
た（
現
在
は
進
路
マ
ッ
プ〈
＊

１
〉
を
導
入
）。
１
期
生
の
１
年
次
は
、
教
師
が
生
徒

の
実
力
に
応
じ
て
個
別
に
受
験
す
る
模
試
を
選
ん
で
い

た
が
、
２
年
次
以
降
は
年
５
回
の
模
試
を
年
間
計
画
に

組
み
込
ん
だ
。
模
試
の
結
果
は
、
担
任
が
面
談
な
ど
で

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
返
却
し
、
結
果
分
析
の
内
容
や
今

後
対
策
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

　「
模
試
で
芳
し
く
な
い
結
果
が
出
る
度
に
自
信
を

失
い
、
大
学
進
学
を
諦
め
そ
う
に
な
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
模
試
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
な
い

よ
う
、
日
頃
か
ら
『
今
は
合
格
可
能
性
が
高
く
な
く

て
も
大
丈
夫
』
と
伝
え
、
模
試
の
結
果
を
見
な
が
ら

『
こ
の
判
定
を
１
つ
上
げ
る
力
は
十
分
に
あ
る
よ
』

な
ど
と
励
ま
し
、
生
徒
が
常
に
前
を
向
け
る
よ
う
な

声
か
け
を
し
ま
し
た
」（
堀
岡
先
生
）

　
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
積
極
的
に
活
用
し

た
。生
徒
か
ら
希
望
者
を
募
り
、教
師
が
引
率
し
て
、大

阪
大
学
や
関
西
大
学
な
ど
の
難
関
大
学
、
生
徒
に
人
気

の
あ
る
外
国
語
系
や
芸
術
系
の
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
。

　
漫
然
と
し
た
見
学
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
工
夫
も
し

た
。
例
え
ば
、
学
力
の
高
い
生
徒
に
は
大
阪
大
学
の
公

開
講
座
の
受
講
を
勧
め
た
り
、
海
外
に
興
味
が
あ
る
生

徒
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
外
国
人
と
学
生
が
語
り
合
う
様

子
を
見
せ
た
り
し
た
。

　「
生
徒
に
よ
っ
て
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
回
る
ル
ー

ト
ま
で
示
し
て
、
細
か
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ま

し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
大
学
に
憧
れ
を
抱
き
、
進

学
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
多
く
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
高
み
を
目
指
す
生
徒
の
姿
勢
が
、

ク
ラ
ス
全
体
に
よ
い
刺
激
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
」（
堀
岡
先
生
）

　
教
科
指
導
で
も
、
新
し
い
取
り
組
み
を
次
々
と
導
入

し
た
。
放
課
後
７
〜
９
限
目
に
実
施
す
る
「
勉
強
塾
」

は
、
難
関
大
学
を
目
指
す
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
別
補

習
で
、
１
期
生
の
２
年
次
か
ら
開
始
。
学
力
・
志
望
に

合
わ
せ
て
、
ほ
ぼ
個
別
指
導
の
形
で
受
験
科
目
の
補
習

を
実
施
し
た
。３
年
次
に
は
予
備
校
の
講
師
を
招
い
て
、

個
別
の
志
望
に
応
じ
た
対
策
講
座
も
実
施
し
た
。

　
夏
季
休
業
中
に
は
、
２
週
間
の
「
夏
期
学
習
セ
ミ

ナ
ー
」
を
行
っ
た
。
今
ま
で
は
補
充
学
習
が
中
心
だ
っ

た
が
、
表
現
教
育
科
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
大
学
志
望

者
向
け
の
講
座
も
用
意
し
た
。
実
施
教
科
・
科
目
は
、

国
語
、
日
本
史
、
世
界
史
、
数
学
、
化
学
、
生
物
、
英

語
、
小
論
文
で
、
１
コ
マ
90
分
。
２
年
次
か
ら
は
中
級

と
上
級
ク
ラ
ス
に
分
け
て
実
施
し
、
成
績
上
位
層
の
生

徒
に
は
自
分
の
必
要
に
応
じ
た
教
科
・
科
目
を
選
択
さ

せ
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
に
は
中
級
ク
ラ
ス
に
必
須
で

参
加
さ
せ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
指
導
効
率
を
高
め
て
い
る
点
も
、

同
校
の
変
化
の
１
つ
だ
。
そ
の
牽け

ん

引い
ん

役
は
、
16
年
度
に

導
入
し
た
「Classi

」（
＊
２
）
だ
。
２
学
期
に
は
、
問

題
配
信
機
能
を
利
用
し
て
、
定
期
考
査
や
進
路
マ
ッ
プ

の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」
の
前
に
、
全
生
徒
に
練
習

問
題
の
配
信
を
始
め
た
。
生
徒
は
各
自
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
パ
ソ
コ
ン
で
問
題
を
見

な
が
ら
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
テ
ス
ト
の
後
に
は
振
り

返
り
の
問
題
を
配
信
し
、
復
習
を
促
す
。
教
務
チ
ー
フ

の
阪さ

か

上う
え

宏
樹
先
生
は
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
に
家
庭
学
習
習
慣
を
よ
り
定
着
さ

せ
る
た
め
に
、
机
に
向
か
う
時
間
が
少
し
で
も
増
え

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
テ
ス
ト
の

事
前
・
事
後
の
学
習
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
練
習
問
題
の
配
信
を
始
め
ま

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
練
習
問
題
を
配
信
し
、

学
習
習
慣
の
定
着
を
促
す

＊１　生徒の「なりたい自分さがし」と「なりたい自分づくり」をサポートする
教材（適性検査、学力検査などがある）。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社
であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援
するサービス。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
学
へ
の
憧
れ
を
喚
起
す
る

28 February  2017
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学校・高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

大阪府・私立　香ヶ丘リベルテ高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

し
た
」

　
表
現
教
育
科
で
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
課
題
を

終
礼
時
に
提
示
し
、
翌
朝
の
５
分
間
で
小
テ
ス
ト
を
実

施
し
て
い
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
学
習
習
慣
定
着
の
方
策

と
し
て
、
計
画
的
に
問
題
配
信
を
始
め
た
。

　「『C
lassi

』
の
問
題
配
信
機
能
を
使
え
ば
、
問
題

の
選
択
肢
が
増
え
る
と
と
も
に
、
生
徒
も
自
分
の
好

き
な
時
間
・
場
所
で
問
題
に
取
り
組
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
動
で
採
点
も
し
て
く
れ
る
の
で
、
結
果
の
集

計
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
機
能
を
授
業
で
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
せ
て
い
く
の
か
を
、
今
後
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
阪
上
先
生
）

　
普
通
科
で
も
、
１
年
生
全
員
に
定
期
考
査
の
練
習
問

題
を
配
信
し
、
本
番
で
は
配
信
し
た
中
か
ら
同
じ
問
題

を
必
ず
１
問
入
れ
る
よ
う
に
し
て
、
事
前
学
習
へ
の
意

欲
を
高
め
て
い
る
と
い
う
。
普
通
科
担
任
の
神じ

ん

野の

孝
裕

先
生
は
こ
う
語
る
。

　「『C
lassi

』
導
入
後
、
生
徒
か
ら
の
質
問
が
増
え

ま
し
た
。
解
答
は
ネ
ッ
ト
上
で
で
き
ま
す
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
生
活
の

場
で
も
対
策
問
題
へ
の
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
で
、
生
徒
と
の
直
接

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
中
に
『C

lassi

』
を
使
っ
て

勉
強
す
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、
隙
間
の
時
間
を
上

手
に
活
用
す
る
力
が
つ
い
て
き
た
の
も
大
き
な
変
化

で
す
」

　
　
普
通
科
で
は
、
学
校
を
欠
席
し
た
生
徒
に

「Classi

」
を
使
っ
た
学
習
支
援
を
行
う
ほ
か
、体
育
祭
・

学
園
祭
の
様
子
を
動
画
で
配
信
し
、
自
宅
に
い
て
も
学

校
生
活
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、「Classi

」
の
活
用
を
前
提
と
し
た
学
習

計
画
を
学
校
全
体
で
立
案
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
を
強

化
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
表
現
教
育
科
の
設
置
以
来
、
学
校
の
雰
囲
気
は
大
き

く
変
わ
り
、
放
課
後
、
学
校
に
残
っ
て
学
習
す
る
生
徒

の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
分
か
ら

元
気
に
挨
拶
す
る
生
徒
が
増
え
、
身
だ
し
な
み
や
職
員

室
へ
の
入
退
室
の
マ
ナ
ー
も
格
段
に
向
上
し
た
。
教
師

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、

よ
り
能
動
的
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
継
続
し
て
高
い
進
学
実
績
を
上
げ

て
い
く
こ
と
だ
。

　「
生
徒
が
胸
を
張
っ
て
希
望
進
路
を
選
択
し
、
そ

れ
を
実
現
し
て
い
け
る
学
び
舎や

で
あ
る
と
と
も
に
、

母
校
に
誇
り
を
持
ち
、
卒
業
後
も
い
つ
で
も
帰
っ
て

来
ら
れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
。
そ
し
て
、
卒
業

生
が
母
校
で
教
壇
に
立
て
た
ら
最
高
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
生
徒
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な
が

ら
、
さ
ら
に
教
育
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
菅
野
教
頭
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

英語で世界が広がることを
生徒に伝えていきたい
表現教育科教務チーフ　阪上宏樹

　外国語系の大学を卒業後、民間企業の営業職を３年
間経験しました。その後、退職して、国際貢献という
大学時代からの夢を実現するため、青年海外協力隊と
して２年間、ケニアの男子の更正学校でボランティア
活動を行いました。教育やスポーツを通じて少年たち
と触れ合う中で、人を育てる大切さを知るとともに、
私自身の経験を日本の子どもたちに伝えたいと考える
ようになり、英語の教員免許を生かして本校に赴任し
ました。
　授業では、自身の経験を踏まえて、英語が使えるこ
とでどれだけ世界が広がるのかを、折に触れて話して
います。最近、「英語が好きになった」「外国語大学を
目指したい」という生徒も少しずつ増え、うれしく思っ
ています。
　赴任当初は、「なぜこんなルールも守れないのか」
と思うこともありました。しかし、「リベルテマナー」
が始まった頃から私の意識も変わり始め、できないこ
とを叱るのではなく、その生徒のよいところを見て、
「この力をもっと伸ばしていこう」と励ます指導に変
わっていきました。
　表現教育科の立ち上げ、そして発展とともに、私自
身も成長できた５年間でした。教科指導、学級運営と
学ぶべきことはたくさんありますが、地道に研鑽を積
み、生徒の希望進路の実現を支援していきたいと思い
ます。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱
安
定
し
た
進
学
実
績
を
上
げ
る

指
導
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
課
題
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.230

進路指導改革

組織的な進路指導で
生徒の志望を高め、
主体的な学びに導く

◎校訓は「仰高（心豊かな人生の創
造を目指し高遠の理想を仰ぐ）」。広島
県から様々な事業指定を受けてきてお
り、２０００年度「学力向上重点校」、
０３年度「進学指導拠点校」、０９年度
「トップリーダーハイスクール」、１５年度
「探究コアスクール」に指定される。

国公立大は、北海道大、東北大、名古
屋大、京都大、大阪大、神戸大、広島大、
九州大、県立広島大などに261人が合格。
私立大は、東京理科大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西大、関西学院
大などに延べ５３１人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1975（昭和50）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒731-0152
広島県広島市安佐南区毘沙門台3-3-1

082-879-4511

230
指導変革の

成果実践背景

◎公立高校の学区が
全県一区となり、成
績上位層の生徒が他
地域に流出。組織的
な進路指導の構築が
課題に

変革のステップ

◎志望校検討会の充
実、難関大学志望者
補習の実施、生徒の
主体性をより重視した
「総合的な学習の時
間」への変革を推進

◎組織的な進路指導
の体制が整い、国公
立大学合格実績が
Ｖ字回復を果たした。
２０１６年度入試は、
過去最高に近い２６１
人の合格者数を記録

http://www.yasufuruichi-h.hiroshima
-c.ed.jp/

広島県立

安古市高校
やす ふる いち

　
広
島
市
北
西
部
に
位
置
す
る
広
島
県
立
安や

す

古ふ
る

市い
ち

高
校

は
、
例
年
２
０
０
人
以
上
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
に
合

格
す
る
、
県
を
代
表
す
る
進
学
校
だ
。
し
か
し
、
か
つ

て
は
進
学
実
績
が
低
迷
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
広

島
県
で
は
２
０
０
６
年
度
に
公
立
高
校
の
学
区
が
撤
廃

さ
れ
、
同
校
の
学
区
の
成
績
上
位
層
か
ら
広
島
市
中
心

部
の
進
学
校
を
目
指
す
者
が
現
れ
始
め
た
。
そ
の
影
響

も
あ
り
、
国
公
立
大
学
進
学
者
数
は
徐
々
に
減
り
、
数

年
後
に
は
１
５
０
人
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
進
路
指

導
主
事
の
濵は

ま

井い

洋ひ
ろ

行ゆ
き

先
生
は
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
教
師
た
ち
に
も
危
機
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
伝

統
的
に
自
主
性
を
重
ん
じ
る
校
風
も
あ
り
、
学
校
を

挙
げ
て
改
革
に
着
手
す
る
機
運
は
な
か
な
か
盛
り
上

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
進
路
指
導
や
添
削
指

導
は
、
教
師
個
々
に
任
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
」

　
そ
う
し
た
中
、
09
年
度
に
県
の
「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当

時
の
奥
田
孝
憲
校
長
が
「
指
定
校
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

と
実
績
を
目
指
す
べ
き
」
と
力
説
し
、
10
年
度
に
改
革

が
始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
３
年
生
に
お
け
る
志
望
校

検
討
の
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
だ
。
学
年
団
と
進
路
指
導

部
が
連
携
し
て
進
路
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
、
進
路
検

討
会
議
の
充
実
を
図
っ
た
。
３
年
生
は
５
・
７
・
10
・

12
・
１
月
の
５
回
（
現
在
は
３
回
）、
全
担
任
と
教
科

進
学
実
績
回
復
に
向
け
、

組
織
的
な
進
路
指
導
体
制
を
構
築

30 February  2017
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.230

進路指導改革

組織的な進路指導で
生徒の志望を高め、
主体的な学びに導く

◎校訓は「仰高（心豊かな人生の創
造を目指し高遠の理想を仰ぐ）」。広島
県から様々な事業指定を受けてきてお
り、２０００年度「学力向上重点校」、
０３年度「進学指導拠点校」、０９年度
「トップリーダーハイスクール」、１５年度
「探究コアスクール」に指定される。

国公立大は、北海道大、東北大、名古
屋大、京都大、大阪大、神戸大、広島大、
九州大、県立広島大などに261人が合格。
私立大は、東京理科大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西大、関西学院
大などに延べ５３１人が合格。

設立

形態

生徒数

2016年度入試合格実績（現浪計）

1975（昭和50）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒731-0152
広島県広島市安佐南区毘沙門台3-3-1

082-879-4511

指導変革の

成果実践背景

◎公立高校の学区が
全県一区となり、成
績上位層の生徒が他
地域に流出。組織的
な進路指導の構築が
課題に

変革のステップ

◎志望校検討会の充
実、難関大学志望者
補習の実施、生徒の
主体性をより重視した
「総合的な学習の時
間」への変革を推進

◎組織的な進路指導
の体制が整い、国公
立大学合格実績が
Ｖ字回復を果たした。
２０１６年度入試は、
過去最高に近い２６１
人の合格者数を記録

http://www.yasufuruichi-h.hiroshima
-c.ed.jp/

広島県立

安古市高校
やす ふる いち

担
任
、
進
路
指
導
部
、
管
理
職
が
集
ま
り
、
生
徒
・
保

護
者
に
提
案
す
る
志
望
校
群
や
教
科
学
習
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
方
向
性
を
決
め
る
。
そ
し
て
、
担
任
は
、
進
路
検

討
会
議
の
情
報
を
基
に
、
個
別
面
談
や
三
者
面
談
に
臨

む
。　「

こ
こ
数
年
、
難
関
大
学
も
視
野
に
入
れ
た
進
路

指
導
の
で
き
る
教
師
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
志
望
校
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
、
模
試
デ
ー
タ
の
使

い
方
な
ど
、
進
路
情
報
や
分
析
ス
キ
ル
を
共
有
し
、

学
校
全
体
の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
濵

井
先
生
）

　
14
年
度
に
は
、
主
幹
、
進
路
指
導
主
事
、
学
年
主
任
、

各
教
科
担
当
に
よ
る「
難
関
大
学
指
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
足
し
た
。
目
的
は
、
難
関
大
学
に
合
格
で
き
る
受

験
学
力
だ
け
で
な
く
、
学
問
・
研
究
に
対
応
す
る
資
質
・

能
力
を
持
つ
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
難
関
大
学
指
導

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
だ
。
難
関
大
学
も
視
野
に
入
れ

た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
に
も
対
応
で
き
る
教
師
集
団
と

な
れ
ば
、
学
問
・
研
究
に
つ
な
が
る
授
業
や
指
導
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
高
み

を
目
指
し
て
自
分
の
力
を
伸
ば
そ
う
と
志
を
抱
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
理
念
が
根
底
に
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
も
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
も
の

の
、
学
年
間
、
担
任
と
教
科
間
、
教
科
内
な
ど
に
お
い

て
、
系
統
的
・
体
系
的
な
も
の
と
し
て
十
分
に
機
能
し

て
い
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、指
導
の
道
筋
を「
見
え
る
化
」

し
て
「
共
有
」
す
る
た
め
に
、３
年
間
を
見
通
し
た
「
難

関
大
学
指
導
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」（
図
）
を
作
成
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
他
学
年
も
含
め
た
全
教
師

に
よ
る
進
路
検
討
会
議
の
実
施
、
最
難
関
大
学
志
望
者

対
象
の
個
別
指
導
担
当
者
会
議
の
実
施
、
大
学
入
試
問

題
研
究
の
充
実
な
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
難
関
大
学
志

望
者
を
対
象
に
、７
月
（
ま
た
は
10
月
）
と
１
月
に
は
、

全
教
師
で
進
路
検
討
会
議
を
行
う
。
難
関
大
学
志
望
の

５
人
程
度
を
取
り
上
げ
、
個
別
学
力
検
査
ま
で
の
伸
び

を
推
測
し
、
必
要
な
指
導
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
そ
れ

ら
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
、
学
問
・
研
究
に
向

か
う
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、学
校
と
し
て
、教
科
と
し
て
、

授
業
者
と
し
て
何
を
し
て
い
く
の
か
を
共
有
す
る
。

　
ま
た
、生
徒
の
進
路
意
識
の
涵
養
に
も
力
を
入
れ
る
。

同
校
の
生
徒
は
、
入
学
時
は
ほ
ぼ
全
員
が
地
元
の
大
学

を
志
望
し
て
い
る
が
、
県
外
の
難
関
国
立
大
学
へ
も
自

分
の
希
望
進
路
と
結
び
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

１
年
生
か
ら
、
自
身
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
か
ら
２
ラ
ン

ク
上
の
大
学
を
志
望
校
に
設
定
さ
せ
る
の
も
そ
の
た
め

だ
。
さ
ら
に
補
習
で
は
、
１
年
生
か
ら
東
京
大
学
や
京

都
大
学
の
過
去
問
題
に
も
取
り
組
ま
せ
る
。
主
幹
教
諭

の
前
田
節
子
先
生
は
こ
う
語
る
。

「難関大学指導トータルプラン」（抜粋）図

指導とポイント、内容、教科、学年会、担任（進路指導）、留意点、行事予定（模試、
懇談等）の項目別で、各時期の活動を示した。　 ＊学校資料を基に編集部で作成

時期 指導とポイント 内容 教科

１
年
生

4 ～ 5 月

7 ～８月

9 月

10 月
難関大への適性
判定①

・教科担当による難関大対
応能力を有する生徒の発掘

進路検討会議

12 月
保護者への情報
提供

・難関大に関する情報提供
・難関補習の経過説明

1 ～ 2 月
・難関大補習生徒への意識
づけ

3 月
難関大への適性
判定②

・指導の経緯と本人・保護
者の考え方の把握
・２年生担任への申し送り

２
年 4 月

難関大候補生徒
の現状共通理解

・難関大候補生徒に関する
情報提供

指導の経過観察

指導の経過観察

難関補習スタート

情報提供

情報提供

情報提供

広
島
県
立
安
古
市
高
校

渡
辺
和
恵
　わ
た
な
べ
・
か
ず
え

教
職
歴
31
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。進
路
指
導
部
。

１
学
年
主
任
。「
謙
虚
な
挑
戦
者
と
し
て
、
生
徒
と
と
も

に
成
長
し
続
け
る
」

広
島
県
立
安
古
市
高
校

前
田
節
子
　ま
え
だ
・
せ
つ
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
主
幹
教
諭
。

「
日
々
生
徒
と
誠
実
に
向
き
合
い
、
勇
気
あ
る
挑
戦
を
支

援
す
る
」

広
島
県
立
安
古
市
高
校

平
野
洋
造
　ひ
ら
の
・
よ
う
ぞ
う

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
企
画
研
修

部
。
実
践
推
進
リ
ー
ダ
ー
。「
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
生
徒
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」

広
島
県
立
安
古
市
高
校

濵
井
洋
行
　は
ま
い
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
生
物
の
教
員
と
し
て
、
生
命
の
大
切
さ
と
神
秘

を
生
徒
に
伝
え
た
い
」

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
に
も
対
応
で
き
る

実
力
を
備
え
た
教
師
集
団
を
目
指
す

＊１ 学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」の 15 段階がある。
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１０年１０月号指導変革の軌跡「群馬県立前橋東高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

広島県立　安古市高校広島県立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　「
東
京
大
学
や
京
都
大
学
の
問
題
で
も
、
毎
日
の

授
業
を
し
っ
か
り
受
け
て
い
れ
ば
解
け
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
て
い
ま
す
。
授
業
の
大
切
さ
を
認
識
さ
せ
る

と
と
も
に
、
そ
う
し
た
問
題
に
ひ
る
ま
ず
や
り
抜
く

こ
と
が
、
自
分
に
も
手
が
届
く
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
指
導
す
る
教
師
も

問
題
研
究
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
学
問
・
研
究
に
対

応
す
る
授
業
づ
く
り
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
安
易
に
志
望
を
下
げ
な
い
よ
う
、
学
習
成
果

が
な
か
な
か
表
れ
な
い
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
教
科
面

談
」
も
行
う
。
１
・
２
年
生
で
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
を
基
に
、

家
庭
学
習
習
慣
は
身
に
つ
い
て
い
る
が
成
績
が
伸
び
て

い
な
い
生
徒
を
各
教
科
20
人
程
度
選
び
、教
科
担
当
が

面
談
。そ
の
相
談
内
容
、教
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、今

後
の
抱
負
を
ま
と
め
た
内
容
を
基
に
、担
任
と
も
面
談

を
行
う
。１
学
年
主
任
の
渡
辺
和
恵
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「『
定
期
考
査
の
成
績
が
上
が
っ
た
』『
行
き
詰
ま

り
が
打
開
で
き
て
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
』
な
ど
、『
教
科
面
談
』
を
機
に
学
力
を
伸
ば
し
た

生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
は
、一
定
の
期
間

を
空
け
て
再
度
面
談
を
し
て
、
生
徒
の
学
習
が
ど
う

変
容
し
た
の
か
を
追
跡
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
教
科
担
任
が
、
生
徒
の
予
想
外
の
つ
ま
ず
き
に
気
づ

け
る
こ
と
も
、「
教
科
面
談
」
の
メ
リ
ッ
ト
だ
。
英
語

科
担
当
の
平
野
洋
造
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
一
文
を
丸
暗
記
し
て
、
文
章
構
造
を
考
え
ず
に

音
読
し
て
い
た
生
徒
や
、
リ
ス
ニ
ン
グ
を
し
て
も
聴

き
っ
ぱ
な
し
で
復
習
し
な
い
生
徒
な
ど
、
学
習
の
目

的
を
理
解
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
習
の
目
的
や
意
味
を
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
生
徒
に
高
い
志
を
持
た
せ
、
主
体
的
な
学
び
に
向
か

わ
せ
る
た
め
に
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
行
う

の
が
「
仰

ぎ
ょ
う

高こ
う

ゼ
ミ
」
だ
。
同
校
は
15
年
度
か
ら
広
島
県

「
学
び
の
変
革
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
」（
＊
２
）
の
「
探
究
コ

ア
ス
ク
ー
ル
」に
、13
年
度
か
ら「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」

（
＊
３
）
に
指
定
さ
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
）
を
率
先
し
て
実
践
し
、
そ
の
内
容
を

地
域
や
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
15
年
度
に
赴
任
し
た
船
津
久
美
校
長
の
経
営
方
針

に
基
づ
き
、「
仰
高
ゼ
ミ
」
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を
軸

に
教
科
学
習
・
進
路
指
導
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
徒
の

主
体
性
を
よ
り
重
視
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
中
で
も
特
色
あ
る
取
り
組
み
は
、
１
年
生
の
「
ス
テ

ー
ジ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
だ
。
こ
れ
は
、
自
分
の
考
え
を

他
者
に
伝
え
る
説
明
の
仕
方
や
、
感
動
を
他
者
と
共
有

す
る
た
め
の
表
現
方
法
な
ど
を
学
ぶ
活
動
で
、
国
語
と

連
関
さ
せ
、
文
学
作
品
の
音
読
と
身
体
表
現
を
融
合
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
グ
ル
ー
プ
で
作
成
・
発
表
す
る
。

　
ま
ず
、専
門
家
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
後
、

生
徒
は
そ
れ
を
参
考
に
、
詩
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
身

体
を
動
か
す
の
か
を
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
、
作
者
の
意

図
、
情
景
な
ど
詩
の
世
界
を
声
と
身
体
で
表
現
す
る
。

そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
ば
れ
た
２
グ
ル
ー
プ
が

学
年
全
体
の
発
表
会
で
披
露
す
る
。「
発
表
を
通
じ
て
、

人
に
伝
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
学
ん
だ
」「
同

じ
詩
で
も
、
人
に
よ
っ
て
考
え
た
り
感
じ
た
り
す
る
視

点
が
違
う
こ
と
で
興
味
が
湧
い
た
」な
ど
、
表
現
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
、
興
味
・
関
心
を
高
め
る
生
徒
が

多
い
と
い
う
。ほ
か
に
、「
切
り
抜
き
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
１
年
生
）、「
教
育
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

進
め
る
べ
き
か
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
行
う
デ
ィ
ベ
ー
ト

（
１
・
２
年
生
）
な
ど
と
い
っ
た
活
動
を
行
う
。

　「
大
学
合
格
が
最
終
目
標
で
は
な
く
、
社
会
に
出

て
伸
び
て
い
く
人
材
を
育
て
る
の
が
私
た
ち
の
使
命

で
す
。
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
し
表
現

す
る
経
験
を
通
し
て
、
学
力
だ
け
で
は
な
い
新
た
な

時
代
を
切
り
開
く
力
を
持
た
せ
て
大
学
に
送
り
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
前
田
先
生
）

　「
仰
高
ゼ
ミ
」
の
集
大
成
は
、
３
年
生
で
行
う
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
こ
れ
は
、
持
続
可
能
な
社

生
徒
主
体
で
運
営
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
仰
高
ゼ
ミ
」
で
大
学
進
学
後
に

伸
び
る
力
を
育
む

＊２　2015 年度にスタートした広島県教育委員会の拠点事業。主体的な学びを創造するため、
授業研究、横断的・総合的な学びについて研究する「探究コアスクール」（６校）、教科の授業
研究や体験的な学びを促進する「活用コアスクール」（18 校）を指定。
＊３　ユネスコ憲章に示されたユネスコの理念を実現するため、平和や国際的な連携を実践す
る学校のこと。

生
徒
の
努
力
を
「
教
科
面
談
」
で

学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１０年１０月号指導変革の軌跡「群馬県立前橋東高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

広島県立　安古市高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
背
景
や
原

因
を
調
査
、
考
察
し
た
上
で
、
そ
の
解
決
を
模
索
す
る

活
動
だ
。
個
人
考
察
、
グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
経
て
、
ク
ラ
ス
単
位
で
課
題
を
設
定
し
、
11
月

に
学
年
全
体
で
発
表
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
各
ク
ラ
ス
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
が
ク
ラ
ス
テ
ー

マ
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
、
事
前
に

作
成
し
た
「
基
調
提
案
」
を
基
に
３
年
生
の
生
徒
全
員

で
討
論
す
る
。
16
年
度
は
、「
気
候
変
動
へ
の
対
応
」「
国

レ
ベ
ル
の
不
平
等
の
是
正
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
司
会
は

生
徒
が
務
め
、
ゲ
ス
ト
識
者
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
弁
護
士
や

教
育
セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事
に
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に

徹
し
て
も
ら
っ
た
。

　「
６
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
、
徐
々

に
生
徒
主
体
の
運
営
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
り
失
敗
し
た
り
し
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
生
徒
が
活
動
を
積
み
上
げ
、
自
分
た
ち

の
手
で
討
議
を
進
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自
分

が
将
来
ど
う
社
会
と
か
か
わ
り
、
ど
う
社
会
貢
献
し

て
い
く
の
か
を
一
人
ひ
と
り
が
深
め
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
」（
渡
辺
先
生
）

　
一
連
の
改
革
の
結
果
、
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
こ

の
５
年
間
継
続
し
て
２
０
０
人
を
超
え
、
16
年
度
入
試

で
は
２
６
１
人
に
達
し
た
。難
関
大
学
志
望
者
も
増
え
、

大
学
卒
業
後
の
社
会
に
出
て
か
ら
の
自
分
を
見
通
し
て

進
路
を
考
え
る
生
徒
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
を
支
え
る
の
が
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
授
業
づ
く
り
だ
。
現
在
、
全
県
で
取
り
組
む
広
島

版
「
学
び
の
変
革
」
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

同
校
で
も
全
教
科
の
授
業
で
深
い
学
び
の
あ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
16
年
度
秋
の
公
開
研
究
授
業
で
も
、
国
語
、
英
語

な
ど
４
教
科
が
「
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
」（
＊
４
）

を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、
生
徒
の
主
体
的
、
協
働

的
な
学
び
を
目
指
し
た
。「
個
人
で
は
あ
ま
り
説
得
力

の
な
い
よ
う
な
浅
い
理
解
の
解
だ
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
っ
た
こ
と
で
様
々
な
意
見
が
得
ら
れ
、
深
い

理
解
を
し
て
納
得
解
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
」「
自
分

の
資
料
を
し
っ
か
り
読
み
取
っ
て
班
員
に
伝
え
た
い
と

い
う
責
任
感
を
持
っ
て
ジ
グ
ソ
ー
活
動
に
取
り
組
め

た
」
と
生
徒
の
達
成
感
、満
足
感
も
高
か
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、「
仰
高
ゼ
ミ
」
の
取
り
組
み
と
リ
ン
ク
さ
せ

た
教
科
の
授
業
も
あ
っ
た
。
様
々
な
学
び
を
結
び
つ
け

て
、
活
用
さ
せ
て
い
く
授
業
づ
く
り
を
、
今
後
も
学
校

全
体
で
研
究
し
て
い
く
。

　「
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

答
え
の
な
い
問
い
に
対
し
て
、
他
者
と
協
働
し
て
最

善
解
を
考
え
抜
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢

献
で
き
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
前

田
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

主体的な学びを
学校全体で実現する
実践推進リーダー　平野洋造

　2016年度、私は企画研修部に配属されました。本
校は現在、広島版「学びの変革」アクション・プラン
に基づいて、学校を挙げて授業改善に取り組んでいま
す。次期学習指導要領に先駆けて、教師が話す講義形
式の授業から、生徒の主体的な学びを促すスタイルへ
と転換を図るのが目的です。各教科への周知や進捗状
況の管理を行うのが、企画研修部での私の仕事です。
まずは、教科主任会議に参加して、趣旨を説明してき
ました。夏季休業までに授業を通して生徒に身につけ
させたい資質・能力を明文化し、２学期にはアクティ
ブ・ラーニングを取り入れた研究授業を教科横断で行
いました。次は、３学期までに、どの単元でどのよう
な力を生徒につけさせるのかを具体化してもらう予定
です。
　先生方は授業改善に積極的で、校内への浸透はス
ムーズでした。難しかったのは、私自身が国や県の方
針、アクティブ・ラーニングの意義について理解する
ことでした。説明が表面的にならないよう、学習指導
要領や専門書を熟読して理解に努めました。
　アクティブ・ラーニングを取り入れた授業について
は、私自身、担当教科の英語の授業で手応えを感じて
います。生徒の活動を軸にすることで、生徒の表情が
生き生きしてくるのは新たな発見でした。今後も授業
力に磨きをかけて、生徒が自分の成長を実感できる授
業づくりを進めていきたいと思っています。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

全
教
科
で
、
主
体
的
な
学
び
を

促
す
授
業
づ
く
り
を
進
め
る

＊４　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上
がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で
書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこで得た知識を
交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの
意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。
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AfAfA terfterf

検討

BBBeforeeforeBeforeBBeforeB

栁
井
　
こ
の
用
紙
は
、
３

年
生
の
担
任
が
出
願
書
類

を
作
成
す
る
際
の
参
考
資

料
と
す
る
た
め
、
生
徒
に
書
か
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
模
試
の
機
会
も
少
な
く
、
中

だ
る
み
し
が
ち
な
３
年
生
０
学
期
を
、
受

験
生
に
な
る
準
備
期
間
と
し
て
過
ご
す
た

め
の
意
識
づ
け
も
、ね
ら
い
の
１
つ
で
す
。

た
だ
、
自
由
記
述
の
欄
に
何
を
書
け
ば
よ

い
か
分
か
ら
ず
、
空
欄
の
ま
ま
提
出
す
る

生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

鷲
見
　
私
も
、
出
願
書
類

作
成
の
た
め
、
３
年
生
１

学
期
に
同
様
の
取
り
組
み

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

部
活
動
や
行
事
で
務
め
た
係
な
ど
、
事
実

関
係
の
確
認
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
栁

井
先
生
の
学
校
の
も
の
は
、
頑
張
っ
た
こ

と
な
ど
を
文
章
で
書
か
せ
て
い
る
点
が
よ

い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
書
け
な
い
生

徒
も
い
る
の
で
す
ね
。

岡
本
　
学
年
が
上
が
る
ほ

ど
、
こ
う
し
た
志
望
調
査

や
生
活
調
査
を
受
け
る
機

会
が
増
え
ま
す
。
た
だ
し
、「
事
実
を
確

認
す
る
た
め
の
調
査
」
と
「
生
徒
の
内
面

に
近
づ
く
た
め
の
調
査
」
で
は
、
生
徒
は

受
け
止
め
方
が
異
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

何
を
目
的
と
し
た
も
の
な
の
か
を
、
明
確

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

栁
井
　
い
ろ
い
ろ
な
項
目
を
設
け
す
ぎ
て

し
ま
っ
た
た
め
に
、
生
徒
は
肝
心
の
「
こ

れ
を
書
く
こ
と
で
自
分
に
ど
ん
な
成
長
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
か
」
が
分
か
ら
な
く
な

り
、
書
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
受

験
生
に
な
る
こ
と
を
間
近
に
控
え
た
生
徒

の
気
持
ち
を
、
盛
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
に

し
た
い
で
す
。

岡
本
　
出
願
書
類
作
成
の
た
め
の
事
実
確

認
も
確
か
に
重
要
で
す
が
、
３
年
生
の
担

任
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、
ま
た
、
大
学
へ
の
志
望
の
度
合
い

を
確
認
す
る
機
会
と
し
て
も
機
能
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
、
生
徒
に
明
確
に
伝
え

た
い
で
す
ね
。
３
年
生
の
担
任
に
自
分
の

こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
い
、
目
標
を
共
有

し
た
状
態
で
受
験
生
と
し
て
の
４
月
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
の
は
、
大
き
な
ア
ド
バ
ン

AfAfAfterf
３
年
生
０
学
期

出
願
書
類
作
成
用
　

調
査
用
紙

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
と
も
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
３
年
生
１
学
期
を
前
に
、
出
願
書
類
作
成
や
３
年
生
の
担
任
に
連
携
す
る
た
め
の
「
出
願
書
類
作
成
用

　調
査
用
紙
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指
導
部
。

英
語
科
。「
教
師
は
生
徒
に
つ
く
ら
れ
る
」「
失
敗
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
の
始
ま
り
か
も
し
れ
な
い
」

埼
玉
県
立

春
日
部
高
校

　

岡
本
眞
一
郎
　

お
か
も
と
・
し
ん
い
ち
ろ
う

改良！指導ツール

自
己
の
成
長
を
振
り
返
ら
せ
る
こ
と
で
、

自
信
を
持
っ
て
３
年
生
を
迎
え
さ
せ
た
い

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
高
校
３
学
年

主
任
。
国
語
科
。「
人
に
優
し
く
、
己
に
厳
し
く
、
勉
強
は

た
ゆ
み
な
く
」

岡
山
県
・
私
立

岡
山
中
学
校
・
高
校

鷲
見
香
織
　

す
み
・
か
お
り

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
教
務
主
任
。

英
語
科
。「
伯
楽
に
は
な
れ
な
い
が
、 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
係
と

な
っ
て
、
個
々
の
よ
さ
を
照
ら
し
た
い
」

宮
崎
県
立

延の
べ

岡お
か

星せ
い

雲う
ん

高
校

　

栁
井
健
二
　

や
な
い
・
け
ん
じ

34 February  2017
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BeforeBeforeB AfAfA terfterf

出願書類作成に必要な
基礎情報を調査

３年生の担任が調査書を始めとする
出願書類を作成する際に、基本事項
を確認するための調査として、生徒
に記入させている。使用する時期は
教師によって異なるが、２年生２月
～３年生４月が中心だ。また、書か
れた内容のどの部分に注目し、声か
けするかも、それぞれの教師に任さ
れているのが現状である。

テ
ー
ジ
で
す
。

鷲
見
　
３
年
生
に
と
っ
て
一
番
困
難
な
こ

と
は
、
受
験
生
と
し
て
の
１
年
間
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
ひ
た
む
き
に
努
力
を

続
け
る
こ
と
で
す
。
３
年
生
に
な
っ
た
途

端
、
自
信
を
失
い
そ
う
に
な
る
機
会
が
一

気
に
増
え
て
い
き
ま
す
か
ら
、
３
年
生
０

学
期
の
う
ち
に
、
自
分
の
武
器
に
な
る
長

所
や
得
意
な
こ
と
を
意
識
さ
せ
て
お
き
た

い
で
す
。

岡
本
　
３
年
生
に
な
る
前
に
、
志
望
大
学

に
つ
い
て
何
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い

る
か
を
、
教
師
が
確
認
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
ね
。
多
忙
な
こ
の
時
期
、
一
人

ひ
と
り
と
面
談
を
行
う
の
は
難
し
い
で
す

が
、
入
試
科
目
を
知
ら
な
い
な
ど
、
明
ら

か
に
情
報
不
足
の
生
徒
に
は
個
別
に
声
か

け
で
き
ま
す
か
ら
。

ねらいと機能

宮崎県立延岡星雲高校　栁井健二先生　３年生0学期「出願書類作成用　調査用紙」

課題と解決策

生
徒
が
、
何
の
た
め
に
書
い
て
い
る
の
か
を
意
識
で
き
る

も
の
に
す
る
。

３
年
生
の
担
任
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
よ
り
円
滑

な
も
の
に
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

生
徒
が
受
験
生
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
長
所
や
得
意

な
こ
と
に
目
を
向
け
さ
せ
、自
信
を
引
き
出
す
内
容
に
す
る
。

検討会で明らかになった課題を踏まえ
「出願書類作成用調査用紙」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

／
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
宮
崎
大
な
ど
に

23
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、
立
教
大
、
同

志
社
大
な
ど
に
延
べ
１
１
８
人
が
合
格
。

埼
玉
県
立
春
日
部
高
校

◎
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
男
子
／
１
学
年
約
３
６
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
東

京
工
業
大
、
一
橋
大
な
ど
に
78
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲

田
大
な
ど
に
延
べ
３
８
１
人
が
合
格
。 

岡
山
県
・
私
立
岡
山
中
学
校
・
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
５
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
工
業
大
、
大
阪
大
、

岡
山
大
、
九
州
大
な
ど
に
42
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ

１
１
１
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１枚目は、３年生の担任が出願書類を作
成する際に役立つ情報を中心に記入す
る。ホームルームの時間で記入する場合
もあるが、学年やクラスによっては家庭
で記入し、提出することもある。

２枚目は、これまで頑張ったことやよかったことを中心に記入する。
ただ、記入の見本や観点を提示していないためか、欄がすべて埋ま
らない生徒もいる。
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何
を
書
く
の
か
を

生
徒
に
分
か
り
や
す
く
示
す

　「何
を
、
何
の
た
め
に
書
く
の
か
」
を
生
徒
に

伝
え
る
た
め
、
調
査
用
紙
が
「
事
実
の
確
認
」「
振

り
返
り
」「
希
望
進
路
」
の
３
つ
の
観
点
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
。「
振

り
返
り
」「
希
望
進
路
」
を
３
年
生
の
担
任
に
向

け
て
書
か
せ
る
の
は
、
進
路
選
択
や
そ
れ
に
伴
う

自
己
分
析
に
本
格
的
に
取
り
組
む
時
期
が
来
た
こ

と
を
生
徒
に
自
覚
さ
せ
る
ね
ら
い
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
３
年
生
の
担
任
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
書
き
や
す

い
項
目
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
記
入
ス
ペ
ー
ス
が
埋
め
や
す
く
な
り
、
３
年

生
の
４
月
を
前
向
き
に
迎
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
配
慮
で
も
あ
る
。

　ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
校
外
活
動
の

表
彰
歴
、資
格
取
得
な
ど
の
情
報
、さ
ら
に
は
困
っ

た
時
の
相
談
相
手
な
ど
も
書
か
せ
た
い
」
な
ど
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。実
際
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

項
目
は
学
校
や
担
任
に
よ
っ
て
柔
軟
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

改
訂
後
の
ね
ら
い
と
機
能

３年生 0 学期「出願書類作成用 調査用紙」　改訂版

1

2

3

３年生０学期に、２年間の
振り返りから生徒に自信
を持たせるとともに、希
望進路を把握する。

希望進路についての検討
や情報収集が進んでいな
いなど、３年生０学期に
対応しておくべき生徒に
は担任から声かけを行う。

３年生１学期に、新担任
との面談を行い、信頼関
係を構築する。

活用の流れ

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

全体が「事実の確認」「振り返り」「希
望進路」の３つで構成されているこ
とが分かるようにした。「振り返り」
は「3年生の担任先生への自己紹介」
として、まずは自分が高校生活の中
で肯定的に捉えていることから書か
せて、自信を引き出すようにする。

「希望進路」も、「３年生の担任先生への自己紹介」とし
て書かせる。また、入試科目のチェックやオープンキャ
ンパスへの参加が済んでいない生徒を把握し、個別の声
かけへとつなげていく。
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活用

栁
井
　
本
校
で
は
、
３
年

生
０
学
期
と
い
う
言
葉
は

生
徒
に
も
定
着
し
て
い
ま

す
が
、
苦
手
克
服
と
い
っ
た
学
習
面
で
の

優
先
事
項
だ
け
に
目
が
向
い
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
３
年
生
０
学
期
は
、
受
験

生
に
な
る
前
に
自
分
自
身
を
前
向
き
に
振

り
返
り
、
長
所
や
成
長
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
受
験
生
と
し
て
の
や
る
気
を
高
め
る

時
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
学

年
全
体
で
共
有
す
る
た
め
の
指
導
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
本
　「
３
年
生
の
担
任
へ

の
自
己
紹
介
」
と
い
う
設

定
に
し
た
こ
と
で
、
誰
に

向
け
て
、
何
の
た
め
に
書
く
の
か
が
明
確

に
な
り
、
生
徒
も
取
り
組
み
や
す
く
な
る

は
ず
で
す
。
ま
た
３
年
生
の
担
任
も
、
今

ま
で
以
上
に
興
味
を
持
っ
て
読
め
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鷲
見
　
書
き
手
に
と
っ
て
、
誰
に
向
け

た
も
の
な
の
か
、
相
手
が

は
っ
き
り
す
る
こ
と
は
重

要
で
す
ね
。
行
事
の
振
り

返
り
な
ど
で
も「
後
輩
に
向
け
て
書
こ
う
」

と
呼
び
か
け
る
と
、
生
徒
の
真
剣
さ
が

ぐ
っ
と
増
し
ま
す
。

岡
本
　
２
年
間
の
高
校
生
活
で
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
と
し
て
何
を
語
り
た
い
か
は
、

生
徒
に
よ
っ
て
様
々
で
し
ょ
う
。
特
に
、

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
志
願
者
が
多
い
高
校

の
場
合
は
、
自
由
に
自
分
の
成
長
を
振
り

返
ら
せ
た
方
が
、
志
望
理
由
書
で
の
自
己

ア
ピ
ー
ル
の
軸
が
見
つ
け
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
改
訂
版
で
は
、
書
き

た
い
項
目
を
選
択
式
に
し
て
い
ま
す
の

で
、「
自
分
が
書
け
る
こ
と
、

書
き
た
い
こ
と
を
書
け
ば
よ

い
」
と
前
向
き
に
取
り
組
め

る
は
ず
で
す
。
記
入
欄
の
大

き
さ
の
割
合
も
、
生
徒
に
自

由
に
決
め
さ
せ
て
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

栁
井
　
志
望
理
由
書
や
面
接

で
何
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か

は
、
生
徒
が
自
分
自
身
で
納

得
し
て
決
め
な
い
と
、
大
学

に
も
説
得
力
を
持
っ
て
伝
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

鷲
見
　
長
所
や
得
意
な
こ
と
だ
け
で
な

く
、
苦
手
な
こ
と
や
不
安
と
い
っ
た
要
素

も
適
度
に
引
き
出
し
た
い
で
す
ね
。以
前
、

生
活
調
査
で
生
徒
に
「
何
が
自
分
の
勉
強

の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
か
？
」
と
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
生
徒
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
進

路
の
迷
い
、
家
族
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の

１
つ
や
２
つ
は
、
誰
も
が
抱
え
て
い
る
も

の
で
す
。後
ろ
向
き
に
な
ら
な
い
程
度
に
、

自
分
の
弱
み
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

設
問
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
３
年
生

の
担
任
も
「
本
人
が
何
を
抱
え
、
何
を
頑

張
っ
て
い
る
の
か
」
を
知
っ
て
お
く
こ
と

で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
声
か
け

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

栁
井
　
３
年
生
の
担
任
が
出
願
書
類
作
成

に
取
り
組
む
時
、
心
に
あ
る
の
は
「
生
徒

の
よ
い
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
記
載
し
て
、

少
し
で
も
合
格
の
可
能
性
が
高
ま
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
に
高
校
生
活
を
振
り
返
ら
せ

た
り
、
志
望
を
語
ら
せ
た
り
す
る
時
も
、

生
徒
と
教
師
が
一
緒
に
な
っ
て
「
よ
い
と

こ
ろ
」
を
引
き
出
せ
る
指
導
ツ
ー
ル
を
使

い
た
い
も
の
で
す
。
多
忙
な
中
で
あ
っ
て

も
、
教
師
と
生
徒
を
つ
な
ぎ
、
生
徒
の
気

持
ち
を
前
向
き
に
す
る
よ
う
な
指
導
ツ
ー

ル
を
、
今
後
も
追
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」の指導ツールの応募時にご提供いただく個人情報は、今後の企画の検討
や製作の目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場合、手続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商
品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口

（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。 （株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご記入ください。

３
年
生
の
担
任
に
向
け
て
語
り
や
す
い

テ
ー
マ
で
、
肯
定
的
に
自
己
開
示
さ
せ
る

改良！指導ツール

◎「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールをより効果的に使用する指導
法を検討したい」といった、課題意識をお持ち
の先生方のご応募をお待ちしております。

必要事項❶～❹をご入力の上、
指導ツールを添付して

下記のe-mailアドレスにご送信ください

❶学校名・お名前　　❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、
どうすべきか分からない……

指導ツールを募集しています！
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地
方
創
生
時
代
に
あ
っ
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
だ
。
地
域
に

根
差
し
な
が
ら
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぎ
、

海
外
の
活
力
を
地
域
に
取
り
込
み
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く

│
そ
う
し
た
グ

ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
群
馬
県
前
橋
市
の
郊
外
に
あ
る

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
で
あ
る
。

　
同
大
学
は
、
学
生
数
約
１
０
０
０
人
の

単
科
大
学
で
、１
９
９
９
年
、短
期
大
学
を

４
年
制
大
学
に
改
組
し
、
日
本
初
の
国
際

社
会
学
部
を
設
置
し
て
以
来
、
国
際
的
な

視
野
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
諸
課
題
を
解

決
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
き
た
。
12
年

度
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
事
業
（
Ｇ

Ｇ
Ｊ
）」、
14
年
度
「
地
（
知
）
の
拠
点
整

備
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」、15
年
度
「
大
学
教
育

再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ
）」、
さ
ら

に
「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」
と
、
文
部
科

学
省
の
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
地
方
創

生
や
学
修
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
拡
充
さ
せ
て
い
る
。

　
16
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
た
Ｇ
Ｇ
Ｊ

で
は
、
育
成
を
目
指
す
人
材
像
に
「
次
世

代
の
地
域
社
会
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル

リ
ー
ダ
ー
」
を
掲
げ
、
群
馬
に
本
社
を
置

く
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
サ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
サ
ン
デ

ン
）
や
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
な
ど
と
連

携
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。
同
大
学
が

地
域
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
背
景
に

は
、
群
馬
の
地
域
性
が
大
き
い
と
、
大
森

昭
生
学
長
は
語
る
。

　「
群
馬
県
は
、
第
２
次
産
業
の
比
率
が
他

県
に
比
べ
て
高
い
、
も
の
づ
く
り
の
県
で

す
。
加
え
て
、
農
業
も
主
要
産
業
の
１
つ

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
で
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
時

代
の
う
ね
り
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
群
馬

を
担
う
人
材
が
、
国
内
の
こ
と
し
か
知
ら

ず
、
群
馬
の
中
だ
け
で
生
き
て
い
く
と
い

う
考
え
で
は
、
地
域
の
発
展
は
望
め
ま
せ

ん
。
群
馬
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

地
域
で
暮
ら
し
、
一
生
懸
命
働
き
な
が
ら

世
界
と
の
つ
な
が
り
を
築
け
る
よ
う
な
人

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
学
長

大
森
昭
生

　お
お
も
り
・
あ
き
お

国
際
社
会
学
部
長
、
副
学
長
な
ど
を
経

て
、
２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。

38 February  2017

地域社会を牽引する
グローカルリーダーの育成を目指す

地方私立大学の改革
共愛学園前橋国際大学 ●グローカルプロジェクト

地方の小規模単科大学ながら、文部科学省の複数の支援事業に採択され、各種大学ランキングの上位にも名
を連ねる共愛学園前橋国際大学。2012年度から「グローバル人材育成支援事業（GGJ）」、１４年度から「地
（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ）」に採択され、地域社会を牽引する「グローカルリーダー」の育成に力を入れ
ている。地域に根差したグローバル教育を通して、どのような人材を育てようとしているのか。そして、その
ために教育の質をどう保証するのか。地方私立大学の未来を先取りする取り組みをリポートする。

大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

地
域
で
働
き
な
が
ら
世
界
と
も
つ
な
が
れ
る
人
材
を
育
成
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材
が
、
地
方
に
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
」

　
群
馬
県
は
外
国
人
住
民
比
率
が
全
国
６

位
で
、
児
童
の
１
割
以
上
が
外
国
籍
と
い

う
小
学
校
も
あ
る
。
そ
う
し
た
「
生
活
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
は
、
今
後
、
全
国
の
地

方
都
市
で
加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

多
文
化
共
生
の
面
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
体

験
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
、
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
を
次
の
３
つ
に
定

義
し
た
。

①
英
語
を
中
心
と
し
た
外
国
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

②
主
体
性
・
積
極
性
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
・

協
調
性
・
柔
軟
性
・
責
任
感
・
使
命
感

③
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
地
域
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

　
そ
れ
ら
の
資
質
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
進
め
て
い
る
の
が
、「K

yoai 

Glocal Project

」
だ
。
課
題
解
決
型
学
習

や
高
度
な
語
学
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
世

界
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
学
び
を

深
め
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
そ
の
柱
と
な
る
取
り
組
み
は
、
ど
の

学
生
も
履
修
で
き
る
「Global Career 

T
raining

副
専
攻
」
だ
。「
語
学
」「
理
論
・

ス
キ
ル
」「
実
践
」
の
３
要
素
か
ら
成
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
１
対
１
の
英

語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
英
語
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
、
企
業

や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
教
育
と
し

て
、
主
体
性
や
協
調
性
を
育
む
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
全
科
目
の
75
％
の
授

業
で
取
り
入
れ
、
国
際
交
流
を
推
進
す

る
た
め
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
用

意
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
発
表
の
準
備
な
ど
が
行
い
や
す

い
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
校
舎
「K

Y
O

A
I 

CO
M

M
O

N
S

」
も
あ
る
。

　
学
生
が
大
き
な
成
長
を
見
せ
る
の
が
、

「Global Career T
raining

副
専
攻
」
の

中
の「Global Project W

ork

」（
図
１
）だ
。

　
例
え
ば
、「
児
童
向
け
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
夏
休
み
の

２
日
間
、
伊
勢
崎
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
海
外
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
。
企
画
・
運
営
を
担
当

す
る
の
は
、
希
望
者
で
結
成
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
だ
。
２
年
生
の
時
に
参

加
し
た
児
童
教
育
コ
ー
ス
（
小
学
校
教
員

養
成
課
程
）
３
年
の
中
里
美
穂
さ
ん
は
、

当
日
、
子
ど
も
に
提
示
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン

内
容
の
企
画
を
担
当
し
た
。

　「
昨
年
は
２
年
生
２
人
、
３
年
生
４
人
の

チ
ー
ム
で
し
た
が
、２
年
生
だ
か
ら
と
い
っ

て
先
輩
に
頼
れ
ば
よ
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
英

語
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
悩
み
な
が
ら
準
備

を
進
め
ま
し
た
」

　
15
年
度
は
小
学
校
15
校
か
ら
６
年
生
29

人
が
参
加
し
、
ク
イ
ズ
や
海
外
旅
行
プ
ラ

ン
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。
楽
し
そ
う
に

活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
大
き
な
達

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
国
際
社
会

学
部
国
際
社
会
学
科
４
年

堀
本
佳
道
　ほ
り
も
と
・
よ
し
み
ち

英
語
コ
ー
ス
所
属
。
群
馬
県
立
太
田

東
高
校
卒
業
。

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
国
際
社
会

学
部
国
際
社
会
学
科
３
年

中
里
美
穂

　な
か
ざ
と
・
み
ほ

児
童
教
育
コ
ー
ス
所
属
。
群
馬
県
立

前
橋
商
業
高
校
卒
業
。

プログラム 概要

アメリカ
研修サポート
インターン

伊勢崎市の中学生の海外研修（ミズー
リ州立大学・サンデンデトロイト工場）
の引率支援をする。

アジア圏での
ミッション

コンプリート研修

アジア圏のサンデン現地法人を拠点
に、現地において様々なビジネス・ミッ
ションに取り組む。

児童向け
グローバル教育
ワークショップ

学生、サンデン社員、伊勢崎市教育
委員会の協働プロジェクト。伊勢崎市
内の小学生が参加するワークショップ
を企画・運営、コーディネートする。

アジア
異文化研修

初めて海外を体験する学生向け。サンデ
ン現地法人訪問、大学生や高校生との
交流やボランティア活動を通して異文化
を体験。

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図１ 「Global Project Work」の活動例

写真１　2016 年度「児童向けグローバル教育ワークショッ
プ」の様子。小学校 14 校の６年生 38人が参加し、外国
について学べるゲームやクイズなどを楽しんだ。

 February  201739

学
年
を
超
え
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
様
々
な
課
題
解
決
に
挑
む

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
ら
れ
た
喜
び
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成
感
を
得
た
中
里
さ
ん
。
後
日
、
参
加
者

の
１
人
が
英
語
に
興
味
を
持
ち
、「
将
来
は

英
語
の
先
生
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
き

た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
と
い
う
。

　「
私
が
か
か
わ
っ
た
活
動
で
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
何

よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
将
来
は
小
学

校
の
先
生
に
な
り
、
世
界
で
活
躍
で
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
が

よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
」（
中
里
さ
ん
）

　
一
方
、
学
生
に
「
地
獄
の
研
修
」
と
呼

ば
れ
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
プ
リ
ー
ト
研

修
」
で
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
た
の
が
、
英

語
コ
ー
ス
４
年
の
堀
本
佳
道
さ
ん
だ
。
タ

イ
に
２
週
間
滞
在
し
、
サ
ン
デ
ン
の
現
地

法
人
か
ら
課
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り

組
む
課
題
解
決
型
研
修
で
あ
る
。
毎
朝
９

時
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
発
令
さ
れ
、
午
後
３

時
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
加
え
て
、
日
本
出
発
前
に
提

示
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
並

行
し
て
進
め
る
。

　
毎
日
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
タ
イ
語
で
の

自
己
紹
介
」
に
始
ま
り
、「
現
地
ブ
ラ
ン
ド

の
販
売
戦
略
」「
現
地
の
ラ
ー
メ
ン
店
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
徐
々
に
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
く
。フ
ァ
イ
ナ
ル
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、「
日
本
の
自
動
販
売
機
を
タ
イ
で
展

開
す
る
た
め
の
戦
略
」
だ
っ
た
（
写
真
２
）。

　「
内
容
的
に
も
時
間
的
に
も
厳
し
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
上
に
、
自
分
の
英
語
が
現

地
の
人
に
通
じ
ず
、
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
日
本
に
帰
り
た
い
と
何
度
も
思
い
ま

し
た
が
、
自
分
は
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
、

メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
一
番
英
語
が
話
せ
ま

し
た
。
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
責
任
感
か
ら
自
分
を
鼓
舞
し
て
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
最
後

に
、
現
地
企
業
の
社
長
か
ら
『
自
社
で
提

案
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

い
た
時
は
、
す
べ
て
の
苦
労
が
報
わ
れ
た

思
い
で
し
た
」（
堀
本
さ
ん
）

　
堀
本
さ
ん
は
、「
社
会
人
と
し
て
ど
の
よ

う
な
力
が
必
要
な
の
か
も
、
こ
の
研
修
を

通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
る
。

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
遂
げ
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
企
画
立
案
の
た
め
の
情
報
収
集
能
力
、

的
確
に
表
現
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
ネ
ゴ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
過
程
で
鍛
え
ら
れ
て
い
く
。

　「
こ
の
研
修
で
は
、
英
語
コ
ー
ス
、
国
際

コ
ー
ス
、
情
報
・
経
営
コ
ー
ス
な
ど
の
学

生
が
混
合
で
チ
ー
ム
を
組
み
ま
す
。
英
語

が
で
き
な
く
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
会
計
の

知
識
な
ど
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
で
き
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
も
臆
す
る
こ
と
な

く
、
課
題
解
決
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
発
揮
し
な
が
ら
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
地
方
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
に
必
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な

力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
大
森
学
長
）

　
学
生
の
成
長
を
可
視
化
す
る
た
め
に
、

写真２　2016 年３月に行われた「ミッションコン
プリート研修」で、ミッション達成のため、観光
客にヒアリング調査を行う様子。ミッションのプ
レッシャーから、自ら話さざるを得ない。

軸 12の力 力の定義

識見

共生のための
知識

多様な存在が共生し続けることができる社
会を築いていくために必要な知識

共生のための
態度

多様な存在が共生し続けることを尊重する
考えや行動

グローカル・
マインド

地域社会と国際社会のかかわりを捉え、両
者をつなぐことで、地域社会の発展に貢献
する姿勢

自律
する力

自己を
理解する力

自己の特徴、強みや弱み、成長を正確に理
解する力

自己を
制御する力

ストレスや感情の揺れ動きに対処しながら、
学びや課題に持続して取り組む力

主体性
人からの指示を待つのではなく、自らやるべ
きことを見つけ、行動する力

コミュニ
ケーション
力

伝え合う力
コミュニケーションにおいて、相手の意図を正し 
く理解し、自分の意図を効果的に伝達する力

協働する力
ほかのメンバーと協調しながら集団として目
標に向けて行動する力

関係を
構築する力 様々な他者と円滑な関係を築く力

問題に
対応する力

分析し、
思考する力

様々な情報を収集、分析し、論理的に思考
して課題を発見する力

構想し、
実行する力

課題に対応するための計画を立て、実行す
る力

実践的スキル
現代社会において、必要な基本的スキルと
自らの強みとなる実践的スキル

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図２ 「共愛12の力」

40 February  2017

社
会
人
と
し
て
必
要
な
力
を

学
ん
だ
海
外
研
修

身
に
つ
け
た
力
を

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
可
視
化
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同
大
学
の
学
生
は
、
45
％
が
海
外
留
学

制
度
を
利
用
し
、
90
％
以
上
が
キ
ャ
ン
パ

ス
内
外
で
展
開
さ
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
経
験
す
る
。
学
生
は
な
ぜ
様
々

な
活
動
に
挑
戦
す
る
の
か
。
学
生
が
皆
、

指
摘
す
る
の
は
、
周
囲
か
ら
の
刺
激
だ
。

　「
目
的
意
識
が
高
い
友
人
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
誰
々
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
、
資
格
試
験

の
準
備
を
始
め
た
と
い
っ
た
話
を
聞
く
と
、

自
分
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
を
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
」（
中
里
さ
ん
）

　「
こ
の
大
学
に
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
経

験
を
す
る
か
が
重
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
周
り
に
負
け
た
く
な
い
と
い

う
思
い
が
強
く
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
留
学
制
度
や
体
験
型
の

研
修
以
外
に
も
、
大
学
に
は
コ
ン
テ
ス
ト

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
、
学
生
主
体
で
取
り
組
む
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
意
欲
の
あ

る
学
生
が
力
を
発
揮
で
き
る
場
が
あ
る
こ

と
が
、
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
堀
本
さ
ん
）

　「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
」
と
い
う
大

学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
具
現
化
し
つ
つ
あ

る
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
地
元
企
業
の
海

外
関
連
の
部
署
で
活
躍
す
る
者
、
一
度
は

他
県
で
就
職
し
た
が
、
地
元
の
発
展
の
た

め
に
群
馬
県
に
帰
っ
て
く
る
者
が
増
え
て

い
る
。
ま
た
、
新
入
社
員
で
グ
ロ
ー
バ
ル

同
大
学
で
は
、
卒
業
時
ま
で
に
身
に
つ
け

た
い
力
と
し
て
「
共
愛
12
の
力
」（
図
２
）

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
。
学
生
は
年
度

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
ど
の
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
る
の
か
を
、
コ
ー
ス
の
担
当
教

員
と
相
談
し
な
が
ら
自
己
評
価
す
る
。
そ

の
内
容
は
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス
テ

ム
「K

yoai Career Gate
」
の
個
人
ペ
ー

ジ
に
、履
修
科
目
や
海
外
・
地
域
で
の
経
験
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と
と

も
に
蓄
積
さ
れ
、
ど
の
取
り
組
み
が
ど
の

力
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
か
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　「
私
た
ち
が
育
て
た
い
の
は
、
自
律
し
た

学
習
者
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
生
が

自
分
の
言
葉
で
自
分
自
身
の
成
長
を
語
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『K

yoai Career 
Gate

』
で
は
、『
こ
の
力
が
つ
い
た
の
は

海
外
研
修
で
こ
う
い
う
経
験
を
し
た
か
ら
』

と
い
う
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と

身
に
つ
け
た
力
が
関
連
づ
け
て
示
さ
れ
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学

生
が
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
と
と
も

に
、
自
分
に
足
り
な
い
力
を
考
え
て
、
履

修
科
目
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
」（
大
森
学
長
）

　「K
yoai Career Gate

」
に
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
、
学
生
が
自
身
の
活
動
履
歴

を
外
部
に
公
開
す
る「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」（
公

開
履
歴
書
）
の
機
能
も
備
え
た
。
就
職
活

動
で
は
、
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
企
業
の
採
用
担

当
に
伝
え
れ
ば
、「K

yoai Career Gate

」

に
蓄
積
さ
れ
た
在
学
中
の
活
動
や
成
長
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
ま
た
、
出
身
高
校
に

公
開
す
れ
ば
、
高
校
側
は
卒
業
生
の
成
長

や
活
躍
を
把
握
で
き
る
。

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
卒
業

生
や
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
プ
リ
ー
ト
研
修
」

で
課
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を

ば
ね
に
、帰
国
後
、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
て
大
学
生
部
門
賞
を
受
賞
し
、

在
学
中
に
起
業
し
た
学
生
も
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
す
る

か
ど
う
か
は
、
学
生
の
や
る
気
次
第
だ
。

　「
連
携
す
る
県
内
の
高
校
の
先
生
か
ら
言

わ
れ
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
、学
生
に
は
『
自

分
を
成
長
さ
せ
る
糧
を
つ
か
み
取
る
力
』

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
、
自
ら
挑
戦
す
る
姿
勢
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
積
極
的
に
挑
戦
す
る
学
生

と
受
け
身
の
学
生
の
間
に
は
『
チ
ャ
レ
ン

ジ
格
差
』
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
校

時
代
か
ら
様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
お

く
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
培
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
大
森
学
長
）

　
高
校
時
代
に
主
体
的
な
学
び
を
経
験
し

た
学
生
は
、
１
年
次
か
ら
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
い
う
。
多

く
の
大
学
が
、
学
生
の
意
欲
に
応
え
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
あ

と
は
学
生
自
身
が
そ
れ
を
い
か
に
利
用
で

き
る
か
だ
。
高
校
時
代
の
学
び
の
あ
り
方

が
、
大
学
で
の
さ
ら
な
る
成
長
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　「
本
学
の
教
育
を
高
校
現
場
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
教
育
の
現
状
を

知
っ
て
も
ら
い
、
高
校
と
大
学
が
互
い
に

刺
激
し
合
っ
て
教
育
を
変
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。『
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
』
は

大
学
と
産
業
界
、
高
校
教
育
と
の
接
続
で

大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
で
し
ょ
う
」（
大

森
学
長
）
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自
分
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れ
たAW

SD
C

に
出
場
し
た
。
部
長
の
野や

内な
い

瑛え

里り

さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
意
気
込
み

を
持
っ
てAW

SD
C

に
臨
ん
だ
と
い
う
。

　「
本
校
は
、
10
年
度
の
全
国
大
会
で
優
勝

し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
世
界

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
１

勝
も
で
き
な
か
っ
た
と
聞
き
、
先
輩
の
分

も
勝
ち
た
い
と
、
メ
ン
バ
ー
で
力
を
合
わ

せ
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
」

　
指
導
者
と
し
て
２
回
目
の
国
際
大
会
出

場
と
な
っ
た
顧
問
の
浜
野
清き

よ

澄ず
み

先
生
は
、

生
徒
の
入
部
時
か
ら
、
国
際
大
会
出
場
を

見
据
え
て
英
語
力
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　「
部
員
は
学
校
教
育
の
み
で
英
語
を
学
ん

で
き
た
者
が
多
く
、
皆
、
入
部
し
て
か
ら

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
ん

な
生
徒
た
ち
で
も
、
世
界
で
通
用
す
る
英

語
を
話
せ
る
よ
う
、
指
導
し
て
き
ま
し
た
」

　
勝
利
へ
の
壁
と
な
っ
て
い
た
の
は
、デ
ィ

ベ
ー
ト
形
式
の
違
い
だ
。全
国
大
会
は
、大

会
前
に
論
題
が
提
示
さ
れ
る
準
備
型
で
行

わ
れ
る
が
、AW

SD
C

で
は
、
試
合
直
前

に
論
題
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
場
で
立
論
す

る
即
興
型
が
採
ら
れ
て
い
る
。
同
部
は
、

国
内
の
即
興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
も
上

位
入
賞
を
果
た
し
て
い
た
が
、
準
備
型
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
慣
れ
ず
に

苦
労
し
た
と
、
嶋
村
綾
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　「
私
た
ち
の
チ
ー
ム
に
は
、
帰
国
子
女
が

１
人
も
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
英
語
で
立

論
す
る
ス
ピ
ー
ド
や
、相
手
の
論
点
を
し
っ

か
り
聞
き
取
る
リ
ス
ニ
ン
グ
力
に
不
安
を

　
全
国
高
校
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
連
盟

（H
EnD

A

）
が
主
催
す
る「
全
国
高
校
生

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」（
以
下
、
全
国

大
会
。
＊
１
）
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
主

に
ア
ジ
ア
の
国
々
が
出
場
す
る
英
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
国
際
大
会
「A

sia W
orld 

Schools D
ebating C

ham
pionships

（AW
SD

C

）」（
図
１
）
の
出
場
権
が
与

え
ら
れ
る
。
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立

浦
和
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
は
、

２
０
１
５
年
12
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会

で
優
勝
し
、
16
年
７
月
に
タ
イ
で
開
催
さ

感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
論
題
に
は
政
治
、

経
済
、
環
境
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
ら
の
知
識
や
教
養
を
深
め
る
必

要
も
あ
り
ま
し
た
」

　
練
習
と
し
て
16
年
３
月
に
出
場
し
た
即

興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
国
内
大
会
で
は
、
同

じ
くAW

SD
C

に
出
場
す
る
全
国
選
抜
メ

ン
バ
ー
（
本
誌
16
年
10
月
号
Ｐ
．50
〜
53
参

照
）
と
対
戦
し
完
敗
し
た
。
危
機
感
を
抱

い
た
同
部
は
、
即
興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取

り
組
む
Ｏ
Ｂ
の
大
学
生
か
ら
指
導
を
受
け
、

即
興
型
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
学
び
直
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
過
去

の
大
会
の
動
画
を
教
材
に
、相
手
の
ス
ピ
ー

チ
を
聞
き
取
っ
て
反
論
を
述
べ
る
練
習
を

重
ね
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
も
鍛
え
て
い
っ
た
。
＊１　2006年 12月に初めて開かれ、16年度で11回を迎えた。詳しくは、全国高校英語ディ
ベート連盟（HEnDA）のウェブサイトをご覧ください。http://henda.global/

高
校
か
ら
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
を

始
め
た
メ
ン
バ
ー
が
国
際
大
会
に
出
場
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英
語
力
、
思
考
力
、
精
神
力
が
鍛
え
ら
れ
る
と
出
場
者
が
実
感

埼
玉
県
の
公
立
高
校
２
校
が

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
国
際
大
会
に
出
場
！

埼
玉
県
高
等
学
校
英
語
教
育
研
究
会
は
、
生
徒
が
主
役
と
な
り
、
英
語
を
意
欲
的
に
学
習
す
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
挑
戦
を
し
て
い
る
。

そ
の
１
つ
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
指
導
だ
。
今
回
は
、
全
国
大
会
で
も
上
位
入
賞
の
常
連
校
で
あ
る

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
校
と
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
が
、
海
外
で
行
わ
れ
た
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
国
際
大
会
に
出
場
し
た
模
様
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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大
会
に
は
３
人
１
組
で
２
チ
ー
ム
が
出

場
。ま
ず
、予
選
が
２
日
間
行
わ
れ
、各
チ
ー

ム
６
試
合
を
戦
っ
た
。
松
本
紗
季
さ
ん
は
、

試
合
中
、
他
国
の
出
場
者
と
の
英
語
力
の

差
を
何
度
も
痛
感
し
た
と
言
う
。

　「
私
の
ス
ピ
ー
チ
後
、
ジ
ャ
ッ
ジ
に
『
あ

な
た
の
英
語
は
分
か
ら
な
い
』
と
言
わ
れ

て
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
リ
ス
ニ

ン
グ
も
、
相
手
の
ス
ピ
ー
チ
の
趣
旨
は
分

か
っ
て
も
、
細
か
い
部
分
が
聞
き
取
れ
ず
、

論
旨
の
ず
れ
た
反
論
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　
予
想
を
超
え
る
国
際
大
会
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
初
め
は
戸
惑
っ
た
。

し
か
し
、
試
合
を
重
ね
る
う
ち
に
練
習
し

て
き
た
こ
と
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
ジ
ャ
ッ
ジ
の
講
評
も
参
考
に
し
て

修
正
を
図
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、Ａ
チ
ー

ム
は
３
試
合
目
で
初
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
１
日
目
の
反
省
を
生
か
し
、

気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
。

　「
ジ
ャ
ッ
ジ
に
渋
い
顔
を
さ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
諦
め
た
ら
、
そ
こ
で
終
わ
り
で
す
。

挽
回
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
何
が
あ
っ
て
も
冷
静
に
ス
ピ
ー
チ
を

続
け
ま
し
た
」（
長
江
佳
乃
さ
ん
）

　
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
先
生
と
相
談
し
て
、
メ

ン
バ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え
た
。

　「
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
意
外
に
も
う
ま
く
い
き
ま

し
た
。
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
ま
で
の

方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
思
い
切
っ
て
変
え

る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
」

（
玉
村
優ゆ

奈な

さ
ん
）

　
徐
々
に
耳
が
慣
れ
、
対
戦
相
手
の
英
語

も
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｂ
チ
ー
ム

も
勝
利
を
収
め
た
。

　「
５
試
合
目
は
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
何

度
も
確
認
し
、
相
手
の
論
も
し
っ
か
り
聞

き
取
れ
た
の
で
、
的
確
に
反
論
で
き
ま
し

た
。
６
試
合
中
最
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ

試
合
で
、
勝
て
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
校

会場　タイ・バンコク　期間　2016 年 7 月 6 〜 11 日

参加国　南アフリカ、台湾、マレーシア、タイ、中国、日本、バングラデシュ、イン
ドネシア、シンガポール、韓国、スリランカ、インドの 12 か国。１か
国で複数のチームが出場。さいたま市立浦和高校からは２チームが出場。

試合方式　予選6試合を行い、上位8チームが決勝戦に進出。即興型ディベートで、
試合開始 1 時間前に論題が発表される。論題は「This House believe 
that doctors should be allowed to strike.（医者がストライキをする
ことを認めるべきである）」のほか、政治、経済、環境など多岐にわたる。
３人のジャッジがボート（投票）した数が多いチームの勝利。

戦績　A チーム６戦２勝６ボート、B チーム６戦１勝３ボート

AWSDC（Asia World Schools Debating Championships）概要図１

写真１　さいたま市立浦和高校のチームは、日本の大会
とは異なる雰囲気に圧倒されつつ、試合を重ねるうちに
普段通りのディベートができるようになっていった。

試
合
を
通
し
て
、
英
語
力
や

思
考
力
、精
神
力
が
大
き
く
向
上

教
諭浜野

清
澄

は
ま
の
・
き
よ
ず
み

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
15
年
目
。
英
語
科
。
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
部
顧
問
。

３
年
生

野
内
瑛
里

や
な
い
・
え
り

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
部
長
。AW

SD
C

で
は
Ａ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。

３
年
生

嶋
村
　綾

し
ま
む
ら
・
あ
や

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ａ
チ
ー
ム
。

３
年
生

松
本
紗
季

ま
つ
も
と
・
さ
き

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ａ
チ
ー
ム
。

３
年
生

大
澤
　賢

お
お
さ
わ
・
け
ん

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ｂ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。

３
年
生

玉
村
優
奈

た
ま
む
ら
・
ゆ
な

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ｂ
チ
ー
ム
。

３
年
生

長
江
佳
乃

な
が
え
・
よ
し
の

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
Ｂ
チ
ー
ム
。

３
年
生

浅
倉
裕
登

あ
さ
く
ら
・
ゆ
う
と

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
。AW

SD
C

で
は
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
。
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基
づ
い
た
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
て
、
相

手
を
納
得
さ
せ
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
し
て
、
相
手
の
主
張
を

理
解
し
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を

伝
え
て
、
物
事
を
論
理
的
に
解
決
し
て
い

く
、
そ
う
し
た
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
浜
野
先
生
）

　
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
の
英
語
部
が
出
場

し
た
の
は
、
全
米
最
大
の
ス
ピ
ー
チ
・
デ
ィ

ベ
ー
ト
競
技
団
体N

FL

（T
he N

ational 
Forensic League

）
が
主
催
し
た
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
だ
。
部
長
の
幅は

ば

裕ゆ
う

斗と

さ
ん
ら

２
人
が
、
15
年
６
月
に
大
分
県
で
行
わ
れ

たN
F

L
J

（
＊
２
）
主
催
の
日
本
大
会
で

優
勝
し
、
16
年
６
月
開
催
の
全
米
大
会
に

出
場
す
る
日
本
代
表
４
チ
ー
ム
の
う
ち
の

１
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
。

　N
FL

の
大
会
はPublic Forum

（
＊
３
）

と
い
う
デ
ィ
ベ
ー
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
２

人
１
組
の
チ
ー
ム
対
抗
と
な
る
。
日
本
の

主
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
は
日
本
の
高
校
生

の
出
場
者
が
主
体
と
な
る
た
め
、
帰
国
子

女
の
出
場
枠
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
大
会
は
主
催
が
ア
メ
リ
カ
の
団
体
で
あ

り
、
全
米
大
会
の
出
場
者
は
ア
メ
リ
カ
各

地
の
地
区
代
表
が
中
心
と
な
る
た
め
、
そ

う
い
っ
た
制
限
が
な
い
。
幅
さ
ん
は
小
学

６
年
生
か
ら
４
年
間
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん

だ
経
験
が
あ
り
、
英
語
力
は
申
し
分
な
さ

そ
う
に
思
え
る
が
、も
う
１
人
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
は

な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
人
と
の
対
戦
は
大

き
な
挑
戦
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
論
題
は
大
会
２
か
月
前
に
提
示

さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
の
予
備
選
挙
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。

日
本
の
高
校
生
に
は
全
く
な
じ
み
の
な
い

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
た
め
、
資
料
探
し
に
苦

戦
し
た
と
い
う
。

　「
自
分
た
ち
の
立
論
だ
け
で
な
く
、
相

手
の
主
張
を
予
想
し
て
、
反
論
で
き
る
準

備
も
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ッ
ジ
が
論
拠
を
求
め
る
場
面
も
あ
る

の
で
、
そ
の
た
め
の
資
料
を
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
主
張
を
裏
づ

け
る
内
容
を
英
語
の
資
料
か
ら
探
す
の
は

大
変
で
、
部
活
動
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

家
で
も
準
備
を
進
め
ま
し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
英
語
部
顧
問
の
小
河
園
子
先
生
は
、
幅

さ
ん
の
努
力
を
こ
う
た
た
え
る
。

　「
幅
さ
ん
は
小
学
校
高
学
年
で
渡
米
し
た

の
で
、
日
本
チ
ー
ム
の
中
で
英
語
力
が
特

に
伝
え
る
こ
と
で
、
日
本
チ
ー
ム
が
世
界

レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」（
大
澤
賢け

ん

さ
ん
）

　
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
経
験
を
通
し
て
、

生
徒
は
様
々
な
力
を
伸
ば
し
て
い
く
と
、

浜
野
先
生
は
実
感
し
て
い
る
。
　

　「
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
物
事
を
両
面
か
ら

捉
え
、
各
面
を
冷
静
に
分
析
し
、
そ
れ
に

（
浅
倉
裕ゆ

う

登と

さ
ん
）

　
予
選
で
敗
退
は
し
た
が
、
海
外
勢
に
勝

ち
星
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
は

大
き
な
手
応
え
を
得
た
。

　「
他
国
の
出
場
者
も
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日

本
に
も
勝
ち
上
が
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
は

ず
で
す
。
私
た
ち
の
経
験
を
次
の
出
場
者

─ AWSDCに出場して─

＊２　NFL の日本版の大会を運営する組織。NFLJ の大会で勝ち進めば、アジア大会やアメリカでのインターナショナル大会に出場することができる。　＊３　２人
１組のチーム対抗で、時事問題を論題にディベートを行う。First Speaker の立論→質疑応答→ Second Speaker の立論→質疑応答→要約→ Grand Crossfi re（４人
での議論）→最終立論という順番で進める。

全
米
最
大
の
団
体
が
主
催
す
る

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
挑
戦

●大会では、自分から積極的に話しかけて、外国の友人もできました。いろいろな国の
人と交流して考え始めたのが、どうすれば多様な文化を背景に持つ人々が共生できる
のだろうということです。それを大学で学びたいと思い、進路を考え直しています。（野
内さん）

●他国の出場者は、皆、自信を持ってスピーチをしていました。そうした態度も含めて、
世界で主張していくためには、相手を納得させられる術を身につけなければならない
と思います。アジアには英語が母国語の国は少なく、いろいろな英語を話す人がいる
中で日本の主張を伝えていくために、対話力をもっと磨きたいと思います。（嶋村さん）

●国際大会に挑戦して、自分の英語力がまだまだだと感じました。どうすれば日本人の
英語力が高まるのか、大学で勉強し、教師になって、子どもたちの英語力を育ててい
きたいと思います。（松本さん）

●大会後、友人との会話の中で、自然とうなずいたり、首をかしげたりしている自分に
気づきました。相手の発言をうのみにするのではなく、深く考えよう、調べてみよう
という態度になり、自分が発言をする時も、筋が通っているか、自分がそう思う根拠
は何かを考えるようになりました。（大澤さん）

●ディベートの活動を通じて感じたのは、社会が求めているのは、ただ英語を話せる人
ではなく、深い思考力を持つ人なのだということです。日本のメディアだけでなく、
海外のラジオを聴くようになり、受験勉強ということだけでなく、教養を高めるため
にも英語の学習を続けたいと思います。（玉村さん）

●英語が話せるだけでは、コミュニケーションを取るのは難しいと気づきました。対話
を続けるためには、相手の話に応じて、自分の考えを話すことが大事です。相手の文
化や価値観についての知識も必要であり、会話力をもっと身につけたいと思いました。

（長江さん）
●入試対策として小論文を初めて書いた時、自分が思っていたよりもすらすらと書けて

びっくりしました。ディベートで何度も立論をしていたおかげだと思います。時事問
題も勉強していますが、まだ自分の考えを深く語れるほどではありません。大学では
そこを突き詰めて学びたいと考えています。（浅倉さん）
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段
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
本
人
も
自

覚
し
て
お
り
、
日
本
チ
ー
ム
全
体
を
指
導

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
やN

FL

の
日
本
支

部
の
代
表
者
に
自
ら
質
問
す
る
な
ど
、
人

一
倍
努
力
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

姿
勢
は
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー
の
意
識
を
変

え
て
い
き
、
よ
り
綿
密
に
準
備
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　
全
米
大
会
に
は
、
全
米
の
地
区
代
表
と

海
外
代
表
の
計
２
８
５
チ
ー
ム
が
出
場（
図

２
）。
あ
ま
り
の
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
つ
つ
も
、
幅
さ
ん
た
ち
は
冷
静
だ
っ
た
。

　「
英
語
母
語
話
者
が
ど
の
よ
う
に
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
進
め
る
の
か
に
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、
試
合
に
も
前
向
き
に
取
り
組
め
ま

し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
幅
さ
ん
が
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
の

は
、「Grand Crossfire

」
と
い
う
４
人
同

時
に
参
加
し
て
質
問
・
応
答
、
主
張
・
反

論
を
行
う
３
分
間
で
の
こ
と
だ
。
幅
さ
ん

が
相
手
の
主
張
に
反
論
し
た
と
こ
ろ
、
相

手
は
再
反
論
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。

　「
相
手
が
沈
黙
す
る
姿
に
、
自
分
の
立
論

が
正
し
く
、
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
る
の

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
英
語
母
語
話
者
で

あ
る
相
手
を
う
な
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
幅
さ
ん
た
ち
は
相
手
の
間
違
い
を
冷
静

に
指
摘
し
、
相
手
が
感
情
的
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
に
流
さ
れ
ず
に
理
詰
め
で
進
め
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
選
の
予
選
は
通

過
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
際
部
門
の
予
選

は
３
勝
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

目
標
を
大
き
く
上
回
る
戦
績
を
残
し
た
。

　「
相
手
の
発
言
に
納
得
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
相
手
の
主
張
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
に
、
最
後
ま
で
話
を
し
っ
か
り

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
幅
さ
ん
）

　
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
し
て
身
に
つ
い
た
力

を
生
か
し
、
社
会
を
引
っ
張
る
人
物
に
な

り
た
い
と
、
幅
さ
ん
は
将
来
像
を
語
る
。

　
そ
う
し
た
生
徒
の
成
長
を
受
け
て
、
小

河
先
生
は
、
英
作
文
の
指
導
で
、
生
徒
の

考
え
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
指
摘
を
心
が
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
す
。

　「
自
分
の
考
え
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

い
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
を
納
得
さ

せ
る
に
は
根
拠
や
条
件
を
示
す
必
要
が
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
生
徒
に
伝
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
デ
ィ
べ
ー
ト
は
、
課
題

を
分
析
し
、
解
決
策
を
論
理
的
に
探
る
と

い
う
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る

力
が
鍛
え
ら
れ
る
教
育
活
動
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
、
校
内
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
生
徒
の
活
躍
に
触
発
さ
れ
て
、
教
師

の
意
識
も
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
」

埼
玉
県
立
浦
和
高
校

会場　アメリカ・ユタ州ソルトレーク市　　期間　2016 年 6 月 13 〜 17 日

論題　On balance, it is beneficial to have one day primary for Presidential 
Election.（アメリカ大統領選挙の予備選挙を１日にまとめて行うようにす
べきであるか、否か）

試合方式　全米の地区代表と海外代表の計 285 チームによる予選を行い、上位
64 チームが決勝に進出。さらに、ベスト 64 に残らなかった米国チー
ムの中で改めて登録したチームと、海外チームによる国際部門も実施。
予選の上位 16 チームが決勝トーナメントに進出。

戦績　本選は６戦１勝４敗１引き分けで予選敗退。国際部門は４戦３勝１敗で予
選通過。決勝トーナメントは１回戦で敗退。ベスト 16。

NSDA（National Speech and Debate Association）米国大会概要図２

写真２　２人が本番で見せた思い切りのよさや、冷静に本
質を突く試合運びは、小河先生も驚くほどだったという。

写真３　「大会を通してディベート力、英語力が上がった。
臨機応変に対応する力をもっと高めたい」と幅さんは言う。

納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

最
後
ま
で
聞
く
姿
勢
が
つ
い
た

教
諭小河

園
子

お
が
わ
・
そ
の
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。
国
際
交
流
部
主
任
。

英
語
部
顧
問
。
英
語
科
。

３
年
生

幅
　裕
斗

は
ば
・
ゆ
う
と

英
語
部
部
長
。
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ら
れ
る
よ
う
、
２
週
間
の
間
を
空
け
て
２

回
（
各
１
日
間
）
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
。

　
参
加
者
の
教
科
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
国

語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
数
学
、
理
科
、

英
語
の
教
科
別
に
定
員
枠
を
設
け
て
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
府
や
兵
庫
県
を
中
心

に
近
畿
地
方
の
高
校
教
員
58
人
が
参
加
。

若
手
教
師
だ
け
で
な
く
、
管
理
職
を
中
心

に
教
職
歴
が
30
年
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
教

師
も
参
加
し
た
。
担
当
教
科
や
経
験
、
立

場
の
異
な
る
教
師
た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
協
働
し
、
Ａ
Ｌ
へ
の
見
識
を
そ
れ
ぞ

れ
深
め
る
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
年
度

の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
、
Ｔ
Ａ
）
と
し
て

加
わ
り
、
参
加
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
関
西
大
学
が
高
校
教
員
を
対
象
と
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ

Ｌ
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
の

は
、
２
０
１
５
年
度
に
続
い
て
２
回
目
だ
。

講
師
の
森
朋
子
教
授
が
専
門
と
す
る
「
学

習
研
究
」
の
観
点
か
ら
生
徒
の
学
び
や
理

解
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
説
し
、
Ａ
Ｌ
の
意
義

や
有
効
な
実
践
方
法
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

参
加
者
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の
授
業
づ
く

り
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
参
加
者
が
講
義
で
学
ん
だ
理
論
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実
践
し
な
が
ら
身
に
つ
け

↘ように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点
で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー
活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

日　程　2016年 11月 26日、12月 10日の2日間
講　師　関西大学教育推進部　森朋子教授
参加者　高校教員58人（内訳　教科：国語10人、地理歴史・公民11人、

数学11人、理科16人、英語10人／教職歴：1～5 年目14人、
6～10 年目15人、11～15 年目5人、16～20 年目7人、21
～25 年目５人、26～30 年目4人、31～34 年目8人）

１
日
目

講義＆実習

アクティブ・ラーニングとは何か
アクティブ・ラーニングが抱える課題
よいアクティブ・ラーニングをつくるコツ
ワーク❶（講義の内容の振り返り）

実習
ワーク❷（個人ワーク）
ワーク❸（シェアワーク）

２
日
目

講義＆実習
ワーク❹（前回の振り返り）
ワーク❺（グループワーク）
ワーク❻（ジグソー法）

講義
アクティブ・ラーニングの評価
まとめ

セミナーの概要、プログラム図1

「
学
習
研
究
」
の
成
果
を

高
校
教
育
に
還
元

＊同大学の資料を基
に編集部で作成

 February  2017

関
西
大
学
が
高
校
教
員
対
象
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
的
な
手
法
を

理
論
と
実
践
の
両
面
で
学
ぶ

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
高
校
現
場
で
も
関
心
を

集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
関
西
大
学
は
、
Ａ
Ｌ
の
実
践
に
有
用
な
知
見
を
提
供
す
る
た
め
、
２
日
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
「
高
校
教
員
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
創
る
！
」

を
開
催
し
た
。
近
畿
地
方
の
高
校
教
員
58
人
が
参
加
し
、「
学
習
研
究
」
の
観
点
か
ら
Ａ
Ｌ
に
関
す
る
理
論
と
実
践
を
学
ん
だ
。
そ
の
内
容
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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１
日
目
は
講
義
と
実
習
が
行
わ
れ
た
。

　
講
義
で
は
、
学
習
研
究
や
脳
科
学
の
観

点
か
ら
学
び
や
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
学
習
内
容
は
先
行

知
識
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
る
た
め
、

生
徒
個
々
で
先
行
知
識
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
生
徒
全
員
が
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
た

知
識
を
自
分
の
も
の
に
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
や
、
知
識
は
活
用
し
て
初
め
て

内
化
（
＊
１
）
さ
れ
る
と
い
っ
た
学
習
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
し
、
自
身
の
指
導
と

生
徒
の
学
び
に
か
い
離
が
な
い
か
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

　
続
い
て
、
今
後
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
学

力
や
次
期
学
習
指
導
要
領
の
方
向
性
、
授

業
に
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
る
ね
ら
い
を
解
説

し
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
具
体
的
な
つ
く
り

方
の
説
明
に
入
っ
た
。
森
教
授
は
ま
ず
、

生
徒
の
学
び
が
深
ま
る
授
業
の
共
通
点
と

し
て
次
の
３
つ
を
挙
げ
た
。

①
Ａ
Ｌ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
い
授
業
と
は

何
か
を
考
え
て
い
る
。

②
生
徒
の
理
解
度
や
能
力
に
合
わ
せ
て
、

内
化
→
外
化
（
＊
２
）
→
内
化
が
行
わ

れ
て
い
る
。

③
個
人
を
基
盤
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
を
総
合
し
た
Ａ
Ｌ
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
例
が
図
２
で
あ
る
。
生
徒
は

授
業
の
前
半
で
、
前
時
の
振
り
返
り
や
講

義
を
通
し
て
知
識
や
考
え
を
内
化
し
、「
分

か
っ
た
つ
も
り
」に
な
る
。続
い
て
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
外
化
を
通
し
て
、
理
解

を
深
め
た
り
、
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に

気
づ
い
た
り
、
新
た
な
問
い
を
持
っ
た
り

す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
統
合
さ
せ
る

内
化
の
機
会
を
再
び
設
け
る
こ
と
で
、
知

識
や
思
考
は
深
ま
っ
て
い
く
。
森
教
授
は
、

そ
の
よ
う
な
Ａ
Ｌ
を
「
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ｄ
Ａ
Ｌ
）」

と
呼
ん
で
い
る
。

　
実
習
で
は
、
教
科
別
に
16
グ
ル
ー
プ
を

編
成
し
、
知
識
定
着
型
Ｄ
Ａ
Ｌ
の
授
業
づ

く
り
を
行
っ
た
。
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
行
っ
た
経
験
の
あ
る
教
師
と
な
い
教

師
が
各
グ
ル
ー
プ
に
混
在
す
る
よ
う
に
し
、

経
験
者
が
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
集
中
し
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
ま
ず
、
各
グ
ル
ー
プ
で
仮
想
授
業
の
単

元
テ
ー
マ
と
教
育
目
標
を

設
定
。
そ
れ
を
基
に
、
個

人
で
内
化
・
外
化
・
内
化

の
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
構

成
さ
れ
る
授
業
案
を
検
討

し
た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー

プ
内
で
各
自
の
案
を
説
明

し
た
後
、
話
し
合
っ
て
１

つ
の
統
合
版
を
作
成
。
最

後
に
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

形
式
（
＊
３
）
で
各
グ
ル
ー

プ
の
案
を
共
有
し
た
。
他

教
科
を
含
め
た
他
グ
ル
ー

プ
の
授
業
案
か
ら
気
づ
き

を
得
た
参
加
者
も
多
く
、

そ
の
後
、自
身
の
授
業
案
を

修
正
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
１
日
目
の
最
後
に
は
、
２
日
目
の
概
要

を
説
明
し
て
見
通
し
を
持
つ
と
と
も
に
、

次
回
ま
で
の
課
題
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
の
研
究

書
の
指
定
さ
れ
た
章
（
３
章
の
う
ち
１
章

で
、
参
加
者
に
よ
っ
て
異
な
る
）
を
読
ん

で
お
く
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

２
日
目
ま
で
の
間
、
16
年
度
に
全
学
で
導

入
し
た
「
関
大
Ｌ
Ｍ
Ｓ
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）」（
＊
４
）

を
活
用
し
、
参
加
者
同
士
が
自
由
に
感
想

や
意
見
を
交
換
し
合
っ
た
。

　
２
週
間
後
に
行
わ
れ
た
２
日
目
は
、
最

初
に
前
回
の
内
容
を
振
り
返
っ
た
後
、
知

識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
５
）
を
経
験

す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
前
回
の
課
題
で
同
じ
章
を
指
定

さ
れ
た
者
同
士
３
～
６
人
で
グ
ル
ー
プ
と

な
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
述
べ
合
う
な
ど
し

③
前
回
の
ま
と
め（
教
員
）

②
前
回
の
振
り
返
り（
グ
ル
ー
プ
）

①
前
回
の
振
り
返
り（
個
人
）

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

内  

化

③
全
体
傾
向
の
説
明

②
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア

①
テ
ス
ト
の
解
答
チ
ェ
ッ
ク

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

内  

化

③
小
テ
ス
ト
の
実
施

②
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ
ア
す
る

①
個
人
で
考
え
る

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

外  

化

③
前
回
の
ま
と
め（
教
員
）

②
前
回
の
振
り
返
り（
グ
ル
ー
プ
）

①
前
回
の
振
り
返
り（
個
人
）

個  

人
個  

人

グ
ル
ー
プ

活
動

事
例

目
的

講  

義

個  

人

内  

化
内  

化

＊１　外にあるものを自分の認識下に取り入れること。　＊２　習得した知識・技能を活用して問題解決を試みること。　＊３　メンバーを変えながら少人数グループ
で話し合う形式のこと。カフェのようにリラックスした雰囲気の中で、世界を旅するかのように見聞を広めていくことから、その名がついた。　＊４　ウェブ上の授
業支援ツール。メッセージ機能や会議室機能などにより、受講生と教員間や、受講生同士のコミュニケーションのために活用できる。　＊５　ジグソーパズルを解く↗

アクティブ・ラーニングの授業デザイン例図２

内
化
・
外
化
を
繰
り
返
す

授
業
づ
く
り
を
グ
ル
ー
プ
で
行
う

＊同セミナーでの配布資料を基に編集部で作成

生
徒
の
学
び
が
深
ま
る
授
業
の

共
通
点
と
は

セ
ミ
ナ
ー
１
日
目

Ａ
Ｌ
の
内
容
に
関
し
て

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
を
実
践

セ
ミ
ナ
ー
２
日
目

 February  2017
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て
内
容
の
理
解
を
深
め
た
。
３
つ
の
章
は
、

「
協
同
学
習
」「
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
」

「
反
転
授
業
（
＊
６
）」
に
つ
い
て
書
か
れ

た
も
の
だ
。
次
に
、
各
章
１
人
ず
つ
の
３

人
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
各
自
が
読
ん
だ

章
の
内
容
を
ほ
か
の
２
人
に
説
明
し
た
。

聞
き
手
の
２
人
は
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
抜
き
出
し
て
「
コ

ン
セ
プ
ト
マ
ッ
プ
（
＊
７
）」
を
作
成
し
た
。

　「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
人
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
外
化
で
終
え
た
が
、
実
際
に
授
業

で
行
う
際
に
は
、
こ
の
後
、
大
人
数
で
の

話
し
合
い
や
全
体
に
対
す
る
発
表
と
い
っ

た
さ
ら
な
る
外
化
を
経
て
、
小
テ
ス
ト
や

教
師
に
よ
る
説
明
な
ど
の
最
後
の
内
化
を

行
う
こ
と
で
、
思
考
が
よ
り
深
ま
る
」
と
、

森
教
授
は
強
調
し
て
伝
え
た
。

　
続
い
て
、
Ａ
Ｌ
の
評
価
に
関
す
る
講
義

が
行
わ
れ
た
。

　
評
価
に
は
、
成
績
を
つ
け
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
生
徒
が
復
習
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
整
理
す
る
機
会
（
知
識
の
精
緻
化
）、

生
徒
が
自
分
の
理
解
度
を
確
認
す
る
機
会

（
メ
タ
認
知
）、
生
徒
が
さ
ら
に
学
ぶ
動
機

を
獲
得
す
る
機
会
（
動
機
づ
け
）、
そ
し

て
教
師
が
自
身
の
指
導
を
見
直
す
機
会
と

い
っ
た
教
育
機
能
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。

　
そ
し
て
、
学
習
評
価
に
は
、「
直
接
評
価
」

「
間
接
評
価
」
の
軸
と
、「
心
理
測
定
学
的

パ
ラ
ダ
イ
ム
（
数
値
で
表
せ
る
）」
と
、「
オ

ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
（
数
値
で
表
せ
な
い
）」
の
軸
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
評
価
手
法
が
４
象

限
に
分
か
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
評
価
方
法
を
挙
げ
た
（
図
３
）。

こ
の
う
ち
、
Ａ
Ｌ
の
評
価
で
は
、
直
接
評

価
と
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
観
点
を
踏
ま
え
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
が
提
案
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
授
業
構
成
で
は
、
総
括
的
評
価

（
＊
８
）
と
形
成
的
評
価
（
＊
９
）
そ
れ
ぞ

れ
を
行
う
場
面
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
説
明
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、森
教
授
は
、「
以
前
は
与
え
ら
れ

た
問
題
を
効
率
よ
く
解
く
力
が
求
め
ら
れ

て
い
た
が
、
今
は
課
題
を
自
分
で
設
定
し
、

そ
れ
を
解
決
し
て
前
進
し
て
い
く
力
が
求

め
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
学
校
で
も
自
ら
思
考
し
て
知
識
を
次
々

に
更
新
し
て
い
く
練
習
を
生
徒
に
積
ま
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ
Ａ
Ｌ
は
そ
の
た

め
の
鍵
に
な
る
は
ず
だ
」
と
述
べ
た
。

オルターナティヴ・アセスメントのパラダイム
数値で表せない

心理測定学的パラダイム
数値で表せる

間接評価
何ができると
思っているのか

直接評価
何ができるのか

生徒調査 客観テスト
標準テスト

ミニッツペーパー
振り返り

パフォーマンス評価
ポートフォリオ評価

写真　参加者は、休憩時間には教科別に集まって、授
業づくりについて話し合っていた。

学習評価の構図図３

参加者の声

＊６　新たな学習内容をビデオなどを使って予習し、授業ではほかの生徒と協働して問題を解いたり、教師が個々に合った指導をしたりする授業の形態。　＊７　物
事の関係を線などで結んで関係性を視覚化する技法。　＊８　テストなどを行い、学習者の到達度を確認する評価のこと。　＊９　学習の途中で、理解の状況などを
把握し、計画の修正が必要かどうかを知るために行われる評価のこと。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

Ａ
Ｌ
の
評
価
方
法
を
提
案

＊ 2016 年 6 月 27 日 関西大学アクティブ・ラーニングセミナー「21 世紀を生
き抜く『新しい能力』を育む教育とその評価」 松下佳代氏講演資料を改変

体験を通してALの本質を理解したという声が多数

　事後アンケートでは、多くの参加者が授業づくりを考える上で
学びや気づきがあったと述べている。
　アンケートに回答した 57 人中、54 人は「セミナーをきっかけ
にＡＬに対する理解が深まった」、49 人は「今後授業で実践する
ことができそう」と答えた。自由記述回答では、「ＡＬはグループ
で何かをするだけの活動と思っていましたが、最終的に個人の内
化に落とし込むことが大切だと聞いて、目から鱗が落ちました」

「ＡＬに懐疑的でしたが、理論を聞いて腑に落ちました」「何とな
く実践していましたが、注意すべきポイントが分かりました」な
ど、ＡＬの本質の理解につながったという声が多く寄せられた。
また、「セミナーでＡＬを体験して、どのようなものか分かった」
と、ワークを通して自らＡＬを体験する中で理解を深めたという
参加者も多かった。
　さらに、教師同士の横のつながりが学びのきっかけとなったと
いう声も聞かれた。「他校の先生方と知り合い、情報交換ができ
たことがよかった。今後も継続できるコミュニティーを望んでい
ます」「『関大ＬＭＳ』はよい勉強の場になり、ヒントをたくさん
いただいた」など、他校の教師との交流は貴重な機会となったよ
うだ。一方、今回のセミナーはあくまでも入門的な位置づけであ
り、「教科別のＡＬの実践法をたくさん聞きたい」など、発展的な
内容を望む声も寄せられた。
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私
の
専
門
で
あ
る
「
学
習
研
究
」
で
は
、

教
育
現
場
の
「
実
践
知
」
を
集
め
、
そ
こ

か
ら
子
ど
も
が
ど
う
学
び
、
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
の
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
解
明

し
て
理
論
化
し
ま
す
。
そ
の
観
点
で
言
う

と
、
先
生
方
が
よ
い
授
業
を
し
よ
う
と
努

力
さ
れ
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

「
教
師
が
ど
う
教
え
る
か
」
と
「
生
徒
が
ど

う
学
ん
で
い
る
か
」
と
の
間
に
ず
れ
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
指
導
の
成
果
が
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
も
、

生
徒
が
教
師
の
指
示
に
従
っ
て
動
く
だ
け

で
、
思
考
が
活
性
化
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
要
因
に
は
、

教
師
が
「
ど
う
教
え
る
か
」
を
重
視
し
、

生
徒
が
「
ど
う
学
ん
で
い
る
か
」
に
考
え

が
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
研

究
成
果
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
子
ど
も

の
学
び
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
」
と
い

う
観
点
で
授
業
づ
く
り
を
考
え
、
実
践
す

る
重
要
性
を
学
べ
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
名
称
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
創
る
」
で
す
が
、
Ａ
Ｌ
あ
り
き

の
授
業
づ
く
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒

の
学
び
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
授
業
の

あ
り
方
を
考
え
た
ら
、
結
果
と
し
て
Ａ
Ｌ

に
な
っ
た
と
い
う
流
れ
で
す
。

　
Ａ
Ｌ
を
実
践
す
る
上
で
教
師
に
必
要
な

心
構
え
は
、「
リ
サ
ー
チ
＆
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
」
に
尽
き
る
で
し
ょ
う
。
批
判
的

思
考
力
を
持
っ
て
研
究
し
、
実
践
を
通
し

て
、
教
師
自
身
や
目
の
前
の
生
徒
に
合
っ

た
指
導
方
法
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
、

効
果
的
な
Ａ
Ｌ
を
行
う
た
め
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
現

場
の
実
践
か
ら
生
ま
れ
た
理
論
を
伝
え
る

こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
理
論
を

土
台
と
し
て
、
各
教
師
が
主
体
的
に
自
分

な
り
の
Ａ
Ｌ
を
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
の
推
進
に
は
様
々
な
壁
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
Ａ
Ｌ
は
『
総
合
的

な
学
習
の
時
間
』
や
探
究
活
動
で
行
う
も

の
だ
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。「
学

習
研
究
」
の
観
点
で
は
、
Ａ
Ｌ
に
よ
る
深

い
学
習
は
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
＊

10
）
の
育
成
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、

学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
上
で
非
常
に
有

用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
デ
ー
タ
を
交
え
て
セ
ミ
ナ
ー
で
も

説
明
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、「
講
義
で
も
生
徒
の
思
考
を

活
性
化
さ
せ
る
発
問
が
で
き
る
の
で
、
Ａ

Ｌ
は
必
要
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
教
師
の
発
問
は
重
要
で
す

が
、
そ
れ
は
出
発
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
発

問
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
中
に
ど
の
よ
う
な

思
考
や
疑
問
が
生
ま
れ
た
の
か
を
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
外
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
把
握
し
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
授
業
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
の
深
い
学
び

に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
徒
の
学
び
の
プ
ロ

セ
ス
を
考
え
る
と
、
教
師
の
最
初
の
発
問

以
上
に
生
徒
自
身
が
生
み
出
し
た
問
い
が

重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
高
校
で
は
、
授
業
改
善
を
学
校

全
体
で
組
織
的
に
進
め
る
こ
と
に
も
課
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
授
業
改

善
を
進
め
る
教
師
が
孤
立
し
や
す
い
、
教

師
の
授
業
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
よ
り
生
徒

が
学
び
方
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ

た
問
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
学
が
中
心

と
な
り
、
同
じ
志
を
持
つ
教
師
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。「
関
大
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
は
そ
の

一
環
で
、
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
間
や
終
了

後
に
参
加
者
や
Ｔ
Ａ
、
講
師
で
あ
る
私
が

つ
な
が
り
、
考
え
を
述
べ
合
っ
た
り
、
実

践
例
を
紹
介
し
合
っ
た
り
す
る
場
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
生
徒
の
思
考

を
活
性
化
さ
せ
る
発
問
の
例
を
教
科
ご
と

に
集
め
る
シ
ス
テ
ム
に
発
展
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
他
大
学
と
の
連
携
も
模
索
し
、

よ
り
組
織
的
な
動
き
に
発
展
さ
せ
て
、
高

校
の
先
生
方
の
授
業
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊10　知識や技能、態度など、特定の課題・要求に対応することができる力のこと。

関
西
大
学
教
育
推
進
部
教
授

森
　朋
子

　も
り
・
と
も
こ

専
門
は
、
学
習
研
究
、
学
習
理

論
、
教
育
方
法
学
。
慶
應
義
塾

大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
上

席
研
究
員
等
を
経
て
、
現
職
。

「
ど
う
教
え
る
か
」
だ
け
で
な
く
、

「
ど
う
学
ん
で
い
る
か
」と
い
う
視
点
も
大
切

指
導
と
学
び
の
ず
れ
の
解
消
が

授
業
改
善
の
第
一
歩

同
じ
志
を
持
つ
先
生
方
の

横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
た
い

講
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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変
化
を
恐
れ
ず
、
考
え
る
こ
と
が
重
要

　12
月
号
の
表
紙
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
変
化
を
恐
れ
な
い
」

の
通
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
据
え
、
求
め
ら
れ

る
進
路
指
導
と
教
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。
一
方
、
特
集
で
紹
介
さ
れ
た
職
業

に
関
す
る
衝
撃
的
な
予
測
を
鵜
呑
み
に
し
て
よ
い
の

か
と
い
う
危
惧
も
抱
い
て
い
る
。
企
業
と
異
な
り
、「
不

易
と
流
行
」
の
「
不
易
」
の
部
分
を
最
も
大
切
に
す

べ
き
教
育
現
場
の
人
間
が
、「
流
行
」
の
部
分
に
踊
ら

さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
北
海
道
旭
川
東
高
校
の
松
井
恵
一
先
生
の
「
生

徒
に
は
大
い
な
る
不
完
全
燃
焼
を
さ
せ
た
い
」
と
い

う
発
想
が
面
白
い
と
思
っ
た
。
変
化
の
激
し
い
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
だ
け
で
生
徒
を
育
て
よ
う
と
し

な
い
姿
勢
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
は
教
育
の
醍
醐
味

　12
月
号
の
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
の
北
海
道
釧
路

東
高
校
の
よ
う
に
、
生
徒
指
導
の
難
し
い
時
期
か
ら
、

学
習
指
導
に
よ
る
学
校
の
活
性
化
へ
の
流
れ
を
つ
く

る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
同
校
に
敬
意
を
表

す
る
。
基
礎
学
力
の
向
上
か
ら
、
生
徒
に
自
信
や
誇

り
を
持
た
せ
、
自
尊
感
情
や
自
己
有
用
感
、
人
と
協

働
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
な
ど
を
実
感
さ
せ
、
他
者
や

社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
む
こ
と
は
、
教
育
の
醍

醐
味
の
１
つ
だ
と
思
う
。

行
事
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
伝
統
と
育
ま
れ
る
力

　学
校
祭
や
体
育
祭
を
見
れ
ば
、そ
の
学
校
が
ど
の
よ

う
な
校
風
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
が
端
的
に
分
か
る
。
12
月
号
の
「
ハ

ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
の
記
事
を
読
み
、
行
事
を
通
し

て
上
級
生
か
ら
下
級
生
に
伝
統
が
伝
え
ら
れ
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
が
育
っ
て
い
く

こ
と
を
、
改
め
て
実
感
し
た
。

「
ぼ
そ
ぼ
そ
話
す
」
が
鍵

　ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ

に
、
話
し
合
い
の
時
間
を
い
か
に
設
定
す
る
か
が
あ

る
。
話
し
合
っ
て
さ
え
い
れ
ば
思
考
が
深
ま
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
話
し
合
い
が
思
考
を
邪
魔
す
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
12
月
号
の
「
実
践 

ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
あ
る
「
ぼ
そ
ぼ
そ
話
し
て

み
て
」
は
大
変
面
白
く
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
よ
う
と
思

っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育

　12
月
号
の「
大
学
E
v
o
l
u
t
i
o
n
」は
地
方
、

「
次
代
の
教
育
を
形
づ
く
る
教
委
の
一
手
」
は
東
京
の

視
点
で
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
。
両
者
と
も

に
英
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
て
い
た
が
、
英
語
や

外
国
人
に
触
れ
る
機
会
の
多
さ
は
、
東
京
が
絶
対
的

に
有
利
だ
。
そ
れ
を
基
に
ど
う
涵
養
し
て
い
く
の
か

と
い
う
視
点
で
「
大
学
E
v
o
l
u
t
i
o
n
」
を

読
み
返
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育

を
行
う
ア
イ
デ
ア
が
随
所
に
見
ら
れ
、
と
て
も
興
味

深
い
記
事
だ
っ
た
。

﹇
滋
賀
県
立
草
津
東
高
校
・
堀
浩
司
﹈

﹇
徳
島
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
福
井
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
福
井
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
静
岡
県
・
私
立
沼
津
中
央
高
校
・
後
藤
松
太
郎
﹈

う

の
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『ＶＩＥＷ２１』高校版は
年６回の発行です
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 4　月

次号は
4月10日発行（予定）

V o l u m e  1

◎今号の「ハートをこがせ！」で取
材させていただいた山梨県立ひばり
が丘高校の生徒たちは、会ってすぐ
に元気よく挨拶をしてくれ、インタ

ビュー時もハキハキと受け答えをしてくれました。
そのため、「入部前は人見知りで、言いたいことを
伝えられなかった」という言葉を聞いた時は、驚き
ました。また、地域の方にもお話を聞く機会があり、

「うどん部のおかげで地域が元気になった」と、地
域活性化の一助となっていることも分かりました。
今や富士吉田にとどまらず、全国各地で活動して
いるうどん部……今後も目が離せません！（廣田）

6

教
師
川
柳

福
島
県
・
臥
煙

◎「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」のコーナー（P.34～37）では、
取材にご協力いただける先生、及び取材で検討させていただく「指
導ツール」を募集しています。「自校で長年使っているツールを見直し
たい」「ツールをより効果的に使用する指導法を検討したい」といった、
課題意識をお持ちの先生方のご応募をお待ちしております。

指導ツールを募集しています！

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸ツールの内容（目的・活用時
期・活用方法）　❹ツールに対する課題意識、改善要望

必要事項❶～❹をご記入の上、指導ツールを添付して
下記のe-mailアドレスにご送信ください

改良したいのに、どうすべきか分からない

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp▶▶▶

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」の指導ツールの応募時にご提供いただく個人情報は、今後の企画の検討
や製作の目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場合、手続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商
品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口
（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9 時～21時）にて承ります。� （株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご記入ください。 52 February  2017
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［フリーダイヤル］　0120 - 350455
受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17

お客様
サービスセンター

教師と生徒の肖像教師と生徒の肖像
Cov er  Story

先 生 方 と と も に 高 校 生 の 今 と 未 来 を つ な ぐ

授業を進化！　思考を深化！
実践　アクティブ・ラーニング

世界史
静岡県立韮山高校　美那川雄一

指導変革の軌跡
大阪府・私立

香ヶ丘リベルテ高校
広島県立

安古市高校

改良！　指導ツール　ビフォーアフター
３年生０学期

出願書類作成用　調査用紙

特集

学びと指導の
連続性を深める

中高連携

表紙の学校　愛知県・私立東邦高校　山田剛司先生

「なるほど」を楽しもう

　１年生の数学を担当する山田剛司先生が「今日の授業は『学び合い』にします」と言うと、教
室はにわかに活気づく。先生が１０分間で要点を説明した後、生徒は問題に取りかかり、解き終えた
生徒は教卓にある解答のプリントを見て自分で答え合わせをする。正解したら、マグネット式の名札
を黒板の「できた人」の枠に貼り、苦戦している生徒に教えに行く。目指すはクラス全員が分かるよ
うになること。生徒たちの教え合う声が聞こえる中、先生は教えたい気持ちをぐっとこらえ、ファシリ
テーターに徹する。沈黙しているグループの生徒たちには「分かっている人のところにそれぞれ出張
したら」と助言し、手持ち無沙汰にしている生徒には「まだ名札を貼れていない人がいるよ」と教え
役を促す。「過去の経験を基に問題を乗り越える術を学ぶのが学校だと思います。教師が話しすぎず、
自分自身で、そして生徒同士で協力して解決できるように心がけています」とその意図を語る。
　先生が授業で学び合いの活動を始めたのは、今年度からだ。校外研修で初めてその手法を知っ
た時、自校の生徒にできるのか半信半疑だった。しかし、「仕組みが分かった時に『なるほど』と感
じる数学の面白さを知ってほしいと、思い切って取り入れました。その初めての授業で、私が何も
言わなくても、生徒たちが自ら動いて教え合う姿には感動しました」と大きな手応えを得た。「数学
は得意ではないけれど、友人と一緒に考えるのは楽しい」「教える方になりたいから、予習にも力を
入れるようになりました」と、生徒が意欲的に取り組む様子は、先生の意識も動かした。「生徒には
私たちが想像する以上の力があるのだと改めて実感しました。生徒が、数学を楽しみながらしっか
り理解し、もっと勉強したいと思えるよう、これからもいろいろなことにチャレンジしたいと思います」。
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